
 Japanese  Weekly Newspaper  (Free)

Member of THE OVERSEAS JAPANESE PRESS ASSOCIATION

 NY生活プレス社  NO.1071（週刊） 2026年 9月 26日土曜日  ・NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.  ☎ (212) 213-6069
・71 WEST 47TH STREET, SUITE 1205, NEW YORK, NY 10036

■
新
聞
と
同
じ
レ
イ
ア
ウ
ト
で
読
め
る
デ
ジ
タ
ル
版www.nyseikatsu.com

 

世
界
の
ど
こ
に
い
て
も
Ｎ
Ｙ
の
今
が
分
か
る
日
本
語
新
聞
（
フ
リ
ー
）©All copyrights reserved to New York Seikatsu Press, Inc.

一般社団法人海外日系新聞放送協会加盟社

 SHUKAN
NEW YORK
SEIKATSU

 Printed in U.S.A.

　

本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
と
Ｎ
Ｙ
州

は
９
月
14
日
、
ト
ラ
ン
プ
政
権

が
導
入
し
た
移
民
審
査
の
新

規
則
「
公
共
の
負
担
（Public 

Charge

）」
の
差
し
止
め
を
求

め
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
連
邦
地

裁
に
そ
れ
ぞ
れ
提
訴
し
た
。
新

規
則
は
18
日
に
施
行
さ
れ
、
生

活
保
護
や
医
療
、
食
料
な
ど
の

公
的
給
付
を
利
用
し
た
移
民
に

つ
い
て
、
永
住
権
（
グ
リ
ー
ン

カ
ー
ド
）
の
取
得
な
ど
を
認
め

な
い
判
断
が
で
き
る
よ
う
、
移

民
審
査
官
の
裁
量
を
拡
大
す
る

も
の
。

　
「
公
共
の
負
担
」
と
は
、
生

活
を
政
府
の
援
助
に
依
存
す
る

と
判
断
さ
れ
る
外
国
人
の
入
国

や
永
住
権
取
得
を
制
限
す
る
制

度
。
従
来
は
主
に
現
金
給
付
や

政
府
負
担
に
よ
る
長
期
施
設

入
所
な
ど
が
審
査
対
象
だ
っ
た

が
、
新
規
則
で
は
低
所
得
者
向

け
公
的
医
療
保
険
「
メ
デ
ィ
ケ

イ
ド
」
や
食
料
購
入
を
支
援
す

る
「
フ
ー
ド
ス
タ
ン
プ
（
Ｓ
Ｎ

Ａ
Ｐ
）」
な
ど
の
利
用
も
、
審

公
共
負
担
差
し
止
め
請
求

永
住
権
申
請
で
不
利
な
扱
い
主
張

NY州と NY市

高
市
首
相

国
連
外
交

　

高
市
早
苗
首
相
は
22
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

国
連
本
部
で
開
か
れ
た
国
連
総
会
の
一
般
討
論

演
説
に
臨
み
、
就
任
後
初
め
て
国
際
社
会
に
向

け
て
日
本
の
外
交
姿
勢
を
表
明
し
た
。

　

演
説
で
は
、
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問

題
に
つ
い
て
解
決
に
向
け
た
対
話
と
行
動
の
用

意
が
あ
る
と
訴
え
た
ほ
か
、
世
界
各
地
で
災
害

が
相
次
ぐ
中
、
気
候
変
動
対
策
の
重
要
性
を
強

調
。
国
際
社
会
の
秩
序
を
支
え
る「
法
の
支
配
」

を
重
視
す
る
姿
勢
を
示
し
、
国
連
安
全
保
障
理

事
会
の
機
能
強
化
や
国
連
憲
章
の
「
旧
敵
国
条

項
」
の
削
除
な
ど
、
国
連
改
革
の
必
要
性
を
訴

え
た
。

　

ま
た
、
中
国
な
ど
を
念
頭
に
、
力
や
威
圧
に

よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
を
認
め
な
い
立
場
を

表
明
。
日
本
の
防
衛
・
安
全
保
障
や
核
軍
縮
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
網
の
強
靱
化
、
Ａ
Ｉ
な
ど
技

術
革
新
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。

　

演
説
に
先
立
ち
、
グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事
務
総

長
の
出
迎
え
を
受
け
握
手
を
交
わ
し
た
＝
写
真

＝
。
高
市
首
相
は
こ
の
日
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統

領
と
も
日
米
首
脳
会
談
を
行
い
、
中
国
を
巡
る

情
勢
や
安
全
保
障
、
経
済
安
全
保
障
な
ど
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。（
５
面
に
関
連
記
事
）

国連改革と法の支配訴える

査
で
不
利
に
扱
わ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
。

　

市
は
シ
カ
ゴ
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
、
シ
ア
ト
ル
な
ど
と
共

同
で
提
訴
。
州
司
法
長
官
の
レ

テ
ィ
シ
ア
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
氏
も
、

他
の
21
州
と
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン

の
司
法
長
官
ら
を
率
い
て
別
の

訴
訟
を
起
こ
し
た
。
市
・
州
側

は
、
規
則
の
適
用
基
準
が
不
明

確
で
、
合
法
的
に
受
け
ら
れ
る

公
的
給
付
を
移
民
家
庭
が
利
用

し
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
主

張
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
推
計

に
よ
る
と
、新
規
則
の
影
響
で
、

全
米
で
最
大
４
０
０
万
人
が
公

的
医
療
保
険
な
ど
の
加
入
を
取

り
や
め
る
可
能
性
が
あ
り
、
こ

の
う
ち
１
８
０
万
人
が
子
ど
も

と
い
う
。

　

移
民
審
査
へ
の
悪
影
響
を
恐

れ
、
合
法
的
に
利
用
で
き
る
医

療
サ
ー
ビ
ス
ま
で
控
え
る
家
庭

が
増
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
が
、
連
邦
政
府
側
は
、
公

的
扶
助
へ
の
依
存
を
抑
え
、
経

済
的
な
自
立
を
促
す
制
度
だ
と

説
明
し
て
い
る
。

　

今
回
の
規
則
は
、
す
で
に
永

住
権
を
持
つ
人
す
べ
て
を
対
象

と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ

し
、
市
は
対
象
外
の
移
民
や
米

国
籍
の
家
族
に
も
不
安
が
広
が

る
と
懸
念
し
て
お
り
、
必
要
な

公
的
給
付
を
自
己
判
断
で
打
ち

切
ら
ず
、
専
門
家
に
相
談
す
る

よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
あ
る
舞

台
芸
術
施
設
「
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・

ケ
ネ
デ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
」
が
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
主
導
で
閉

鎖
さ
れ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は

今
月
、
嵐
の
影
響
で
天
井
の
し

っ
く
い
が
落
下
。
負
傷
者
は
出

な
か
っ
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の

支
持
者
ら
が
多
数
を
占
め
る
理

事
会
は
９
月
15
日
、
施
設
の
老

朽
化
と
安
全
上
の
問
題
を
理
由

に
施
設
の
閉
鎖
を
決
定
し
た
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
自
身
の
名
前
を

建
物
に
掲
げ
る
こ
と
を
改
修
工

事
の
条
件
と
し
て
お
り
、
施
設

の
政
治
利
用
を
巡
っ
て
批
判
が

高
ま
っ
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
２
月
、
改
修

の
た
め
２
年
間
閉
鎖
す
る
と
発

表
。
そ
の
後
、
建
物
に
自
身
の

名
前
を
掲
げ
る
こ
と
を
巡
っ
て

訴
訟
が
続
き
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ

Ｃ
の
連
邦
地
裁
が
名
称
変
更
に

は
連
邦
議
会
の
承
認
が
必
要
だ

と
し
て
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
名
前

の
撤
去
を
命
じ
る
と
、
閉
鎖
を

前
倒
し
す
る
一
方
、
改
修
工
事

は
名
称
変
更
が
認
め
ら
れ
る
ま

で
開
始
し
な
い
方
針
を
示
し

た
。　
　
（
関
連
記
事
６
面
に
）

芸術への政治介入
ＤＣのケネディ・センター

トランプ大統領が改名条件に閉鎖

グテーレス国連事務総長（右）と握手する高市首相　（22日午後２時 33分　UN Photo/E sk inder  Debebe）

https://www.restaurantnippon.com/
https://bio.to/jo1_tour_ticket
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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結
成
６
周
年
の
今
年
、
10
月

２
日
に
ア
メ
リ
カ
デ
ビ
ュ
ー
版

Ｅ
Ｐ
「
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｌ
」
を
発

売
す
る
の
に
合
わ
せ
、
北
米
５

都
市
で
の
初
の
ツ
ア
ー
が
決
定

し
た
、
日
本
か
ら
世
界
に
フ
ァ

ン
層
を
拡
大
中
の
日
本
の
９
人

組
グ
ロ
ー
バ
ル
ボ
ー
イ
ズ
グ
ル

ー
プ
「
Ｊ
Ｏ
１
（
ジ
ェ
イ
オ
ー

ワ
ン
）」。
Ｎ
Ｙ
で
は
、
昨
年
３

月
の
２
夜
連
続
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

公
演
か
ら
１
年
半
ぶ
り
に
、
10

月
４
日
に
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ

の
「
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
ホ
ー
ル
」

で
公
演
を
行
う
。

　

昨
年
か
ら
大
き
く
進
化
し
た

彼
ら
。
９
人
の
メ
ン
バ
ー
１
人

１
人
が
、
Ｎ
Ｙ
の
大
勢
の
フ
ァ

ン
の
前
に
戻
っ
て
く
る
意
気
込

み
を
本
紙
に
語
っ
て
く
れ
た
。

本
紙
「
Ｕ
Ｓ
版
Ｅ
Ｐ
の
発
売
と

初
の
北
米
ツ
ア
ー
開
催
決
定
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
Ｎ
Ｙ

で
は
去
年
も
ラ
イ
ブ
を
行
わ
れ

ま
し
た
。
去
年
の
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
公
演
は
ち
ょ
う
ど
結
成
５
周

年
の
日
で
し
た
。
あ
れ
か
ら
１

年
半
ぶ
り
に
Ｎ
Ｙ
に
帰
っ
て
く

る
こ
と
に
つ
い
て
、
今
ど
う
い

う
気
持
ち
で
す
か
？
」

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
「
本
当
に
嬉
し

い
気
持
ち
で
す
。
あ
の
時
見
た

Ｎ
Ｙ
の
景
色
は
今
で
も
覚
え
て

い
る
し
、
よ
り
成
長
し
た
自
分

で
迎
え
る
事
が
出
来
て
と
て
も

嬉
し
い
で
す
。
そ
し
て
ま
た
沢

山
刺
激
を
も
ら
っ
て
日
本
に
帰

り
た
い
と
思
い
ま
す
。」

本
紙
「
こ
の
一
年
で
進
歩
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
」

Ｍ
Á
Ｍ
Ｅ
「
１
年
前
に
比
べ

る
と
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
と
こ
ろ
に
力

を
入
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
日
本
で
の
ラ
イ
ブ
だ
っ
た

り
、
曲
、
振
り
付
け
、
い
ろ
ん

な
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
や
れ
て

い
る
こ
と
が
成
長
し
た
か
な
ぁ

と
思
い
ま
す
。」

本
紙
「
今
年
の
Ｎ
Ｙ
公
演
の
会

場
は
去
年
よ
り
倍
ぐ
ら
い
広
く

な
り
ま
す
。
ラ
イ
ブ
で
『
こ
こ

は
絶
対
に
見
て
欲
し
い
』
と
い

う
見
ど
こ
ろ
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。」

Ｓ
Ｈ
Ｏ
「
今
回
の
見
所
は
な
ん

と
い
っ
て
も
、Ｕ
Ｓ
版
Ｅ
Ｐ『
Ａ

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｌ
』
を
引
っ
提
げ
て

ラ
イ
ブ
を
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

力
強
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
盛

り
上
が
る
楽
曲
を
楽
し
み
に
し

て
て
下
さ
い
。」

本
紙
「
ツ
ア
ー
で
も
こ
の
Ｅ
Ｐ

か
ら
の
曲
を
披
露
さ
れ
ま
す

か
？
」

Ｒ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
「
Ｕ
Ｓ
版
Ｅ
Ｐ
の
ツ

ア
ー
な
の
で
、
全
て
の
曲
を
準

備
し
て
待
っ
て
ま
す
。」

本
紙
「
海
外
で
歌
う
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
、
意
味
合
い
が
変

わ
っ
て
き
た
曲
は
あ
り
ま
す

か
？
」

Ｒ
Ｅ
Ｎ
「
全
て
の
曲
が
よ
り
大

切
に
な
り
ま
し
た
。
違
う
言
語

な
の
に
歌
っ
て
く
れ
た
り
、
涙

し
て
く
れ
た
り
、
た
く
さ
ん
の

方
に
と
っ
て
大
切
な
曲
で
あ
り

続
け
た
い
で
す
。」

本
紙
「
ア
メ
リ
カ
の
お
客
さ
ん

と
日
本
の
お
客
さ
ん
で
、
一
番

違
う
な
と
感
じ
る
の
は
ど
ん
な

と
こ
ろ
で
す
か
」

Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
「
ノ
リ
方
と
声
が

違
う
と
感
じ
ま
し
た
。
日
本
で

は
歓
声
が
多
く
、
ア
メ
リ
カ
で

は
直
接
言
葉
で
応
援
し
て
く
れ

る
こ
と
が
多
い
と
感
じ
ま
し

た
。」

本
紙
「
Ｎ
Ｙ
に
長
く
住
ん
で
い

て
、
Ｊ
Ｏ
１
を
ま
だ
知
ら
な
い

方
に
、
何
を
一
番
知
っ
て
ほ
し

い
で
す
か
？
」

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ａ
「
僕
た
ち
の

YouTube

『Hi!-JO1

』
を
見

て
ほ
し
い
で
す
！
！
」

本
紙
「
公
演
以
外
で
、
Ｎ
Ｙ
で

楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？
」

Ｓ
Ｋ
Ｙ
「
Ｎ
Ｙ
の
街
並
み
と
ス

ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
同

時
に
見
る
た
め
に
散
歩
し
た
い

で
す
ね
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
時

間
と
共
に
僕
に
と
っ
て
の
こ
れ

か
ら
の
ア
イ
デ
ア
に
つ
な
が
る

何
か
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
！
」

本
紙
「
Ｎ
Ｙ
の
み
な
さ
ん
へ
一

言
」

Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
「
Ｎ
Ｙ
公
演
、
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｙ
の
中
で
僕
た
ち
の
ラ
イ
ブ

が
一
番
熱
い
ラ
イ
ブ
に
し
ま

す
！
」

本
紙
「
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
！
当
日
は
熱
い

ラ
イ
ブ
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
！
」

　

１
年
半
ぶ
り
に
帰
っ
て
く
る

Ｎ
Ｙ
で
、
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
披
露
す
る
こ
と
を
誓
っ

て
く
れ
た
Ｊ
Ｏ
１
の
９
人
。
そ

ん
な
熱
い
ラ
イ
ブ
を
ぜ
ひ
そ
の

目
で
見
届
け
よ
う
。
Ｎ
Ｙ
公
演

の
チ
ケ
ッ
ト
は
現
在
も
発
売

中
。
上
記
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

参
照
。

意
気
込
み
を
語
る

９
人
の
メ
ン
バ
ー

1
年
半
ぶ
り
の

Ｎ
Ｙ
見
ど
こ
ろ
と
は
ー

JO1北米5都市で公演
10月4日NYイーストビレッジで
専用ウェブサイト https://www.axs.com/events/1597256/jo1-tickets?skin=websterhall

Photo : ©LAPONE 
ENTERTAINMENT

https://www.sakagura.com/eastvillage
http://shinbashi72.com/
https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/senkyo/index.html
http://jmart-usa.com/
http://www.salon-oasis.net
https://www.axs.com/events/1597256/jo1-tickets?skin=websterhall
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 日本クラブからのお知らせ
■スポーツの秋を満喫！
 「オープン親睦ゴルフ大会」参加者を募集中
 □開催日時：10月 10日（土） 1:00PM～
 □会場：ハワース・カントリークラブ（NJ）
 □参加費：$165（ハワース会員 $85）グリーン・
 　カートフィー、ディナー代（1ドリンク付）込み
 今年の「日本クラブ会長杯」オープン親睦ゴルフ
大会を 10月 10日（土）にニュージャージー州の
ハワース・カントリークラブで開催します。参加
資格は日本クラブ会員、ファミリー会員、日本ク
ラブ債保有会社の社員。会員のゲストの方も参加
可能です。男女ともに出場可、ゴルフのレベルを
問わないハンディキャップ戦で、1組ずつ 9分間隔
でティーオフの予定です。ぜひご参加ください。

■日本クラブ企画展「慧眼―スーザン・トスク
氏が愛した日本工芸」を 9/30 まで開催中

 

□会期：9月 14日（月）～ 9月 30日（水）
 □会場：日本ギャラリー（日本クラブ 5階）
 □開館時間：月～金 10AM～ 6PM
 　土 10AM～ 5PM　日休館
 生涯を日本工芸の収集・研究に捧げたスーザン・
トスク氏（1944–2026）のコレクションの中から、
錦光山による藤と山水を描いた華やかな花瓶、富
士山と日米の国旗を織り込んだ記念織物など、明
治期ならではの高度な技術が光る、洗練された作
品 44点を展示しています。トスク氏が半生をかけ
て見出した日本工芸の美をぜひ会場でご覧くださ
い。

詳細・イベントのお申し込みは
下記ウェブサイトをご覧ください。

The Nippon Club, Inc.
604 5th Ave, New York, NY 10020　

Tel: 212-581-2223　info@nipponclub.org
www.nipponclub.org 

YOSHIKI出演

　

世
界
的
に
活
躍
す
る
ア
ー

テ
ィ
ス
トYOSHIKI

が
26
日

（
土
）、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
の

グ
レ
ー
ト
ロ
ー
ン
で
開
催
さ
れ

る
「Global Citizen Festival 

2026

」
に
日
本
人
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
し
て
初
出
演
す
る
。
約

６
万
人
の
観
客
が
集
う
舞
台

で
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
美
し

さ
と
ロ
ッ
ク
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

融
合
さ
せ
た
、
唯
一
無
二
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す
る
。

YOSHIKI

はX JAPAN

の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
日
本
の
ロ
ッ
ク

シ
ー
ン
に
新
た
な
時
代
を
切
り

開
き
、
ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
音

楽
家
と
し
て
国
際
的
な
キ
ャ
リ

ア
を
築
い
て
き
た
。
こ
れ
ま
で

に
東
京
ド
ー
ム
、
カ
ー
ネ
ギ
ー

ホ
ー
ル
、
マ
デ
ィ
ソ
ン
・
ス
ク

エ
ア
・
ガ
ー
デ
ン
な
ど
、
世
界

各
地
を
代
表
す
る
会
場
や
イ
ベ

ン
ト
に
出
演
。
２
０
２
５
年
に

は
、
タ
イ
ム
誌
が
選
ぶ
「
世
界

で
最
も
影
響
力
の
あ
る
１
０
０

人
」
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、X 

JAPAN
の
代
表
曲『ENDLESS 

RAIN
』
を
演
奏
し
、
観
客
に

大
合
唱
を
呼
び
か
け
る
予
定
。

　

そ
の
ほ
か
の
出
演
者
は
、
レ

ニ
ー
・
ク
ラ
ヴ
ィ
ッ
ツ
、
ア

リ
シ
ア
・
キ
ー
ズ
、
韓
国

の
５
人
組
ボ
ー
イ
ズ
グ
ル

ー
プ
のTOMORROW X 

TOGETHER

な
ど
、
世
界
で

活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た

ち
。
ホ
ス
ト
は
ヒ
ュ
ー
・
ジ
ャ

ッ
ク
マ
ン
が
務
め
、渡
辺
直
美
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ウ
ラ
ジ
ー

ミ
ル
・
デ
ュ
テ
ィ
エ
、
女
優
の

ノ
ム
ザ
モ
・
ム
バ
サ
ら
も
登
場

予
定
。
同
フ
ェ
ス
を
主
催
す
る

Global Citizen

は
、
極
度
の

貧
困
を
な
く
す
こ
と
を
目
指
す

世
界
最
大
規
模
の
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
。
音
楽
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
、
公
共
政
策
、
メ
デ
ィ

ア
、
慈
善
活
動
、
民
間
企
業
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
リ
ー

ダ
ー
を
結
び
つ
け
、
市
民
一
人

ひ
と
り
の
行
動
を
具
体
的
な
変

化
へ
と
つ
な
げ
て
い
る
。

　

チ
ケ
ッ
ト
は
、Global 

Citizen

ア
プ
リ
を
通
じ
て
社

会
課
題
に
関
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン

に
参
加
し
、
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得

す
る
こ
と
で
無
料
チ
ケ
ッ
ト

の
抽
選
に
応
募
で
き
る
。
ま

た
、
一
定
の
ポ
イ
ン
ト
獲
得

後
、
25
ド
ル
を
寄
付
す
る
こ

と
で
チ
ケ
ッ
ト
を
確
保
で
き

る
選
択
肢
も
用
意
さ
れ
て
い

る
。
寄
付
金
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
内
の
支
援
に
活
用
さ
れ
、

City Parks Foundation

が

市
内
５
区
の
公
園
で
実
施
す

る
無
料
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
地
域

活
動
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
レ
ス

状
態
に
あ
る
人
々
を
支
援
す

る
団
体
な
ど
に
寄
付
さ
れ
る
。

詳
細
は
公
式
サ
イ
トhttps://

globalcitizenfestival.com/

を
参
照
す
る
。

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

９
月
26
日

グ
レ
ー
ト
ロ
ー
ン

https://linktr.ee/SenriOeBrooklyn
https://www.seikohsoprano.com/
mailto:info@nipponclub.org
http://www.nipponclub.org
https://globalcitizenfestival.com/
https://globalcitizenfestival.com/
https://globalcitizenfestival.com/
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最
も
幸
せ
な
州
ラ
ン
キ
ン
グ

１
位
は
今
年
も
ハ
ワ
イ
州

　

金
融
情
報
サ
イ
ト
の
ウ
ォ
レ

ッ
ト
ハ
ブ
は
８
日
、
毎
年
恒
例

の
「
ハ
ッ
ピ
エ
ス
ト
・
ス
テ
イ

ツ
・
イ
ン
・
ア
メ
リ
カ
」
を
発

表
し
、
ハ
ワ
イ
州
が
昨
年
に
続

い
て
１
位
、
２
位
は
Ｎ
Ｊ
州
、

Ｃ
Ｔ
州
は
７
位
、
そ
し
て
Ｎ
Ｙ

州
は
11
位
だ
っ
た
。

　

同
社
は
、
う
つ
病
発
症
率
を

含
む
幸
福
度
、
経
済
の
安
定

性
、
通
勤
・
通
学
時
間
、
平
均

寿
命
、
睡
眠
時
間
を
含
む
30
項

目
で
各
州
を
評
価
し
た
。
１
位

の
ハ
ワ
イ
州
は
成
人
の
84
％
の

健
康
状
態
が
良
好
で
、
平
均
寿

命
は
全
米
１
位
、
成
人
の
72
％

が
日
常
的
に
活
動
的
で
生
産
性

の
あ
る
暮
ら
し
を
過
ご
し
て
い

る
と
回
答
し
て
い
る
。
失
業

率
は
国
内
最
低
で
、
年
収
が

７
万
５
０
０
０
ド
ル
以
上
を
占

め
る
世
帯
の
割
合
が
最
も
高

く
、
家
計
に
不
安
を
抱
え
る
人

口
の
割
合
も
国
内
で
２
番
目
に

低
い
。
同
社
は「
幸
福
な
州
は
、

安
定
し
た
地
域
経
済
、
心
身
両

趣
味
や
人
と
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン

シ
ッ
プ
、
自
分
向
上
の
た
め
の

機
会
が
あ
る
か
が
幸
福
に
繋
が

る
」
と
伝
え
て
い
る
。

　

２
位
の
Ｎ
Ｊ
州
は
、
う
つ
病

疾
患
率
が
最
も
低
く
、
生
活
満

足
度
は
国
内
２
位
、
離
婚
率
は

２
番
目
に
低
く
、
自
殺
率
も
最

も
低
い
。
11
位
の
Ｎ
Ｙ
州
は
心

身
の
健
康
は
３
位
、
う
つ
病
率

は
下
位
３
位
で
あ
る
一
方
、
物

 
加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
国
土
安
全

保
障
省
（
Ｄ
Ｈ
Ｓ
）
が
発
表
し

た
Ｆ
ー
１
の
学
生
ビ
ザ
や
Ｊ
ー

１
の
交
換
留
学
生
ビ
ザ
お
よ
び

Ｉ
ビ
ザ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ビ

ザ
に
関
し
て
の
新
規
則
は
、
本

紙
の
９
月
２
週
目
号
で
詳
し
く

説
明
さ
れ
ま
し
た
。
米
国
移
民

局
は
新
規
則
を
９
月
15
日
か
ら

施
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
施
行

前
日
の
９
月
14
日
に
、
マ
サ
チ

ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
連
邦
法
廷
で
、

ビ
ザ
の
発
行
有
効
期
限
の
短
縮

やDuration of Status
（
Ｄ

／
Ｓ  

在
留
資
格
期
間
）
廃
止

規
則
を
一
時
差
し
止
め
、
施
行

を
延
期
す
る
と
い
う
決
定
を
出

し
ま
し
た
。
こ
の
新
規
則
に
関

し
て
は
多
く
の
方
々
か
ら
ご
質

問
が
あ
り
、
今
回
は
、
簡
単
に

こ
の
新
規
則
を
説
明
す
る
と
と

Ｆ
ー
１
や
Ｊ
ー
１
お
よ
び

Ｉ
ビ
ザ
の
新
規
則
と

そ
の
差
し
止
め
に
つ
い
て ④ 

語
学
留
学
の
場
合
は
、
２

年
間
の
み
の
Ｆ
ー
１
ビ
ザ
が
発

行
。

⑤ 

通
常
の
ビ
ザ
は
、
ア
メ
リ

カ
入
国
時
に
滞
在
の
有
効
期
限

を
Ｉ
ー
94
と
い
う
出
入
国
記
録

に
提
示
さ
れ
ま
す
。と
こ
ろ
が
、

も
に
、
今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
お
話
い
た
し
ま
す
。

「
Ｆ
ー
１
、
Ｊ
ー
１
、
Ｉ
ビ
ザ

に
関
し
て
の
新
規
則
」

　

７
月
16
日
に
Ｄ
Ｈ
Ｓ
が
、
Ｆ

ー
１
、
Ｊ
ー
１
、
Ｉ
ビ
ザ
に
関

し
て
新
規
則
を
発
表
し
ま
し

た
。
従
来
と
異
な
る
新
規
則
は

次
の
通
り
に
な
り
ま
す
。

① 
５
年
の
Ｆ
ー
１
学
生
ビ
ザ

が
発
行
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、

４
年
に
限
定
。 

② 

Ｊ
ー
１
ビ
ザ
も
４
年
に
限

定
。

③ 

Ｉ
ビ
ザ
は
５
年
許
可
さ
れ

た
と
こ
ろ
２
４
０
日
に
限
定
。 

限
り
、
入
国
時
に
固
定
の
終
了

日
が
な
く
て
も
学
業
が
修
了
す

る
ま
で
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
可
能

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

• 

Ｉ
ビ
ザ
保
持
者
の
場
合
、
Ｄ

／
Ｓ
は
、
違
法
行
為
を
せ
ず
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
活

動
を
続
け
る
限
り
ア
メ
リ
カ
に

滞
在
可
能
と
い
う
こ
と
を
示
す

表
示
で
し
た
。

⑥ 

修
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
わ

っ
た
後
の
60
日
間
の
猶
予
期

間
（
Ｏ
Ｐ
Ｔ
と
い
う
卒
業
後
の

実
務
経
験
申
請
を
し
た
り
、
他

の
ビ
ザ
へ
の
変
更
申
請
を
し
た

り
、
本
国
に
帰
国
す
る
準
備
を

す
る
期
間
）
を
30
日
に
変
更
す

る
。

⑦ 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ　

Ｏ
Ｐ
Ｔ
（
理

数
系
や
技
術
系
を
専
攻
し
た
学

生
の
実
務
経
験
）
は
現
時
点
ま

で
は
３
年
間
許
可
さ
れ
て
い
た

と
こ
ろ
２
年
に
縮
小
す
る
。

⑧ 

も
し
４
年
間
の
う
ち
学
業

を
修
了
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
Ｉ
ー
５
３
９
と
い
う
申
請

フ
ォ
ー
ム
を
使
用
し
て
、
Ｆ
ー

１
や
Ｊ
ー
１
ビ
ザ
の
延
長
申
請

を
す
る
必
要
が
あ
る
。た
だ
し
、

語
学
の
Ｆ
ー
１
ビ
ザ
保
持
者
が

同
じ
語
学
（
た
と
え
ば
英
語
）

の
勉
強
の
た
め
に
延
長
申
請
を

依
頼
し
て
も
、
延
長
は
許
可
さ

れ
な
い
。

　

上
記
し
た
よ
う
に
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
州
連
邦
法
廷
で
の
決

定
で
、
上
記
の
新
規
則
の
施
行

は
、一
旦
保
留
に
な
り
ま
し
た
。

よ
っ
て
ビ
ザ
の
発
行
有
効
期
限

も
従
来
通
り
の
期
限
の
ま
ま
変

更
は
な
く
、
ま
た
、
Ｄ
／
Ｓ
で

滞
在
し
て
い
る
Ｆ
ー
１ 

、
Ｊ

ー
１
、
Ｉ
ビ
ザ
の
人
た
ち
は
現

時
点
で
は
こ
の
ま
ま
ア
メ
リ
カ

に
滞
在
可
能
で
す
。
た
だ
し
、

こ
の
決
定
に
対
し
て
Ｄ
Ｈ
Ｓ
は

控
訴
し
て
お
り
、
今
後
ど
の
よ

う
に
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

（
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
弁
護
士
）

Ｆ
ー
１
や
Ｊ
ー
１
ビ
ザ
、
お
よ

び
Ｉ
ビ
ザ
の
保
持
者
は
、
ア
メ

リ
カ
入
国
時
に
Ｄ
／
Ｓ
と
い
う

滞
在
期
間
を
許
可
さ
れ
ま
す

が
、
新
規
則
で
は
こ
の
Ｄ
／
Ｓ

を
廃
止
。

・
Ｆ
ー
１
や
Ｊ
ー
１
ビ
ザ
の
学

生
は
、
Ｄ
／
Ｓ
表
示
に
よ
り
、

フ
ル
タ
イ
ム
で
在
籍
し
、
違
法

行
為
を
せ
ず
学
業
を
し
て
い
る

方
の
健
康
、
適
度
な
レ
ジ
ャ
ー

時
間
、
安
定
し
た
気
候
を
含
む

幅
広
い
分
野
で
平
均
以
上
の
生

活
の
質
を
提
供
し
て
い
る
」
と

し
「
金
銭
は
重
要
だ
が
過
剰
に

あ
る
必
要
は
な
く
、
ど
れ
だ
け

価
高
な
ど
経
済
的
な
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
が
著
し
い
こ
と
が
障
壁
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
上
位

10
位
は
３
位
ユ
タ
州
、
４
位
ア

イ
ダ
ホ
州
、
５
位
メ
リ
ー
ラ

ン
ド
州
、
６
位
ネ
ブ
ラ
ス
カ

Photograph: Courtesy of Visit Atlantic City

　

シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

ー
の
矢
野
顕
子
が
、ジ
ャ
パ
ン
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
9
月
18
日
、

フ
ォ
ー
ク
シ
ン
ガ
ー
の
サ
ム
・

ア
ミ
ド
ン
と
二
人
の
音
楽
ユ
ニ

ッ
ト 

「
や
の
と
あ
が
つ
ま
」
の

津
軽
三
味
線
奏
者
、
上
妻
宏
光

と
公
演
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
米

国
建
国
２
５
０
年
を
祝
う
イ
ベ

ン
ト
の
一
環
と
し
て
企
画
さ
れ

た
も
の
。

　
「ROOTED

（
根
付
く
）」
を

テ
ー
マ
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
な

ど
の
ケ
ル
ト
音
楽
や
ア
フ
リ
カ

系
米
国
人
の
ブ
ル
ー
ス
な
ど
の

影
響
を
受
け
て
、
米
東
部
ア
パ

ラ
チ
ア
山
脈
周
辺
で
発
展
し
た

「
ア
パ
ラ
チ
ア
音
楽
」
と
、
南

は
奄
美
大
島
、
北
は
青
森
で
歌

い
継
が
れ
る
日
本
の
民
謡
を
、

矢
野
独
自
の
ア
レ
ン
ジ
で
、
ピ

ア
ノ
、
バ
ン
ジ
ョ
ー
、
津
軽
三

味
線
な
ど
が
奏
で
る
異
色
の
セ

ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。

　

満
席
と
な
っ
た
会
場
で
は
、

手
拍
子
や
合
い
の
手
の
歌
声
が

響
き
、
観
客
ら
は
懐
か
し
さ
と

新
し
さ
に
酔
い
し
れ
て
い
た
。

（
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
、
写
真
は

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
提

供
）

州
、
８
位
ミ
ネ
ソ
タ
州
、
９
位

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、
10
位
ニ

ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
。
下
位

５
位
は
１
位
ウ
エ
ス
ト
・
バ
ー

ジ
ニ
ア
州
、
２
位
ル
イ
ジ
ア

ナ
州
、
３
位
ア
ー
カ
ン
ソ
ー

州
、
４
位
ア
ラ
ス
カ
州
、
５

位
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
。
詳
細

はhttps://wallethub.com/
edu/happiest-states/6959

を
参
照
す
る
。

Photo: Padraic Costello

矢
野
顕
子
が

世
界
の
民
謡

　ジャパン・
　ソサエティーで
　サム・アミドン＆
　上妻宏光と共演

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

　

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
・
タ

ー
ミ
ナ
ル
駅
構
内
の
ヴ
ァ
ン
ダ

ー
ビ
ル
ト
・
ホ
ー
ル
で
10
月
２

日（
金
）か
ら
４
日（
日
）ま
で
、

等
身
大
の
モ
ノ
ポ
リ
ー
の
ボ
ー

ド
ゲ
ー
ム
が
設
置
さ
れ
、
誰
で

も
巨
大
な
サ
イ
コ
ロ
を
転
が

し
、
自
分
が
駒
に
な
っ
て
ゲ
ー

ム
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

同
企
画
は
、
元
祖
モ
ノ
ポ
リ

ー
で
ス
ト
リ
ー
ト
名
が
起
用
さ

れ
た
Ｎ
Ｊ
州
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ

ク
・
シ
テ
ィ
ー
の
観
光
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
「
ビ
ジ
ッ
ト
・
ア
ト

ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
シ
テ
ィ
」
の

一
環
で
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
同

都
市
の
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
や
カ

ジ
ノ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
エ
ン
タ

メ
、
芸
術
文
化
を
紹
介
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　

来
場
者
は
１
個
だ
け
金
の
ピ

巨
大
モ
ノ
ポ
リ
ー
出
現
へ

ー
ス
が
入
っ
た
ソ
ル
ト
ウ
ォ
ー

タ
ー
・
タ
フ
ィ
ー
の
パ
ッ
ク
が

当
た
る
懸
賞
に
応
募
で
き
、
ま

た
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
と
口
ひ
げ
が

特
徴
の
ミ
ス
タ
ー
・
モ
ノ
ポ
リ

ー
と
写
真
撮
影
で
き
る
チ
ャ
ン

ス
も
あ
る
。

　

ビ
ジ
ッ
ト
・
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ

ッ
ク
シ
テ
ィ
ー
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
ゲ
ー

リ
ー
・
ミ
ュ
ー
シ
ッ
チ
氏
は
、

同
ゲ
ー
ム
を
下
見
と
し
て
Ｎ
Ｙ

市
か
ら
車
で
２
時
間
ほ
ど
の
ア

ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ー
の

名
所
を
訪
れ
て
ほ
し
い
と
話
し

て
い
る
。
参
加
費
無
料
。
開
場

は
午
前
10
時
か
ら
午
後
７
時
。

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
構
内
に

http://newyork-apartment-realestate.com
https://goshikiprinting.com/
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://wallethub.com/edu/happiest-states/6959
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ゴ
ッ
サ
ム

ホ
ー
ル
で
22
日
夜
、日
本
の「
観

光
・
食
」
の
魅
力
発
信
イ
ベ

ン
ト
「Japan-U.S. Tourism 

and Culinary Night

」（
国
土

交
通
省
観
光
庁
主
催
、
農
林
水

産
省
共
催
）
が
開
催
さ
れ
た
。　

日
米
の
官
民
が
連
携
し
て
実
施

し
て
い
る
「
日
米
観
光
交
流
促

進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
２
６
」

の
一
環
と
し
て
、
米
国
か
ら
の

訪
日
観
光
と
消
費
額
拡
大
を
一

層
推
進
し
、
双
方
向
の
観
光
交

流
の
拡
大
に
繋
げ
る
イ
ベ
ン

ト
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
木
村
典

史
観
光
庁
長
官
、
山
口
潤
一
朗

農
林
水
産
輸
出
国
際
局
長
、
米

国
商
務
省
旅
行
・
観
光
担
当
次

官
補
代
理
ロ
バ
ー
ト
・
オ
リ
ー

リ
ー
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
し
、

日本の観光、食の魅力発信
團
十
郎
が
三
番
叟
舞
う

日
米
観
光
交
流
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
Ｎ
Ｙ
で

　

高
市
首
相
は
23
日
午
前
零
時

か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
の
ホ

テ
ル
で
内
外
記
者
会
見
を
行
っ

た
。
高
市
首
相
の
記
者
会
見
で

の
発
言
要
旨
は
次
の
と
お
り
。

　
　
　
　
　

◇

　

先
ほ
ど
国
連
の
一
般
討
論
演

説
を
行
っ
た
。
本
年
は
、
日
本

の
国
連
加
盟
70
周
年
の
節
目
の

年
に
あ
た
る
。
い
ま
国
連
を
中

心
と
す
る
戦
後
の
自
由
で
開
か

れ
た
国
際
秩
序
が
大
き
く
揺
ら

い
で
い
る
。
国
連
は
世
界
の
平

和
と
安
定
の
た
め
の
役
割
を
果

た
せ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
声
も
聞
こ
え
て
来
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
あ
っ
て

も
、
そ
う
い
う
状
況
だ
か
ら
こ

そ
、
私
は
、
今
、
日
本
の
多
国

間
主
義
、
そ
し
て
国
連
に
対
す

高
市
首
相
が
Ｎ
Ｙ
で
内
外
記
者
会
見

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
の

片
平
聡
大
使
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
内
に
２
０
０
０
店
の
日
本
食

レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
り
、
市
内
72

の
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
星
を
獲
得
し

て
い
る
レ
ス
ト
ラ
ン
の
う
ち
16

店
が
日
本
食
で
、
全
体
の
約
２

割
を
占
め
て
い
る
と
紹
介
。
高

市
首
相
は
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
来
年
横
浜
で
開
催
さ
れ
る
国

際
園
芸
博
覧
会
な
ど
名
前
を
あ

げ
て
訪
日
観
光
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

出
店
地
方
自
治
体
は
北
海
道

が
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
、
大
自

然
、
海
と
大
地
の
恵
み
、
青
森

が
、
自
然
が
育
む
地
域
の
ガ
ス

ト
ロ
ノ
ミ
ー
、
山
形
が
雪
解
け

の
恵
み
の
山
岳
信
仰
と
温
泉
文

化
、
石
川
が
白
山
に
流
れ
る
水

と
信
仰
、
奈
良
が
飛
鳥
・
藤
原

の
宮
都
、
九
州
が
鉄
道
を
再
定

義
す
る
旅
、
横
浜
が Bloom 

of Future

国
際
園
芸
博
覧
会

(GREEN

×EXPO 2027)

＝

写
真
左
＝
。JFOODO

（
日
本

食
品
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
）
が
日
本
食
。
国
税 

庁
が
日
本
酒
と
焼
酎
を
展
示
し

た
。
歌
舞
伎
俳
優
の
市
川
團
十

郎
氏
に
よ
る
歌
舞
伎
舞
踊
披
露

及
び
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
行
わ

れ
、
総
合
司
会
は
久
保
純
子
さ

ん
が
行
っ
た
。

歌
舞
伎
舞
踊
三
番
叟
を
披
露
す
る
歌
舞
伎
俳
優 

市
川
團
十
郎

片平 NY総領事木村観光庁長官山口農水省国際局長 オリーリー観光担当次官補代理

NYで記者会見する高市首相（23日午前零時過ぎ、写真・三浦良一）

る
姿
勢
は
揺
る
が
な
い
と
申
し

上
げ
た
。
日
本
は
力
強
い
日
本

外
交
を
推
進
し
て
き
た
。
国
連

の
信
頼
を
取
り
戻
し
て
い
く
べ

く
日
本
の
責
任
を
果
た
し
て
い

く
。
国
際
的
な
緊
迫
化
に
対
す

る
課
題
に
つ
い
て
、
ホ
ル
ム
ズ

海
峡
に
お
け
る
自
由
な
航
行
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
が
、
日
本

は
そ
の
沈
静
化
の
た
め
の
外
交

努
力
を
続
け
て
い
る
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
供
給
に
つ
い
て
は
、
パ

ワ
ー
ア
ジ
ア
に
加
え
て
湾
岸
諸

国
と
の
包
括
的
な
協
力
計
画
を

ま
と
め
て
い
る
こ
と
も
打
ち
出

し
た
。
核
兵
器
の
な
い
世
界
に

向
け
た
国
際
社
会
を
築
く
た
め

の
北
朝
鮮
の
完
全
な
非
核
化
や

拉
致
問
題
の
一
刻
も
早
い
解
決

を
訴
え
た
。
力
や
威
圧
に
よ
る

一
方
的
な
現
状
変
更
の
試
み

は
、
世
界
の
ど
こ
で
あ
っ
て
も

認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と

を
主
張
し
た
。
日
本
は
い
か
な

る
紛
争
解
決
に
お
い
て
も
、
法

の
支
配
を
重
視
し
て
い
る
。
そ

れ
は
日
本
が
Ｉ
Ｃ
Ｊ
、Ｉ
Ｃ
Ｃ
、 

イ
ト
ロ
ス
な
ど
の
国
際
裁
判
所

を
一
貫
し
て
支
持
し
て
い
る
こ

と
に
も
表
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
国
連
を
中
心
と
す
る

多
国
間
主
義
に
対
す
る
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
全
て
の

国
が
気
候
変
動
対
策
に
取
り
組

ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
訴
え

た
。
日
本
は
世
界
一
の
防
災
大

国
を
目
指
し
て
い
る
。
防
災
担

当
大
臣
を
任
命
し
た
こ
と
も
伝

え
た
。
Ａ
Ｉ
サ
ミ
ッ
ト
を
早
期

に
日
本
で
開
催
す
る
。
国
連
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

よ
り
強
靭
な
国
連
に
生
ま
れ
変

わ
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
機

能
不
全
に
陥
っ
て
い
る
安
全
保

障
理
事
会
の
改
革
の
緊
急
性
を

訴
え
た
。
旧
敵
国
条
項
の
削
除

も
求
め
、
戦
後
70
年
国
際
社
会

の
平
和
と
繁
栄
に
貢
献
し
て
き

た
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
を

伝
え
た
。
グ
テ
ー
レ
ス
事
務
総

長
、
各
国
首
脳
と
の
会
談
で
、

国
連
改
革
の
緊
急
性
、
邦
人
職

員
の
増
強
も
働
き
か
け
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
は
日
米

同
盟
や
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン

ド
太
平
洋
地
域
を
含
め
た
地
域

情
勢
に
つ
い
て
も
率
直
に
議
論

し
、
経
済
、
安
全
保
障
、
Ａ
Ｉ
、

半
導
体
、
重
要
鉱
物
と
い
っ
た

経
済
安
全
保
障
に
お
け
る
協
力

を
一
層
強
化
し
て
い
く
こ
と
で

一
致
し
た
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
の
会
談
が
、
日
米
同
盟
の
強

さ
を
世
界
に
示
す
も
の
に
な
っ

た
と
確
信
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
抜
粋
）

多
国
間
外
交
と
国
連
改
革
訴
え
る

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
mailto:kkatonyc@earthlink.net
https://michaeldunnlaw.com
http://kkobo.com/
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岡
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岡
田  

光
世
光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi
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空
港
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ

ッ
ク
の
手
荷
物
検
査
で
、
Ｘ
線

装
置
の
画
面
を
係
員
の
男
性
が

じ
っ
く
り
観
察
し
て
い
る
。
見

て
い
る
の
は
、
私
の
機
内
持
ち

込
み
の
小
型
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス

だ
。
シ
カ
ゴ
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
行
き
の
フ
ラ
イ
ト
に
乗
る
と

こ
ろ
だ
っ
た
。

　

ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
は
脇
に
よ
け

ら
れ
、
受
け
取
り
を
待
っ
て
い

た
私
は
、
別
の
係
員
に
脇
の
カ

ウ
ン
タ
ー
に
呼
ば
れ
た
。
あ
や

し
ま
れ
る
物
な
ど
何
も
な
い
は

ず
だ
。
い
っ
た
い
ど
う
し
た
と

い
う
の
か
。

　

係
員
の
男
性
が
手
袋
を
し
た

手
で
、
目
の
前
に
あ
る
私
の
ス

ー
ツ
ケ
ー
ス
の
中
身
を
す
べ
て

取
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
手

伝
お
う
と
し
た
と
た
ん
、
係
員

が
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
言
っ

た
。

　

You’re not supposed to 
touch it.

　

あ
な
た
は
触
れ
て
は
い
け
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
あ
わ
て
て
手
を
引
っ
込

め
た
。
だ
ん
だ
ん
、
犯
罪
者
の

よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
き

た
。

　

係
員
は
重
々
し
く
ス
ー
ツ
ケ

ー
ス
を
開
け
る
。
化
粧
用
ポ
ー

チ
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
、
閉
じ

ら
れ
て
い
る
も
の
は
こ
と
ご
と

く
開
け
、
服
、
下
着
、
ア
ク
セ

サ
リ
ー
と
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
確

認
し
て
い
る
。

　

パ
ソ
コ
ン
の
ア
ダ
プ
タ
ー
の

脇
に
あ
る
紙
の
箱
を
、
両
手
で

お
も
む
ろ
に
持
ち
上
げ
た
。
そ

し
て
、
慎
重
に
開
け
て
、
中
身

を
出
し
た
。
四
角
い
黒
い
物
体

が
現
れ
た
。
物
体
は
ビ
ニ
ー
ル

袋
に
入
っ
て
い
る
。ど
う
や
ら
、

そ
れ
が
あ
や
し
い
と
に
ら
ん
だ

よ
う
だ
。

　

緊
張
感
の
あ
る
声
で
、
私
に

尋
ね
る
。
こ
れ
は
い
っ
た
い
、

何
で
す
か
。

　

そ
れ
は
、
山
本
山
の
海
苔
で

あ
る
。
と
言
っ
て
も
わ
か
ら
な

い
か
ら
、
シ
ー
ウ
ィ
ー
ド
と
答

え
る
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
日
本
人
へ

の
お
土
産
だ
っ
た
。

　

係
員
は
ま
だ
疑
っ
て
い
る
様

子
で
、
ど
う
や
ら
ビ
ニ
ー
ル
袋

を
開
け
て
海
苔
の
シ
ー
ト
を
出

し
た
い
よ
う
だ
。
そ
ん
な
こ
と

を
さ
れ
た
ら
、
海
苔
が
台
な
し

だ
。
い
く
ら
手
袋
を
は
め
て
い

る
と
は
い
え
、
触
ら
れ
な
ど
し

た
ら
、
食
べ
ら
れ
な
い
。
し
か

も
、
湿
気
て
し
ま
う
で
は
な
い

か
。
黒
の
画
用
紙
と
は
違
う
の

だ
。
新
海
苔
の
一
番
摘
み
焼
海

苔
は
、
一
枚
五
百
円
以
上
も
す

る
の
だ
。
私
の
は
一
枚
八
十
円

か
も
し
れ
な
い
が
、
封
を
開
け

て
ま
た
閉
め
れ
ば
よ
い
、
と
い

う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。

　

こ
こ
で
抵
抗
す
れ
ば
、
疑
い

が
深
ま
る
ば
か
り
だ
ろ
う
。
ほ

ら
、
ス
、
ス
シ
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
ロ
ー
ル
と
か
、
知
っ
て
ま

す
よ
ね
？
ロ
ー
ル
に
巻
く
黒
い

紙
み
た
い
な
の
が
あ
る
で
し

ょ
。
あ
れ
で
す
よ
、
あ
れ
。
磯

の
香
り
が
す
る
で
し
ょ
。シ
ー
、

ウ
ィ
ー
ド
。海
の
藻
で
す
か
ら
。

　

ど
う
や
ら
私
を
信
用
し
た
ら

し
い
。
係
員
は
海
苔
の
シ
ー
ト

の
封
を
切
ら
ず
に
、
箱
に
戻
し

た
。

　

こ
れ
が
、
ど
う
し
た
ん
で
す

か
。

　

こ
れ
が
パ
ソ
コ
ン
の
ア
ダ
プ

タ
ー
の
す
ぐ
脇
に
あ
っ
た
の

で
、
爆
弾
装
置
か
と
思
っ
た
わ

け
で
す
。

　

爆
弾
装
置
か
ら
コ
ー
ド
が
出

て
い
る
よ
う
に
見
え
た
っ
て
こ

と
で
す
か
。

　

係
員
は
う
な
ず
い
た
。
そ
こ

で
私
が
何
と
答
え
た
か
、
幸
い

覚
え
て
い
な
い
。

　

後
日
、
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ

た
と
、
友
人
夫
婦
の
ベ
ッ
ツ
ィ

と
ロ
ブ
に
話
し
た
。

　

私
が
爆
弾
で
も
持
っ
て
る
と

思
っ
た
わ
け
？

　

そ
う
私
が
言
っ
た
と
た
ん
、

ミ
ッ
ツ
ィ
、
と
ふ
た
り
が
私
の

名
を
同
時
に
呼
び
、
神
妙
な
顔

で
見
る
。

　

そ
し
て
、
彼
ら
の
ス
イ
ス
人

の
友
人
の
話
を
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
住
ん
で
い

た
そ
の
女
性
が
ス
イ
ス
に
戻
る

と
き
、
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ

ィ
国
際
空
港
で
私
と
同
じ
よ
う

に
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
開
け
ら
れ

た
。

　

私
が
爆
弾
で
も
持
っ
て
る
と

思
っ
て
る
わ
け
？

　

友
人
が
何
の
気
な
し
に
そ
う

言
っ
た
ら
、
一
日
、
身
柄
を
拘

束
さ
れ
た
の
よ
。

　

二
〇
〇
一
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
同
時
多
発
テ
ロ
直
後
だ
っ
た

と
い
う
か
ら
、
警
備
が
か
な
り

厳
し
か
っ
た
頃
だ
と
は
思
う
。

が
、
い
か
に
も
、
私
が
言
い
そ

う
な
せ
り
ふ
だ
。

　

そ
れ
以
来
、
空
港
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
で
は
、
借
り

て
き
た
ネ
コ
ほ
ど
お
と
な
し
く

は
し
て
い
な
い
も
の
の
、
反
抗

的
な
ジ
ョ
ー
ク
だ
け
は
言
わ
な

い
よ
う
に
、肝
に
銘
じ
て
い
る
。

　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
文
春
文

庫
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
」

シ
リ
ー
ズ
第
９
弾
『
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
魔
法
は
終
わ
ら
な
い
』

に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

https://www.amazon.
co.jp/dp/4167717220

海
苔
と
爆
弾

　

先
日
、
あ
る
受
講
生
の
方
か

ら
、
仕
事
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
方

と
英
語
を
話
し
た
際
、
相
手
の

発
音
の
特
徴
が
わ
か
っ
た
と
い

う
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
方
は
、
口
や
喉
の
余
分

な
力
を
ゆ
る
め
、
自
分
の
ア
ク

セ
ン
ト
を
和
ら
げ
る
練
習
を
重

ね
て
い
ま
し
た
。
自
分
の
音
の

つ
く
り
方
を
知
る
こ
と
が
、
相

手
の
音
を
受
け
取
る
手
が
か
り

に
も
な
っ
た
。
私
は
そ
の
報
告

を
、
そ
ん
な
ふ
う
に
受
け
止
め

ま
し
た
。

　

聞
き
慣
れ
な
い
英
語
に
出
会

う
と
「
わ
か
ら
な
い
」「
通
じ

な
い
」と
壁
を
感
じ
が
ち
で
す
。

け
れ
ど
、「
こ
の
人
の
音
に
は
、

ど
ん
な
特
徴
が
あ
る
の
だ
ろ

う
」
と
耳
を
澄
ま
せ
て
み
る
。

違
い
を
壁
で
は
な
く
、
相
手
を

知
る
入
り
口
に
す
る
の
で
す
。

　

通
じ
る
発
音
を
身
に
つ
け
る

こ
と
は
大
切
で
す
。
そ
の
う
え

で
、
聴
く
側
に
も
で
き
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
声
を
届

き
や
す
く
整
え
な
が
ら
、
相
手

の
声
に
も
歩
み
寄
る
。
そ
の
往

復
に
、
私
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
美
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

発
音
を
学
ぶ
の
は
、
自
分
の

声
だ
け
を
磨
く
た
め
で
は
あ
り

第
11
回　

違
う
響
き
に
、
耳
を
澄
ま
せ
る

̶
 

発
音
を
学
ぶ
、
も
う
一
つ
の
喜
び ̶

ま
せ
ん
。
違
う
響
き
を
持
つ
人

と
、
出
会
う
た
め
で
も
あ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
違
う
声
が
、

互
い
を
聴
き
な
が
ら
響
き
合

う
。
そ
ん
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
、

英
語
の
会
話
の
中
に
も
育
て
て

い
き
た
い
の
で
す
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ
：
ス
ラ
イ

ド
メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。

著
書
『
最
強
英
語
発
音
メ
ソ

ッ
ド
』。
発
音
教
育
を
通
し

て
、
人
が
「
聴
く
力
」
と
「
声

で
つ
な
が
る
力
」
を
取
り
戻

す
こ
と
を
テ
ー
マ
に
活
動
。

slidemethod.com

　

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
あ
る
舞

台
芸
術
施
設
「
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・

ケ
ネ
デ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
」
が
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
主
導
で
閉

鎖
さ
れ
た
。（
１
面
に
記
事
）　

こ
う
し
た
な
か
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
が
独
自
に
入

手
し
た
内
部
文
書
な
ど
か
ら
、

ト
ラ
ン
プ
氏
が
任
命
し
た
初
代

館
長
リ
チ
ャ
ー
ド
・
グ
レ
ネ
ル

氏
が
、
外
国
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

美
術
品
を
含
む
収
蔵
作
品
を
返

還
・
処
分
し
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の

支
援
者
ら
が
選
ぶ
作
品
に
置
き

換
え
る
計
画
を
進
め
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
実
際

に
一
部
の
作
品
が
撤
去
さ
れ
た

が
、
セ
ン
タ
ー
側
は
現
在
、
収

蔵
品
を
処
分
す
る
計
画
は
な
い

と
説
明
し
て
い
る
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
１
９
６
３

年
に
暗
殺
さ
れ
た
ケ
ネ
デ
ィ
大

統
領
を
記
念
す
る
施
設
と
し

て
、
超
党
派
の
協
力
で
運
営
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
ト
ラ
ン

プ
氏
は
２
期
目
の
就
任
直
後
に

理
事
を
入
れ
替
え
、
自
ら
理
事

長
に
就
任
。
こ
れ
以
降
、
出
演

者
や
観
客
、
寄
付
者
の
離
反
が

相
次
ぎ
、
財
政
状
況
も
悪
化
し

た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
と
セ
ン
タ
ー
幹

部
は
、
施
設
の
老
朽
化
や
財
政

難
に
つ
い
て
旧
経
営
陣
に
責
任

が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
一

方
、
民
主
党
議
員
ら
は
、
閉
鎖

は
観
客
離
れ
や
チ
ケ
ッ
ト
販
売

の
低
迷
か
ら
目
を
そ
ら
す
た
め

だ
と
批
判
。
施
設
周
辺
で
は
９

月
18
日
、
閉
鎖
に
反
対
す
る
市

民
ら
が
人
間
の
鎖
を
つ
く
り
、

抗
議
し
た
。

ＤＣのケネディ・センター

私欲と政治的介入の舞台に
悲劇か？ 喜劇か？

大
胆
さ
と
細
心
さ
を

あ
わ
せ
も
つ

有
意
注
意
で
判
断
力
を
磨
く

　

大
胆
さ
と
細
心
さ
は
相
矛
盾

す
る
も
の
で
す
が
、
こ
の
両
極

端
を
あ
わ
せ
も
つ
こ
と
に
よ
っ

て
初
め
て
完
全
な
仕
事
が
で
き

　

目
的
を
も
っ
て
真
剣
に
意
識

を
集
中
さ
せ
る
こ
と
を
有
意
注

意
と
い
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
ど
ん
な
と
き
で

ま
す
。

　

こ
の
両
極
端
を
あ
わ
せ
も
つ

と
い
う
こ
と
は
、「
中
庸
」
を
い

う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ち
ょ

も
、
ど
ん
な
環
境
で
も
、
ど
ん

な
さ
さ
い
な
こ
と
で
あ
っ
て
も

気
を
込
め
て
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
最
初
は
非
常

51

う
ど
綾
を
織
り
な
し
て
い
る
糸

の
よ
う
な
状
態
を
言
い
ま
す
。

縦
糸
が
大
胆
さ
な
ら
横
糸
は
細

心
さ
と
い
う
よ
う
に
、
相
反
す

る
も
の
が
交
互
に
出
て
き
ま
す
。

大
胆
さ
に
よ
っ
て
仕
事
を
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
と
同
時
に
、
細
心
さ
に
よ

っ
て
失
敗
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。

　

大
胆
さ
と
細
心
さ
を
最
初
か

ら
あ
わ
せ
も
つ
の
は
難
し
い
こ

と
で
す
が
、
仕
事
を
通
じ
て
い

ろ
い
ろ
な
場
面
で
常
に
心
が
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
両
極

端
を
兼
ね
備
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

に
難
し
い
こ
と
の
よ
う
に
見
え

ま
す
が
、
日
頃
、
意
識
的
に
こ

れ
を
続
け
て
い
る
と
、
こ
の
有

意
注
意
が
習
慣
に
な
っ
て
き
ま

す
。
そ
う
な
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る

状
況
下
で
気
を
込
め
て
現
象
を

見
つ
め
る
と
い
う
基
本
が
で
き

て
い
ま
す
か
ら
、
何
か
問
題
が

起
き
て
も
、
す
ぐ
に
そ
の
核
心

を
つ
か
み
、
解
決
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

も
の
ご
と
を
た
だ
漫
然
と
や

る
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
は
、

日
常
ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
に

で
も
真
剣
に
注
意
を
向
け
る
習

慣
を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

稲盛和夫 Inamori Kazuo
1932年-2022年  鹿児島市生まれ。
1959年4月、京都セラミック株式会
社（現京セラ）を設立。2005年から
は名誉会長。また1984年、第二電電
企画株式会社を設立。2000年10月、
DDI（第二電電）、KDD、IDOの合併
によりKDDI株式会社を設立。2001年
6月より最高顧問。2010年2月、日本
航空会長に就任。2015年4月に名誉
顧問。一方、1983年から2019年末ま
で、ボランティアで、14,938人の経
営者が集まる経営塾「盛和塾」の塾
長として、経営者の育成に心血を注
いだ。1984年には私財を投じ稲盛財
団を設立。同時に国際賞「京都賞」
を創設し、毎年、人類社会の進歩発
展に功績のあった方々を顕彰。

勉強会への参加、入塾に興味のある方
＜連絡先＞

info@zabuton-usa.com ( 内海 )

盛心塾ニューヨーク
www.seishinjukuny.org

https://nihon-kikoku.com/
http://www.startsnewyork.com
mailto:info@zabuton-usa.com
http://www.seishinjukuny.org
https://www.amazon.co.jp/dp/4167717220
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日
系
レ
ス
ト
ラ
ン
団
体

公
共
料
金
詐
欺
の
注
意
喚
起

　

レ
ス
ト
ラ
ン
業
者
の
集
ま
り

で
あ
る
日
本
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

ー
協
会
（
Ｊ
Ｆ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｙ
）
は
、

公
共
料
金
詐
欺
や
、
無
断
で
Ｅ

Ｓ
Ｃ
Ｏ
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ

ス
会
社
）
切
り
替
え
か
ら
ビ
ジ

ネ
ス
を
守
る
方
法
を
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｙ
市
内
の
バ
ー
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
を
は
じ

め
と
す
る
中
小
企
業
を
狙
い
、

電
力
・
ガ
ス
会
社
の
担
当
者
を

装
っ
た
り
、
本
人
の
同
意
な
く

別
の
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
へ
契
約
を
切
り

替
え
た
り
す
る
詐
欺
が
発
生
し

て
い
る
。
知
ら
な
い
う
ち
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
会
社
と
契
約
さ

せ
ら
れ
て
い
な
い
か
、
確
認
す

る
方
法
は
次
の
通
り
。

●Con Edison

に
よ
る
公
共

料
金
詐
欺
の
見
分
け
方

　

自
身
の
承
諾
な
く
契
約
が

切
り
替
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ

る
場
合
は
、
た
だ
ち
にCon 

Edison

ま
た
はNational 

Grid

へ
連
絡
す
る
。
そ
の

後
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
を
監
督
し
、
苦

情
の
調
査
を
行
う
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
公
共
サ
ー
ビ
ス
委
員

会
（New York State Public 

Service Commission

：
電
話

８
８
８
・
６
９
７
・
７
７
２
８
）

へ
被
害
を
報
告
す
る
。

●
ア
カ
ウ
ン
ト
に
切
り
替
え
防

止
措
置
を
設
定
す
る

　

公
共
料
金
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に

「
ブ
ロ
ッ
ク
」
を
設
定
す
る
と
、

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
に
よ
る
無
断
の
契
約

切
り
替
え
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
。

●Con Edison

　

問
題
が
発
生
し
た
場
合
は
、

た
だ
ち
にCon Edison

（
電

話
８
０
０
・
７
５
・
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｅ

Ｄ
）
へ
連
絡
す
る
。
無
断
で
供

給
会
社
を
変
更
さ
れ
な
い
よ

う
、
ア
カ
ウ
ン
ト
に
「ESCO 

Block

（ESCO

切
り
替
え
防

止
設
定
）」
を
追
加
す
る
よ
う

依
頼
す
る
。
今
後
、
自
身
の
意

思
で
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
と
契
約
す
る
場

合
は
、同
設
定
を
解
除
で
き
る
。

●National Grid

　National Grid

の
ア
カ
ウ

ン
ト
に
も
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
定
で

き
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
ガ
ス
の

使
用
状
況
、
請
求
履
歴
、
信
用

情
報
な
ど
が
第
三
者
へ
提
供
さ

れ
る
こ
と
や
、
本
人
の
意
思
に

反
し
て
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
へ
切
り
替
え

ら
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
定
を

希
望
す
る
場
合
は
、National 

Grid

へ
問
い
合
わ
せ
る
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
を
守
る
た
め
、
公

共
料
金
ア
カ
ウ
ン
ト
の
連
絡
先

情
報
を
常
に
最
新
の
状
態
に
保

ち
、
相
手
の
身
元
を
確
実
に
確

認
で
き
な
い
限
り
、
ア
カ
ウ
ン

ト
番
号
を
決
し
て
教
え
な
い
。

一
方
、
信
頼
で
き
る
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

を
自
ら
選
ん
で
利
用
す
る
こ
と

で
、
光
熱
費
を
節
約
で
き
る
場

合
も
あ
る
。
Ｊ
Ｆ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｙ
は

電
気
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て

お
り
、
多
く
の
会
員
企
業
も
正

規
の
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
と
契
約
し
、
コ

ス
ト
削
減
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
問
い
合
わ
せ
・
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

の
紹
介
希
望
者
は
、
Ｅ
メ
ー
ル

info@jfhany.org

ま
で
。

日
本
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
た
。

　

日
本
と
米
国
の
気
候
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の

連
携
強
化
を
目
的
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
で
、
日
本
の
企
業
・
Ｃ
Ｖ

Ｃ
・
Ｖ
Ｃ
と
、
米
国
の
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
支
援
機
関
、
大
学
、

日
本
企
業
が
投
資
先
探
る

米
企
業
が
新
し
い
技
術
を
Ｐ
Ｒ

日米連携でエコシステム

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
な
ど

を
つ
な
ぎ
、
気
候
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
領
域
に
お
け
る
新
た

な
日
米
連
携
の
創
出
を
目
的

と
し
て
開
催
。

　

ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所
に

よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ッ
シ

　

Ｎ
Ｙ
・
ク
ラ
イ
メ
ー
ト
・

ウ
ィ
ー
ク
に
あ
わ
せ
た
ジ
ェ

ト
ロ
Ｎ
Ｙ
主
催
の
「Climate Gateway: Japan

× U.S. 
Innovation & Investment 
Pitch Event

」
が
21
日
午
後
、

ジェトロNY主催

ョ
ン
で
は
、
日
本
国
内
に
海
外

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

な
ど
が
無
料
で
50
日
オ
フ
ィ
ス

を
使
え
る
国
内
６
都
市
の
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
紹
介
し
た
。
続
い

て
日
本
企
業
・
投
資
家
に
よ
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
米
国

の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
ビ
ル
ダ
ー
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
関
に
よ
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
最
後
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ

た
。

　

日
本
か
ら
は
、
各
社
の
事
業

や
投
資
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

お
け
る
注
力
領
域
、
米
国
で
求

め
る
技
術
や
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

　

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
交
通
局

（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
は
９
月
22
日
、
同

公
社
が
管
理
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
内
の
橋
と
ト
ン
ネ
ル
の
工

事
区
間
で
、
自
動
速
度
取
締
り

カ
メ
ラ
に
よ
る
違
反
者
へ
の
罰

金
の
適
用
を
開
始
し
た
。
制
限

速
度
を
時
速
10
マ
イ
ル
（
約
16

キ
ロ
）
超
過
し
た
車
両
が
対
象

で
、
初
回
の
違
反
に
は
50
ド
ル

の
罰
金
が
科
さ
れ
る
。

　

対
象
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
Ｆ
・

ケ
ネ
デ
ィ
橋
（
旧
ト
ラ
イ
ボ
ロ

ー
橋
）、
ブ
ロ
ン
ク
ス
・
ホ
ワ

イ
ト
ス
ト
ー
ン
橋
、
ス
ロ
ッ
グ

ス
ネ
ッ
ク
橋
、
ベ
ラ
ザ
ノ
・
ナ

ロ
ー
ズ
橋
、
ク
イ
ー
ン
ズ
・
ミ

ッ
ド
タ
ウ
ン
・
ト
ン
ネ
ル
な
ど
、

Ｍ
Ｔ
Ａ
が
管
理
す
る
橋
７
本
と

ト
ン
ネ
ル
２
本
の
計
９
施
設
。

実
際
に
工
事
や
保
守
作
業
が
行

わ
れ
て
い
る
区
域
で
取
り
締
ま

り
を
実
施
す
る
。

　

罰
金
は
初
回
が
50
ド
ル
、
18

か
月
以
内
の
２
回
目
が
75
ド

ル
、同
期
間
内
（
18
か
月
以
内
）

の
３
回
目
以
降
は
１
回
に
つ
き

１
０
０
ド
ル
。
違
反
通
知
は
車

両
の
登
録
所
有
者
に
郵
送
さ
れ

る
。
違
反
は
運
転
記
録
に
記
載

さ
れ
ず
、
保
険
会
社
に
も
報
告

さ
れ
な
い
が
、
支
払
い
が
遅
れ

る
と
追
加
料
金
が
発
生
す
る
場

合
が
あ
る
。

　

同
制
度
は
、
工
事
作
業
員
や

通
行
車
両
の
安
全
確
保
を
目
的

に
６
月
30
日
か
ら
導
入
さ
れ

た
。
こ
れ
ま
で
は
速
度
違
反
を

検
知
し
て
も
警
告
通
知
を
送
る

だ
け
だ
っ
た
が
、
９
月
22
日
か

ら
正
式
に
罰
金
を
科
す
方
式
に

移
行
し
た
。

　

Ｍ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
と
、
警
告
期

間
中
に
１
万
５
０
０
０
件
以
上

の
警
告
通
知
を
発
行
。
制
限
速

度
が
時
速
45
マ
イ
ル
（
約
72
キ

ロ
）
の
工
事
区
間
を
１
１
１
マ

イ
ル
（
約
１
８
０
キ
ロ
）
で
走

行
し
た
車
両
も
確
認
さ
れ
た
。

　

速
度
取
締
り
カ
メ
ラ
は
、
工

事
区
間
に
配
置
さ
れ
た
車
両
に

搭
載
さ
れ
、
作
業
が
行
わ
れ
て

い
る
時
間
帯
に
稼
働
す
る
。
対

象
区
間
の
手
前
に
は
カ
メ
ラ
に

よ
る
取
り
締
ま
り
を
知
ら
せ
る

標
識
が
設
置
さ
れ
る
。
Ｍ
Ｔ
Ａ

は
、
工
事
区
間
を
通
過
す
る
運

転
者
に
対
し
、
制
限
速
度
を
守

り
、
安
全
な
走
行
を
心
が
け
る

よ
う
求
め
て
い
る
。

工
事
区
域
の
速
度
違
反
に
罰
金

自
動
カ
メ
ラ
で
取
り
締
ま
り
強
化

ハイテク公衆トイレ
NY市内17か所に設置
清潔で無料、全自動

Courtesy of the Offi  ce of the Mayor

プ
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。
米
国

側
か
ら
は
、
Ｎ
Ｙ
お
よ
び
米
国

中
西
部
を
代
表
す
る
エ
コ
シ
ス

テ
ム
ビ
ル
ダ
ー
や
大
学
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
機
関
が
登
壇
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

エ
コ
シ
ス
テ
ム
や
技
術
、
リ
ソ

ー
ス
、
企
業
と
の
連
携
機
会
な

ど
を
紹
介
し
た
。
登
壇
し
た
の

は
、
出
光
Ｕ
Ｓ
Ａ
、
東
急
Ｕ
Ｓ

Ａ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ブ
レ
イ
ン
、

米
国
側
か
ら
は
、
ニ
ュ
ー
・
ラ

ブ
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
）、
グ

レ
ー
ト
レ
イ
ク
ス
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
ア
ク
セ
レ
レ
ー
タ
ー
、

ミ
シ
ガ
ン
大
学
。

　

ゾ
ー
ラ
ン
・
マ
ム
ダ
ニ
Ｎ
Ｙ

市
長
は
16
日
、
ヤ
ン
キ
ー
ス
タ

ジ
ア
ム
、コ
ロ
ン
バ
ス
パ
ー
ク
、

ク
ー
パ
ー
ス
ク
エ
ア
な
ど
、
市

内
５
行
政
区
で
合
計
17
基
の
ハ

イ
テ
ク
無
料
公
衆
ト
イ
レ
設
置

工
事
を
開
始
し
た
こ
と
を
発
表

し
た
。

　

同
市
長
は
今
年
１
月
、

４
０
０
万
ド
ル
を
投
じ
る
モ
ジ

ュ
ー
ル
式
公
衆
ト
イ
レ
設
置
提

案
依
頼
書
（
Ｒ
Ｅ
Ｐ
）
を
公
表

し
、
同
市
経
済
開
発
公
社
（
Ｎ

Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ｃ
）
は
６
月
、
施
工

会
社
に
米
国
内
主
要
都
市
で
公

衆
ト
イ
レ
を
運
営
す
る
ス
ロ
ー

ン
・
ラ
ボ
を
選
出
し
た
。
各
個

室
ト
イ
レ
は
Ａ
Ｄ
Ａ
（
障
害
者

法
）
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
水
洗
、
完

全
タ
ッ
チ
レ
ス
で
、
手
洗
い
シ

ン
ク
、
空
調
管
理
、
お
む
つ
交

換
台
を
完
備
、
利
用
時
間
は
午

前
７
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
。

１
回
の
利
用
時
間
は
10
分
で
、

制
限
時
間
に
な
る
と
ベ
ル
音
が

鳴
り
ド
ア
が
開
く
。

　

利
用
方
法
は
テ
キ
ス
ト
を
送

信
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、

Throne Bathroom Network

の
ア
プ
リ
ま
た
は
地
域
団
体
が

配
布
し
た
カ
ー
ド
を
使
う
。
ま

た
同
ア
プ
リ
で
は
、
最
寄
り
の

利
用
可
能
な
ト
イ
レ
を
検
索
で

き
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
ト
イ
レ

の
清
潔
度
も
確
認
で
き
る
。
ま

た
同
社
の
ト
イ
レ
は
上
下
水

道
、
電
気
系
統
の
接
続
が
必
要

な
い
た
め
、
撤
去
、
移
動
、
設

置
が
で
き
る
の
が
利
点
と
な
っ

て
い
る
。
１
年
間
の
試
験
運
用

期
間
中
は
ス
ロ
ー
ン
・
ラ
ボ
が

清
掃
、
運
用
を
請
け
負
う
。
詳

細
はwww.nyc.gov/mayors-

office/news/2026/09/
mayor-mamdani-brings-
17-new-public-bathrooms-
to-neighborhoods-ac

を
参

照
す
る
。

https://hls-global.com
https://www.maxjob.com/
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
mailto:info@jfhany.org
mailto:info@jfhany.org
mailto:info@jfhany.org
www.nyc.gov/mayors-office/news/2026/09/mayor-mamdani-brings-17-new-public-bathrooms-to-neighborhoods-ac
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葬
儀
会
館
「
テ
ィ
ア
」
を
日

本
で
全
国
展
開
す
る
株
式
会
社

テ
ィ
ア
の
冨
安
徳
久
社
長
の
半

生
が
シ
ョ
ー
ト
ド
ラ
マ
化
さ
れ

た
映
像
作
品
「
最
期
の
、
あ

り
が
と
う
。」
が
話
題
を
呼
ん

で
い
る
。
こ
の
作
品
は
、
同

社
長
の
同
名
タ
イ
ト
ル
の
著

書
『
最
期
の
あ
り
が
と
う
。』

を
原
作
と
す
る
実
話
ベ
ー
ス

の
物
語
で
、
現
在YouTube

・

TikTok

で
配
信
中
。
全
50
話

／
60
話
の
シ
ョ
ー
ト
ド
ラ
マ
仕

立
て
と
な
っ
て
い
る
。

　

冨
安
社
長
に
よ
る
と
、
映
像

化
の
最
大
の
動
機
は
、
若
者
た

ち
へ
「
死
生
観
」
と
「
勤
労

観
」
を
伝
え
る
こ
と
だ
っ
た
と

い
う
。
テ
レ
ビ
を
持
た
な
い
世

代
に
も
届
く
よ
う
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
向

け
に
縦
型
と
横
型
の
同
時
撮
影

が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
が
地
上
波

で
活
躍
す
る
俳
優
陣
に
と
っ
て

は
、
画
角
に
収
ま
る
た
め
の
立

ち
位
置
の
調
整
な
ど
、
未
体
験

の
大
き
な
苦
労
を
伴
う
挑
戦
だ

っ
た
そ
う
だ
。

　

冨
安
社
長
が
本
作
を
通
じ
て

最
も
伝
え
た
い
の
は
、「
死
生

観
を
意
識
す
る
こ
と
で
、
一
日

一
日
を
大
切
に
生
き
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
た
め
に
も
死
に

向
き
合
う
こ
と
が
大
事
」
と
い

う
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。

　
「
命
が
有
限
で
あ
る
と
受
け

止
め
て
こ
そ
、
限
ら
れ
た
時
間

を
大
切
に
し
、
必
死
に
生
き
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
社
長
は
熱

く
語
る
。
ま
た
、
ど
ん
な
職
業

に
も
意
味
と
意
義
が
あ
り
、
周

囲
の
偏
見
に
負
け
ず
信
念
を
持

っ
て
働
く
こ
と
の
尊
さ
も
本
作

に
は
描
か
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
こ
の
ド
ラ
マ
は
、
シ

ョ
ー
ト
ド
ラ
マ
配
信
ア
プ
リ

DramaBox

を
通
じ
、
英
語
字

幕
付
き
で
世
界
配
信
さ
れ
て
お

り
、
日
本
特
有
の
先
輩
文
化
や

葬
儀
に
お
け
る「
お
も
て
な
し
」

の
精
神
が
海
外
で
も
注
目
を
集

め
て
い
る
。
冨
安
社
長
は
将
来

的
に
、
海
外
在
住
の
日
本
人
や

日
系
人
が
安
心
し
て
最
期
を
迎

え
ら
れ
る
よ
う
、
葬
儀
支
援
な

ど
の
海
外
展
開
も
視
野
に
入
れ

て
い
る
と
い
う
。　
　

　

今
年
11
月
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
で

「M
emento M

ori in NYC

」

と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
る
。
会
場
で
は
、
こ
の
シ
ョ

ー
ト
ド
ラ
マ
の
特
別
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
が
上
映
さ
れ
る
予
定

だ
。
日
常
の
中
で
つ
い
後
回
し

に
し
て
し
ま
う
「
命
の
尊
さ
」

に
気
づ
く
貴
重
な
機
会
と
な
る

は
ず
だ
。
冨
安
社
長
は
「
ぜ
ひ

イ
ベ
ン
ト
会
場
に
足
を
運
び
、

ご
自
身
の
『
死
生
観
』
と
静
か

に
向
き
合
っ
て
み
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
参
加
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

短
編
ド
ラ
マ
「
最
期
の
、
あ
り
が
と
う
。」
に
込
め
た
思
い

プロフィール＝冨安 徳久（とみ
やす のりひさ）愛知県生まれ。
株式会社ティア代表取締役社
長。1979年山口県内の葬儀社
入社。82年愛知県内の冠婚葬
祭会社入社。97年株式会社テ
ィア設立。2006年名証セント
レックス新規上場。08年名古
屋証券取引所第二部へ市場変
更。13年東京証券取引所第二
部上場。14年東京証券取引所
第一部、名古屋証券取引所第
一部上場。。22年東証スタンダ
ード市場、名証プレミア市場上
場。直営・フランチャイズグル
ープ会館数 229店。葬儀請負
件数年間 26,470件（2025年）。
著書に『愛ある経営』『最期の、
ありがとう。』

（連載 2）

株式会社ティア代表取締役社長

冨安 徳久

１日１日を大切に生きる

Memento Mori in NYC

The Art of 
Japanese Life & Death
11月 5日・6日
10:00～ 19:00
RESOBOX（91E 3rd St）
www.
mementomori-nyc.com

　

第
36
回
グ
レ
ー
タ
ー
ノ
ー

ス
イ
ー
ス
タ
ン
米
国
剣
道
連

盟
（
Ｇ
Ｎ
Ｅ
Ｕ
Ｓ
Ｋ
Ｆ
）
剣
道

大
会
が
9
月
20
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
パ
ー
チ
ェ
ス
の
慶
應
義

塾
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学
院
で
開
催

さ
れ
、
17
の
道
場
お
よ
び
大

学
・
高
校
の
剣
道
ク
ラ
ブ
か
ら

１
３
０
人
を
超
え
る
剣
士
が
参

加
し
た
。

　

大
会
に
は
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
本
国
総
領
事
の
片
平
聡
大

使
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
、
開

会
式
で
挨
拶
し
た
。あ
わ
せ
て
、

グ
レ
ー
タ
ー
ノ
ー
ス
イ
ー
ス
タ

ン
米
国
剣
道
連
盟
の
中
心
道
場

で
あ
る
志
道
学
院
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
士
道
館
（
加
藤
彰
三
館
長
）

に
対
し
、
長
年
に
わ
た
る
活
動

を
称
え
在
外
公
館
長
表
彰
が
行

わ
れ
た
。

　

表
彰
状
で
は
、
同
道
場
が

１
９
８
２
年
の
創
設
以
来
長
年

に
わ
た
り
剣
道
・
居
合
道
の
普

及
と
次
世
代
の
人
材
育
成
に
尽

力
す
る
と
と
も
に
、
日
本
文
化

の
普
及
促
進
や
大
会
運
営
等
を

通
じ
て
日
米
両
国
民
の
相
互
理

解
や
友
好
関
係
の
促
進
に
も
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ

と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

ま
た
今
大
会
に
は
、
日
本
か

ら
警
視
庁
前
主
席
師
範
の
梯
正

治
・
範
士
八
段
と
、
警
視
庁
前

師
範
で
東
京
武
道
館
師
範
の
石

井
猛
・
範
士
八
段
が
来
米
し
、

そ
れ
ぞ
れ
審
判
長
、
副
審
判
長

を
務
め
た
。
両
氏
は
長
年
に
わ

た
り
日
本
剣
道
界
の
第
一
線
で

活
躍
し
て
き
た
指
導
者
で
あ

り
、
そ
の
指
導
と
助
言
は
参
加

者
に
と
っ
て
大
き
な
励
み
と
な

っ
た
よ
う
だ
。

　

会
場
で
は
、
真
剣
勝
負
の
中

に
も
礼
節
を
重
ん
じ
る
武
道
精

神
が
随
所
に
見
ら
れ
、
試
合
後

に
は
所
属
道
場
の
枠
を
超
え
て

互
い
の
健
闘
を
称
え
合
う
姿
が

見
ら
れ
た
。
長
年
に
わ
た
り
北

東
部
地
域
で
育
ま
れ
て
き
た
剣

道
を
通
じ
た
交
流
と
友
情
、
そ

し
て
日
本
文
化
の
継
承
を
象
徴

す
る
一
日
と
な
っ
た
。

　

表
彰
を
受
け
た
Ｎ
Ｙ
士
道
館

の
加
藤
館
長
は
「
こ
の
た
び
、

こ
の
よ
う
な
名
誉
あ
る
表
彰
を

賜
り
、
身
に
余
る
光
栄
で
す
。

剣
道
を
始
め
て
60
年
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
道
場
を
開
い
て
40
年

以
上
、
多
く
の
先
生
方
、
仲
間
、

門
下
生
、
そ
し
て
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
の
お
力
が
あ
っ
て

今
日
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
表
彰

は
私
個
人
で
は
な
く
、
皆
様
と

共
に
頂
い
た
も
の
と
受
け
止
め

て
い
ま
す
。
心
よ
り
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
剣
道

を
通
じ
て
日
本
文
化
と
そ
の
精

神
を
次
の
世
代
へ
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
喜
び
を

語
っ
た
。

大
会
戦
績
結
果
は
次
の
通
り

　

大
会
で
は
少
年
か
ら
高
段
者

ま
で
幅
広
い
年
代
の
剣
士
が
熱

戦
を
展
開
し
た
。
個
人
戦
の

優
勝
者
は
、
9
歳
以
下
の
部

がRyan Sohn

選
手
（GSK

）、

10
〜
12
歳
の
部
がTomohide 

Sato

選
手
（
志
道
学
院
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
士
道
館
）、
13
〜
15
歳

の
部
がAkihiro Yonekawa

選

手
（Cherry H

ill
Kenyukai

）、
女
子
13
〜
18
歳

の
部
がSuzuha W

inters

選

手
（NY Kenshinkai

）、高
校
・

大
学
生
の
部
がLucas Jeong

選

手
（Chung Pa Kendo 

Dojo

）
だ
っ
た
。
一
般
の

部
で
は
、
女
子
の
部
でEri 

Kosakaya

選
手
（Brooklyn 

Kenyukai

）、
シ
ニ
ア
の
部
で

Shinichiro Fukui

選
手
（NY 

Kenshinkai
）、
初
段
以
下
の

部
でSuho Lee
選
手（Chung 

Pa Kendo Dojo
）、

二

段

か
ら
四
段
の
部
でKyoyuki 

Shiono

選

手
（Brooklyn 

Kenyukai

）、
五
段
以
上
の

部
でKei Takahashi

選
手

（GSK

）
が
優
勝
し
た
。

　

団
体
戦
で
は
、
16
歳
以
下

三
人
制
の
部
をCherry Hill 

Kenyukai

が
制
し
、
一
般
五

人
制
の
部
で
は
志
道
学
院
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
士
道
館
Ａ
チ
ー
ム

（Shidokan A

）
が
優
勝
し
た
。

優勝選手と大会役員。中央背広姿左から石井猛・剣道 8
段範士・元警視庁師範、梯正治・剣道 8段範士・元警視
庁主席師範、加藤彰三・剣道 8段教士・グレーター米国
北東部剣道連盟会長 (GNEUSKF) 志道学院NY士道舘館長、
ルー・マーフィー　GNEUSKF副会長兼大会会長

片平大使（右）から在外公館長表彰を受ける加藤館長

剣
道
の
Ｎ
Ｙ
士
道
館
に
在
外
公
館
長
表
彰

文
化
継
承
と
日
米
友
好
に
貢
献

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ
米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を

務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905～ 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi  cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark 
the opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Ja-
pan joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of 
peace from Japan.

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店
United Nations Bookshop

48th Street and 1st Avenue
Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

https://artofhaiku.org/
https://nyseikatsu.com/gallery/
http://www.mementomori-nyc.com
http://www.mementomori-nyc.com


（9）　　 ［ローカル面］ 2026年（令和 8年）9月 26日（土）

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館
（
イ

ー
ス
タ
ン
・
パ
ー
ク
ウ
エ
ー

２
０
０
番
地
）
は
10
月
1
日

（
木
）
午
後
8
時
か
ら
、
夜
間

限
定
の
特
別
イ
ベ
ン
ト
「Fall 

Fête

」
を
開
催
す
る
。
同
館
が

こ
の
秋
、総
力
を
挙
げ
る
「The 

Art of Manga

（
マ
ン
ガ
の
芸

術
）」
展
や
、「Cézanne to 

Modigliani

（
セ
ザ
ン
ヌ
か
ら

モ
デ
ィ
リ
ア
ー
ニ
へ
）」
展
な

ど
の
最
新
展
覧
会
を
、
ひ
と
足

先
に
じ
っ
く
り
と
鑑
賞
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

通
常
は
閉
館
し
て
い
る
夜
間

ン
ガ
の
芸
術
展
に
ち
な
み
、
ア

ニ
メ
や
マ
ン
ガ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
に
扮
し
た
「
コ
ス
プ
レ
」
で

の
来
場
も
歓
迎
さ
れ
る
。
夜
間

限
定
の
特
別
イ
ベ
ン
ト
「Fall 

Fête

」
の
入
場
料
は
前
売
り
40

ド
ル
、
当
日
45
ド
ル
、
会
員
は

無
料
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は

公
式
サ
イ
トhttps://www.

brooklynmuseum.org

に
特
別
開
放
さ
れ
た
会
場
に

は
、
Ｄ
Ｊ
に
よ
る
音
楽
の
ほ

か
、
地
元
の
人
気
ロ
ー
カ
ル
フ

ー
ド
や
ク
ラ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
と

共
に
ア
ー
ト
を
堪
能
で
き
る
。　
　

「
ア
ー
ト
・
オ
ブ
・
マ
ン
ガ
」
は
、

10
月
３
日
か
ら
２
０
２
７
年
１

月
31
日
ま
で
、
グ
レ
ー
ト
・
ホ

ー
ル
で
開
催
。
同
館
曰
く
北
米

で
過
去
最
大
規
模
の
展
示
会

で
、
漫
画
の
没
入
感
や
社
会
的

影
響
を
有
名
作
品
の
原
画
を
含

む
６
０
０
点
以
上
の
作
品
を
通

し
て
紹
介
す
る
。

　

現
代
漫
画
の
基
礎
を
築
い
た

ス
ト
ー
リ
ー
展
開
の
巨
匠
「
ち

ば
て
つ
や
」
と
ギ
ャ
グ
漫
画
の

王
「
赤
塚
不
二
夫
」、
伊
藤
潤

二
、
亜
樹
直
、
オ
キ
モ
ト
・
シ

ュ
ウ
、
と
り
・
み
き
と
マ
ザ
キ

マ
リ
の
コ
ラ
ボ
作
品
、
そ
し
て

東
京
港
区
の
集
英
社
マ
ン
ガ
ア

ー
ト
ヘ
リ
テ
ー
ジ
は
尾
田
栄
一

郎
の
「
ワ
ン
ピ
ー
ス
」
を
は
じ

め
池
田
理
代
子
の
「
ベ
ル
サ

イ
ユ
の
ば
ら
」、
久
保
帯
人
の

「BLEACH

」、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

田
名
網
敬
一
と
赤
塚
不
二
夫
の

コ
ラ
ボ
作
品
を
次
世
代
に
継
ぐ

芸
術
形
式
と
し
て
提
供
す
る
。

　

同
時
開
催
の
「
マ
ン
ガ
・
ビ

フ
ォ
ー
・
マ
ン
ガ
：
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ
・
ア
ー
ト
・
フ
ロ
ム
・

ザ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
漫
画

の
歴
史
的
ル
ー
ツ
を
探
る
。
マ

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
交
通
の
要

所
、
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
タ

ー
ミ
ナ
ル
駅
の
す
ぐ
目
の
前
で

10
月
10
日
（
土
）
午
前
11
時
か

ら
午
後
２
時
ま
で
、
１
日
限
定

で
巨
大
な
カ
ボ
チ
ャ
畑
（
パ
ン

プ
キ
ン
パ
ッ
チ
）が
出
現
す
る
。

　

都
会
に
い
な
が
ら
ア
メ
リ
カ

の
伝
統
的
な
秋
の
農
場
体
験
が

で
き
る
人
気
の
ロ
ー
カ
ル
イ
ベ

ン
ト
。
会
場
で
は
、
ず
ら
り
と

並
ん
だ
１
０
０
０
個
の
カ
ボ
チ

ャ
の
中
か
ら
お
気
に
入
り
の
1

つ
を
選
び
、
そ
の
場
で
自
由
に

ペ
イ
ン
ト
や
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
楽
し
め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
開
催
。
ス
リ
リ
ン
グ
な
お
化

け
ト
ラ
ッ
ク
体
験
や
、
人
気
Ｄ

Ｊ
が
会
場
を
盛
り
上
げ
る
音
楽

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
も
行
わ

れ
、家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

で
の
参
加
歓
迎
。

　

入
場
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

へ
の
参
加
は
無
料
だ
が
予
約

推
奨
。
雨
天
の
場
合
は
翌
11

日
（
日
）
に
順
延
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

shopatlanticterminal.com/
event/42844-fall-fest

を
参

照
す
る
。

都
会
で
農
場
体
験

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
前
に

ブルックリン美術館

夜間限定の特別イベント
「マンガの芸術」に先がけ

mailto:kj.inter.artist@gmail.com
https://japanvillage.com/
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
https://jwsny.org/pdfs/document/brochure-jp.pdf
https://www.kodomoballet.com/
https://www.brooklynmuseum.org
https://www.shopatlanticterminal.com/event/42844-fall-fest
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70

日
本
の
「
本
格
派
」
イ
ン
ス
タ
ン
ト

ラ
ー
メ
ン
、
三
つ
の
味
を
食
べ
比
べ

　

日
本
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー

メ
ン
は
、
単
に
「
手
軽
で
安
い

食
品
」
と
い
う
だ
け
で
は
な

い
。
麺
や
ス
ー
プ
の
品
質
を
追

求
し
、
ラ
ー
メ
ン
店
の
味
に
近

づ
け
よ
う
と
進
化
し
て
き
た
歴

史
が
あ
る
。
今
回
は
、
そ
の
流

れ
を
代
表
す
る
三
つ
の
ブ
ラ
ン

ド
、明
星
食
品
の「
中
華
三
昧
」、

日
清
食
品
の
「
ラ
王
」、
そ
し

て
米
国
で
も
販
売
さ
れ
て
い
る

東
洋
水
産
の
「
マ
ル
ち
ゃ
ん
Ｇ

Ｏ
Ｌ
Ｄ
」
を
実
際
に
調
理
し
、

味
と
麺
を
食
べ
比
べ
て
み
る
。

本
来
な
ら
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
サ

ン
ヨ
ー
食
品
サ
ッ
ポ
ロ
一
番
も

と
い
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
今

回
は
「
ラ
ー
メ
ン
店
顔
負
け
の

本
格
派
」と
い
う
括
り
な
の
で
、

３
品
の
登
場
に
限
定
。
全
て
日

系
食
料
品
、
ス
ー
パ
ー
で
購
入

可
能
。

【
３
品
の
歴
史
】

　

１
９
８
１
年
発
売
の
「
中
華

三
昧
」
は
、
広
東
、
北
京
、
四

川
を
テ
ー
マ
に
「
本
格
中
華
の

拉
麺
」
を
目
指
し
、
当
時
と
し

て
は
画
期
的
な
高
級
志
向
の
商

品
だ
っ
た
。
発
売
後
は
生
産
が

追
い
つ
か
な
い
ほ
ど
の
人
気
と

な
り
、
即
席
麺
市
場
に
「
高
級

麺
ブ
ー
ム
」
を
巻
き
起
こ
し
た

と
い
う
。

　

続
い
て
１
９
９
２
年
に
登
場

し
た
の
が
「
ラ
王
」。
生
タ
イ

プ
麺
を
採
用
し
、
独
自
の
製
麺

技
術
に
よ
っ
て
、
な
め
ら
か
さ

と
コ
シ
、
粘
り
を
追
求
し
た
。

発
売
当
初
か
ら
爆
発
的
な
人
気

を
集
め
、
そ
の
後
は
ノ
ン
フ
ラ

イ
麺
へ
進
化
。
現
在
も
「
生
麺

の
よ
う
な
食
感
」
を
ブ
ラ
ン
ド

の
大
き
な
特
徴
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
マ
ル
ち
ゃ
ん
Ｇ
Ｏ
Ｌ

Ｄ
は
、
米
国
で
展
開
さ
れ
る
プ

レ
ミ
ア
ム
ブ
ラ
ン
ド
。
エ
ア
ド

ラ
イ
技
術
に
よ
る
独
特
の
麺
の

食
感
と
、
濃
厚
な
ス
ー
プ
を
特

徴
と
し
、「
レ
ス
ト
ラ
ン
品
質
」

を
掲
げ
て
い
る
。

　

で
は
、約
40
年
に
わ
た
る「
本

格
派
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ

ン
」
の
進
化
を
、
実
際
に
食
べ

比
べ
る
と
ど
う
感
じ
る
の
か
。

今
回
は
、
麺
の
食
感
、
ス
ー
プ

の
味
、
香
り
、
そ
し
て
「
ま
た

食
べ
た
い
」
と
思
う
か
と
い
う

点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
を
試
し
て

み
た
い
。

【
３
品
の
作
り
方
】

　

３
種
類
と
も
、
味
の
違
い
を

公
平
に
比
べ
る
た
め
、
作
り

方
は
同
じ
に
し
た
。
鍋
に
約

５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
お
湯

を
沸
か
し
、
沸
騰
し
た
と
こ
ろ

へ
麺
を
入
れ
て
3
〜
4
分
ゆ
で

る
。
ス
ー
プ
の
素
は
あ
ら
か
じ

め
丼
に
入
れ
て
お
き
、
鍋
の
お

湯
を
注
い
で
溶
か
し
、
ザ
ル
で

湯
切
り
し
た
麺
を
入
れ
る
。
仕

上
げ
に
ネ
ギ
、
メ
ン
マ
、
焼
豚
、

ナ
ル
ト
、
卵
、
海
苔
、
青
梗
菜

な
ど
を
好
み
で
ト
ッ
ピ
ン
グ
し

た
。

【
３
品
の
味
比
べ
】

　

ま
ず
「
中
華
三
昧 

広
東
風

醤
油
」。
牛
と
豚
の
旨
味
を
ベ

ー
ス
に
、
Ｘ
Ｏ
醤
や
オ
イ
ス
タ

ー
ソ
ー
ス
を
加
え
た
ス
ー
プ

は
、
醤
油
味
の
中
に
も
複
雑
な

コ
ク
が
あ
る
。
麺
は
透
明
感
が

あ
り
、密
度
感
の
高
い「
凛
麺
」。

幅
広
の
中
太
麺
で
、
表
面
は
つ

る
り
と
滑
ら
か
。
中
心
に
は
し

っ
か
り
と
し
た
コ
シ
が
あ
り
、

ス
ー
プ
と
の
絡
み
も
よ
い
。
全

体
に
上
品
で
、
昔
な
が
ら
の
袋

麺
と
は
一
味
違
う
印
象
だ
。

　

日
清
食
品
「
ラ
王
」
は
、
ま

ず
鶏
の
香
り
が
鼻
に
抜
け
る
の

が
印
象
的
。
キ
リ
ッ
と
し
た
醤

油
の
酸
味
と
深
み
の
あ
る
ス
ー

プ
に
、
も
ち
も
ち
と
し
た
麺
が

よ
く
合
う
。
ス
ー
プ
は
香
り
が

強
く
、「
昔
な
が
ら
の
ラ
ー
メ

ン
店
の
醤
油
ラ
ー
メ
ン
」
を
思

わ
せ
る
味
わ
い
。
一
方
、
麺
に

は
独
特
の
香
り
が
あ
り
、
こ
こ

は
好
み
が
分
か
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。

　

そ
し
て
「
マ
ル
ち
ゃ
ん
Ｇ
Ｏ

Ｌ
Ｄ
」。
生
麺
に
近
い
食
感
を

目
指
し
た
麺
と
、
自
家
製
だ
し

に
よ
る
深
み
の
あ
る
ス
ー
プ
が

特
徴
だ
。
麺
と
ス
ー
プ
の
バ
ラ

ン
ス
が
よ
く
、
濃
い
め
の
醤
油

味
な
が
ら
飽
き
に
く
い
。
イ
ン

ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
で
あ
り
な

が
ら
、
ど
こ
か
専
門
店
を
思
わ

せ
る
満
足
感
が
あ
り
、
3
品
の

中
で
も
「
プ
レ
ミ
ア
ム
感
」
を

意
識
し
た
商
品
と
言
え
そ
う

だ
。

　

３
品
と
も
方
向
性
が
異
な

り
、
同
じ
醤
油
ラ
ー
メ
ン
で

も
、
麺
と
ス
ー
プ
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
っ
て
印
象
が
大
き
く
変

わ
る
。
実
際
に
同
じ
条
件
で
食

べ
比
べ
て
み
る
と
、
そ
の
違
い

が
よ
り
は
っ
き
り
感
じ
ら
れ

る
。
３
品
の
中
で
は
、
あ
な
た

は
ど
れ
を
一
番
高
く
評
価
し
ま

す
か
？　

味
が
際
立
つ
ご
飯
も

一
緒
の
ラ
ー
メ
ン
ラ
イ
ス
で
ぜ

ひ
ど
う
ぞ
！

　
　
　
　
（
写
真
・
三
浦
良
一
）

https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
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マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
パ
ビ
リ
オ
ン
で
19
日
開

催
さ
れ
た
「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・

フ
ー
ド
＆
レ
ス
ト
ラ
ン
・
エ
キ

ス
ポ
２
０
２
6
」
に
は
１
４
３

社
が
参
加
し
た
。
主
催
し
た
Ｎ

Ｙ
共
同
貿
易
は
、
今
年
創
業

１
０
０
周
年
を
迎
え
た
。
日
系

の
食
品
商
社
、
酒
関
連
取
引
先

か
ら
の
花
輪
が
ず
ら
り
と
並
ん

だ
会
場
で
、
大
畑
正
敏
社
長
は

「
米
国
経
済
が
物
価
高
や
人
手

不
足
に
悩
む
中
で
も
、
米
国
に

お
け
る
日
本
食
の
裾
野
は
広
が

っ
て
お
り
、
拡
大
基
調
は
続
い

て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
こ
れ
か

ら
も
何
十
年
も
続
く
と
見
て
い

る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
関
係
者
や
食

品
関
連
産
業
の
需
要
に
こ
れ
か

ら
の
１
０
０
年
も
応
え
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　

同
社
は
１
９
２
６
年
に
創
業

し
た
日
本
食
総
合
卸
売
企
業

で
、
日
本
食
材
、
日
本
酒
、
シ

ェ
フ
向
け
調
理
器
具
な
ど
を
輸

入
、
卸
売
し
、
米
国
の
日
本
食

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
界
で
重
要

な
役
割
を
果
た
し
、「Bringing 

the Flavors of Japan to the 
People of the W

orld

」
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
寿
司
や
日
本
酒
の

普
及
、
レ
ス
ト
ラ
ン
向
け
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供
な
ど
、
日
本

食
文
化
の
国
際
化
に
貢
献
し
て

い
る
。
開
会
式
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
本
総
領
事
館
の
大
本
祐
一

領
事
、
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所

の
桐
山
伸
夫
所
長
が
来
賓
と
し

て
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
周
年
を

迎
え
た
同
社
に
祝
辞
を
述
べ

た
。
ジ
ェ
ト
ロ
の
桐
山
伸
夫
所

長
に
よ
る
と
昨
年
の
日
本
の

農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出

額
は
、
前
年
比
12
・
8
％
増

の
1
兆
７
０
０
５
億
円
と
な

り
、
13
年
連
続
で
過
去
最
高
を

更
新
。
う
ち
、
米
国
向
け
輸
出

額
は
２
７
６
２
億
円
と
前
年
比

13
・
7
％
増
と
な
り
、
2
年
連

続
で
最
大
の
輸
出
先
。
ま
た
、

２
０
２
６
年
の
１
月
か
ら
７
月

ま
で
の
輸
出
実
績
は
、
前
年
同

期
比
11
％
増
の
1
兆
４
２
３
億

円
、
米
国
向
け
は
18
・
1
％
増

の
１
９
０
７
億
円
と
な
っ
て
お

り
、
中
で
も
緑
茶
は
78
％
増
、

ブ
リ
が
72
％
増
と
、
70
％
以
上

の
増
加
を
見
せ
て
お
り
、
日
本

食
ブ
ー
ム
が
堅
調
に
推
移
し
て

い
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

NY共同貿易創業100周年
日本食とレストラン・エキスポ

１
４
３
社
が
参
加

日
本
食
品
の
対
米
輸
出
拡
大

J・プレスが移転
マジソン街44丁目に

挨拶する大畑社長

整理券を発行しても長い列ができた人気の宮崎和牛お米で作られたウイスキー「湘南はるみ」

　米国メンズファッションの老舗「Ｊ・プレス」がニューヨ
ーク店をマジソン街 44丁目南西角の新店舗へ移転し、16日
から営業を開始した。これまでのイエール・クラブ・ビル内
の店舗より売り場面積を天井が高くなった分広げ、スーツや
ブレザー、シャツ、ネクタイなど品ぞろえも充実。店頭には
「ジェントルマンズ・ファッション」の文字が掲げられ、流行
に左右されないトラッドの世界を今に伝えている。
　Ｊ・プレスは 1902 年、コネチカット州ニューヘイブンの
イエール大学前でジャコビー・プレスが創業。イエールの学
生や教授らに愛用される中で、ネイビーブレザーやボタンダ
ウンシャツ、レジメンタルタイなど、今日の「アイビールッ
ク」の原型を築いた。オンワード樫山は 1974 年に日本での
ライセンス事業を開始し、86年に米国のＪ・プレス社を取得。
100 年以上の歴史を持つ「アイビーの本家」が、ニューヨー
クで伝統のスタイルを守り続けている。

2026

http://myriverside.net/home
http://hinomaru-limo.com
https://www.goca.gallery/
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
（
パ
ラ
マ
ス
、
小
堤
紀
子

校
長
）
は
児
童
生
徒
会
活
動
を

盛
ん
に
行
っ
て
お
り
、
初
等
部

５
・
６
年
生
を
中
心
と
し
た「
児

童
会
」
と
、
中
高
等
部
生
徒
に

よ
る
「
生
徒
会
」
が
、
そ
れ
ぞ

れ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
年
度
も
恒
例
の
「
あ
い
さ

つ
運
動
」
が
始
ま
っ
た
。
こ
の

活
動
は
、
児
童
会
役
員
３
人
と

各
ク
ラ
ス
の
学
級
委
員
が
中
心

と
な
っ
て
企
画
・
運
営
し
て
い

る
。９
月
12
日
午
前
８
時
50
分
、

校
舎
の
入
り
口
に
は
、
た
す
き

を
掛
け
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を
手
に

し
た
５
・
６
年
生
が
集
ま
っ
た
。

児
童
た
ち
は
校
舎
入
口
に
立

ち
、
登
校
す
る
児
童
生
徒
や
保

護
者
に
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
！
」
と
元
気
よ
く
声
を
か
け

た
。
入
り
口
に
は
明
る
い
あ
い

さ
つ
が
響
き
渡
っ
た
。「
お
は

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
今
日
も

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
言
葉

を
交
わ
す
こ
と
で
、
登
校
し
て

き
た
児
童
生
徒
や
保
護
者
の
顔

に
は
笑
み
が
こ
ぼ
れ
た
。

　
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
は
、
こ

れ
か
ら
約
１
か
月
間
、
毎
週
土

曜
日
の
登
校
時
間
に
行
わ
れ

る
。
あ
い
さ
つ
を
す
る
側
、
さ

れ
る
側
の
双
方
に
と
っ
て
、
週

に
一
度
顔
を
合
わ
せ
る
補
習
授

業
校
の
仲
間
と
の
つ
な
が
り
を

感
じ
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

元
気
に
「
あ
い
さ
つ
運
動
」

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校
で

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校(

本
莊 

真
校
長)

の
初
等

部
４
年
生
児
童
が
11
日
、
Ｎ

Ｊ
州
ポ
ー
ト
マ
レ
ー
に
あ
る

「YMCA Camp Bernie

」
を

訪
れ
、
大
自
然
の
中
で
の
校
外

学
習
を
行
っ
た
。
緑
豊
か
な

Camp Bernie

へ
移
動
し
た
４

年
生
は
、
チ
ー
ワ
ー
ク
と
自
然

体
験
を
テ
ー
マ
に
し
た
３
つ
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
挑
ん
だ
。

仲
間
と
の
絆
を
深
め
る
「
チ
ー

ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」
で
は
、
頭

と
体
を
使
い
な
が
ら
全
員
で
協

力
し
て
課
題
を
ク
リ
ア
。
お
互

い
に
声
を
掛
け
合
い
、
助
け
合

う
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。

　
「
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ク
ッ
キ
ン

グ
」
で
は
、
自
然
の
火
の
温
も

り
を
感
じ
な
が
ら
協
力
し
て
オ

レ
ン
ジ
ケ
ー
キ
作
り
を
行
い
、

自
分
た
ち
で
作
る
料
理
の
格
別

な
味
を
堪
能
し
た
。
さ
ら
に
、

「
カ
ヌ
ー
」
で
は
、
２
人
一
組

で
息
を
合
わ
せ
て
パ
ド
ル
を
操

り
、
自
然
と
一
体
に
な
る
爽
快

感
を
味
わ
っ
た
。知
性
と
感
性
、

そ
し
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
た
っ

ぷ
り
と
育
ん
だ
４
年
生
の
児
童

た
ち
。
学
校
の
教
室
で
は
得
ら

れ
な
い
多
く
の
発
見
と
笑
顔
に

満
ち
た
、
実
り
多
き
秋
の
一
日

と
な
っ
た
。

キャンプ場を訪問
ＮＪ日本人学校の 4年生
野外調理やカヌーを体験

リ
ー
ジ
ェ
ン
ツ
試
験
の
合
否

高
校
卒
業
条
件
か
ら
除
外
に

　

キ
ャ
ン
プ
場
で
カ
ヌ
ー

な
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
を

楽
し
む
Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

児
童
た
ち

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
森
本
恵
作
校
長
）
の
２

年
生
が
９
月
16
日
、
生
活
科
移

動
教
室
と
し
て
マ
リ
タ
イ
ム
水

　

Ｎ
Ｙ
州
の
教
育
方
針
を
司
る

同
州
ボ
ー
ド
・
オ
ブ
・
リ
ー
ジ

ェ
ン
ツ
（
評
議
委
員
会
）
は
14

日
、
州
統
一
の
リ
ー
ジ
ェ
ン
ツ

試
験
に
合
格
す
る
こ
と
を
高
校

の
卒
業
資
格
の
条
件
か
ら
段
階

的
に
廃
止
す
る
方
針
を
発
表
し

た
。
同
州
教
育
局
（
Ｎ
Ｙ
Ｓ

Ｅ
Ｄ
）
は
新
た
な
卒
業
要
件

を
「
Ｎ
Ｙ
イ
ン
ス
パ
イ
ア
ー

ズ
」
と
称
し
、
ベ
テ
ィ
・
ロ
ー

ザ
同
局
長
は
方
針
転
換
に
関
し

「
指
導
と
学
習
の
強
化
、
学
生

の
た
め
に
さ
ら
に
深
く
意
味
の

あ
る
教
育
を
創
出
す
る
こ
と
が

根
本
に
あ
る
。　

現
12
年
生
は

卒
業
資
格
取
得
の
た
め
の
最
後

の
受
験
者
と
な
り
、
数
学
、
英

語
、
科
学
、
グ
ロ
バ
ー
ル
・
ス

タ
デ
ィ
ー
ズ
の
う
ち
最
低
４
科

目
の
リ
ー
ジ
ェ
ン
ツ
試
験
を
受

け
、
28
年
度
以
降
の
卒
業
生
は

同
試
験
を
受
け
る
が
合
否
は
卒

業
資
格
に
影
響
し
な
い
。
同
州

ボ
ー
ド
・
オ
ブ
・
リ
ー
ジ
ェ
ン

ツ
は
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
Ｄ
に
対
し
、
す

べ
て
の
リ
ー
ジ
ェ
ン
ツ
試
験
受

験
を
任
意
と
し
、
高
校
卒
業
条

件
の
代
替
案
を
策
定
す
る
よ
う

指
示
し
て
い
る
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

nysed.gov/ny-inspires/
transformation-timeline

を

参
照
す
る
。

族
館
を
訪
れ
た
。
今
回
の
訪
問

で
は
、
五
感
を
使
っ
て
海
の
生

き
物
を
じ
っ
く
り
観
察
す
る
こ

と
、
自
分
が
気
に
な
っ
た
こ
と

を
進
ん
で
尋
ね
る
こ
と
を
大
切

に
し
て
活
動
し
た
。

　

事
前
学
習
で
は
、
生
活
科
の

学
習
で
、
水
族
館
に
い
る
生
き

物
に
つ
い
て
調
べ
た
。
ま
た
、

英
語
科
で
は
質
問
の
仕
方
を
学

び
、
実
際
に
英
語
を
使
っ
て
尋

ね
る
た
め
の
準
備
を
進
め
て
き

た
。

 　
当
日
は
、
水
槽
の
中
を
泳

ぐ
生
き
物
の
動
き
を
目
で
追
っ

た
り
、
実
際
に
触
れ
た
り
し
な

が
ら
、
じ
っ
く
り
と
観
察
す
る

姿
が
見
ら
れ
た
。「
ぬ
る
ぬ
る

し
て
い
る
」「
つ
る
つ
る
だ
」「
き

く
ら
げ
み
た
い
」
な
ど
、
五
感

を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
を
自
分

な
り
の
言
葉
で
表
現
し
て
い

た
。
今
後
は
、
一
人
一
人
が
今

回
の
移
動
教
室
で
得
た
気
付
き

や
学
び
を
振
り
返
り
、
体
験
か

ら
生
ま
れ
た
生
き
物
へ
の
興
味

を
更
に
深
め
て
い
く
と
い
う
。

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
の
２
年
生

水
族
館
で
生
活
科
移
動
教
室

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

https://starchildny.com/
http://www.gwjs.org
https://miray109.com/
http://www.jwsnj.org/
https://jwsny.org/pdfs/document/brochure-jp.pdf
https://www.nysed.gov/ny-inspires/transformation-timeline
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Ｑ　

現
在
７
歳
に
な
る
娘
が
い

ま
す
。
現
地
校
に
入
っ
て
１
年

経
ち
ま
し
た
が
、
仲
の
良
い
お

友
だ
ち
も
で
き
、
と
て
も
楽
し

く
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。
予
定
で
は
４
年
後
に
帰
国

で
す
。
し
か
し
、
こ
ち
ら
で
の

生
活
に
慣
れ
て
き
た
今
、
帰
国

後
の
日
本
で
の
生
活
に
馴
染
め

る
か
心
配
で
す
。

Ａ　

こ
れ
は
お
子
さ
ま
が
い
る

多
く
の
ご
家
庭
で
悩
ま
れ
る
こ

と
の
ひ
と
つ
か
と
思
い
ま
す
。

現
地
校
の
学
校
生
活
で
は
っ
き

り
と
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
自
己
主

張
が
強
い
と
思
わ
れ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
、
お
お
ら
か
な

文
化
に
慣
れ
て
、
日
本
の
慣
習

を
堅
苦
し
く
感
じ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
、
な
ど
心
配
し
て

し
ま
い
ま
す
ね
。
帰
国
し
て
新

し
い
環
境
に
慣
れ
る
た
め
に

は
、
日
本
の
文
化
や
習
慣
を
知

っ
て
お
く
こ
と
、
体
験
す
る
こ

と
が
大
事
で
す
。

　

一
時
帰
国
し
た
際
な
ど
に
、

ぜ
ひ
日
本
で
の
時
間
を
有
効
に

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
日
本

の
公
立
小
学
校
に
短
期
編
入

（
体
験
入
学
）
す
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。
現
地
校
は
６

月
中
旬
か
ら
お
休
み
に
入
る
の

で
、
１
か
月
ほ
ど
日
本
の
小
学

校
に
通
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

上
履
き
に
履
き
替
え
る
こ
と
や

決
ま
っ
た
体
操
服
に
着
替
え
る

こ
と
、
給
食
当
番
な
ど
日
本
な

ら
で
は
の
習
慣
が
色
々
と
体
験

で
き
ま
す
。
お
友
だ
ち
と
関
わ

る
中
で
人
と
の
距
離
感
に
違
い

を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。例
え
ば
日
本
人
は
、

挨
拶
で
相
手
に
触
れ
る
よ
う
な

こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

イ
エ
ス
と
ノ
ー
を
は
っ
き
り
さ

せ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
時
に

は
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の

が
良
い
か
教
え
て
あ
げ
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
す
。　

ま
た
、
家
と
学
校
の
往
復
は
自

力
で
の
通
学
で
す
。
交
通
ル
ー

ル
を
覚
え
る
と
と
も
に
、
防
犯

意
識
も
養
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

も
し
、
帰
国
後
の
住
ま
い
が

あ
る
程
度
決
ま
っ
て
い
る
場
合

は
そ
の
学
区
の
小
学
校
に
行
け

ば
、
お
友
だ
ち
が
で
き
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
ま
す

と
、
日
本
に
戻
っ
て
来
た
と
き

に
知
っ
て
い
る
友
だ
ち
が
い
て

安
心
で
す
。
た
だ
し
、
短
期
編

入
で
き
る
か
ど
う
か
は
学
校
に

よ
る
の
で
事
前
の
確
認
が
必
要

で
す
。

　

も
し
も
、
日
本
の
公
立
の
学

校
に
通
う
こ
と
が
心
配
な
場
合

は
、
国
内
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ス
ク
ー
ル
や
帰
国
生
を
受
け

入
れ
て
い
る
私
立
の
学
校
に
編

入
す
る
の
も
一
つ
の
手
段
で

す
。
同
じ
境
遇
の
お
子
さ
ま
が

多
い
中
に
入
っ
て
い
く
の
は
心

強
い
も
の
で
す
。
入
学
の
タ
イ

ミ
ン
グ
に
帰
国
を
合
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
帰
国
生
入
試
を

受
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
た

だ
し
、
編
入
の
場
合
は
受
け
入

れ
て
い
る
学
校
は
多
く
は
な
い

こ
と
と
、
私
立
や
国
内
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
は
学

費
が
高
額
に
な
る
こ
と
を
念
頭

に
置
い
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
学
校
に
限
ら
ず
、
日

本
の
色
々
な
と
こ
ろ
に
連
れ
て

行
っ
て
あ
げ
る
こ
と
も
良
い
で

し
ょ
う
。
ス
ー
パ
ー
で
の
お
買

い
物
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
食

事
、
娯
楽
施
設
な
ど
あ
ら
ゆ
る

と
こ
ろ
で
文
化
の
違
い
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

そ
し
て
、
違
い
が
あ
る
ご
と
に

「
日
本
で
は
こ
う
す
る
の
だ
よ
」

と
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
国

を
跨
い
で
住
ま
い
や
学
校
が
変

わ
っ
て
し
ま
う
の
は
大
き
な
ス

ト
レ
ス
で
す
。
そ
の
半
面
、
海

外
で
暮
ら
す
と
い
う
経
験
は
人

生
の
大
き
な
財
産
の
ひ
と
つ
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
と
他
国
を
比
べ
て
、
自

分
に
合
う
・
合
わ
な
い
、
好
き
・

嫌
い
と
い
っ
た
感
情
が
芽
生
え

る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
れ
は
海
外
生

活
を
経
験
し
た
か
ら
こ
そ
で
き

る
こ
と
で
す
。
国
の
数
と
同
じ

だ
け
文
化
・
風
習
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
の
違
い
を
認

め
て
、
そ
の
時
に
自
分
が
置
か

れ
た
環
境
に
柔
軟
に
適
応
し
て

い
く
力
を
身
に
着
け
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
そ
の
力

は
き
っ
と
、
生
き
て
い
く
中
で

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
役
に
立
つ
は

ず
で
す
。

「
フ
レ
ン
ズ 

帰
国
生 

海
外
赴

任
サ
ポ
ー
ト
」
で
は
、
面
談
・

電
話
・
メ
ー
ル
に
て
相
談
を
承

っ
て
い
ま
す
。
帰
国
前
・
帰
国

後
の
心
配
事
な
ど
、
同
じ
よ
う

に
海
外
で
子
育
て
を
経
験
し
た

ス
タ
ッ
フ
が
丁
寧
に
対
応
い
た

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

本欄への相談は 
フレンズ帰国生海外赴任サポート
● ホームページから　 
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/

1983年 10月設立。海外在住経験のある
母親たちのボランティア団体。海外赴任
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海外生活教育相談を中心に活動している。
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帰国後の生活に
馴染むためにできること

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
国

際
的
に
活
動
す
る
現
代
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
、
大
岩
オ
ス
カ
ー
ル

の
個
展
「The Supplemental 

Sublime

」
が
、9
月
3
日
（
木
）

か
ら
10
月
3
日
（
土
）
ま
で
、

チ
ェ
ル
シ
ー
の
Ｇ
Ｏ
Ｃ
Ａ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
（
西
23
丁
目
５
１
５
番

地
）
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

本
展
で
は
、
ド
ー
ナ
ツ
シ
ョ

ッ
プ
の
陳
列
、
吊
る
さ
れ
た
肉

が
並
ぶ
食
肉
市
場
、
地
平
線
ま

で
広
が
る
キ
ャ
ン
デ
ィ
畑
な

ど
、「
食
の
過
剰
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
新
作
絵
画
を
展
示
。
身

近
な
食
べ
物
が
画
面
の
中
で
反

復
・
増
殖
し
、
や
が
て
人
間
の

尺
度
を
超
え
た
風
景
へ
と
変
化

す
る
。
ド
ー
ナ
ツ
を
タ
イ
ヤ
に

見
立
て
た
作
品
や
、
日
本
の
菓

子
と
和
菓
子
が
一
面
に
広
が
る

《Candy Farm

》
な
ど
、
ユ
ー

モ
ア
と
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
を
併

せ
持
つ
作
品
が
見
所
だ
。

　

大
岩
は
約
30
年
に
わ
た
り

「
食
」
を
描
き
続
け
て
き
た
。

作
品
を
通
し
て
、
食
べ
物
の

背
後
に
あ
る
土
地
、
水
、
労

働
、
物
流
、
消
費
な
ど
、
普
段

は
意
識
し
に
く
い
巨
大
な
社
会

シ
ス
テ
ム
に
も
目
を
向
け
さ
せ

る
。
豊
か
さ
や
快
楽
が
、
や
が

て
不
安
や
「
不
足
」
の
存
在
を

浮
か
び
上
が
ら
せ
る
と
い
う
逆

説
が
、
本
展
の
テ
ー
マ
と
な
っ

て
い
る
。
入
場
無
料
。
詳
細
は

公
式
サ
イ
ト
（https://www.

goca.gallery/

）
ま
で
。

大岩オスカール展開催中

「食の過剰」
から現代社会
を見つめる

　

東
京
ー
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

は
、
10
月
16
日
（
金
）
夕
方
か

ら
18
日
（
日
）
の
週
末
を
利
用

し
て
秋
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン

プ
を
開
催
す
る
。
宿
泊
は
テ
ン

ト
で
は
な
く
、
シ
ャ
ワ
ー
や
電

気
、
暖
房
が
完
備
さ
れ
た
キ
ャ

ビ
ン
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
や

食
事
も
付
い
て
い
る
の
で
、
キ

ャ
ン
プ
初
心
者
や
小
さ
な
子
ど

も
が
い
る
家
族
で
も
安
心
し
て

参
加
で
き
る
キ
ャ
ン
プ
だ
。
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
予
行
練
習
と

し
て
参
加
す
る
家
族
も
多
い
。

　

10
月
の
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
は

紅
葉
が
美
し
く
、
ハ
イ
キ
ン
グ

や
ア
ッ
プ
ル
サ
イ
ダ
ー
作
り
な

ど
秋
な
ら
で
は
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
も
用
意
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。
限
定
６
家
族
、
５
歳
以

下
は
無
料
。申
し
込
み
受
付
中
。

問
い
合
わ
せ
は
日
本
語
で
メ
ー

ルtokyo-info@frostvalley.
org 

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト www.ymcatfv.org 
を

参
照
す
る
。

秋のファミリーキャンプ
参加者を募集

東京ーフロストバレーＹＭＣＡ

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfMW5Y_X42VlJLkn3UWKbHY24s4xb6rhBveJ3_Jam87TXIpuw/viewform
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/
http://www.ymcatfv.org
mailto:tokyo-info@frostvalley.org
https://www.goca.gallery/
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現
代
的
な
音
楽
表
現
と
日
本

の
伝
統
文
化
を
融
合
さ
せ
た
音

楽
公
演
が
19
日
、
マ
ー
キ
ン
・

ホ
ー
ル 

・
ア
ッ
ト
・
カ
ウ
フ

マ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
セ
ン

タ
ー
で
午
後
と
夜
に
開
催
さ
れ

た
。
午
後
１
時
30
分
か
ら
、
ピ

ア
ニ
ス
ト
、
作
曲
家
、
編
曲

家
、YouTube

ク
リ
エ
イ
タ

ー
と
し
て
活
動
す
る
菊
池
亮
太

の
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
が
始
ま

っ
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
ガ
ー
シ
ュ

ウ
ィ
ン
の 

「
ラ
プ
ソ
デ
ィ
・
イ

ン
・
ブ
ル
ー
」
や
、
坂
本
龍
一

の
「
戦
場
の
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ

ス
」
の
ほ
か
、
会
場
か
ら
の
リ

ク
エ
ス
ト
を
取
っ
て
映
画
音
楽

を
メ
ド
レ
ー
で
披
露
し
た
。

　

演
奏
会
は
、
日
本
か
ら
世

界
へ
羽
ば
た
く
日
本
人
音
楽

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
紹
介
す
る
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
育
成
・
国
際

的
文
化
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「MOONRISE

」
に
よ
る
企
画
。

当
日
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活

躍
す
る
多
く
の
日
本
人
音
楽
家

た
ち
も
観
客
と
し
て
来
場
し

た
。

　

観
客
席
で
演
奏
を
聴
い
た
箏

奏
家
の
石
榑
雅
代
さ
ん
は
「
や

っ
ぱ
り
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

今
の
現
代
に
合
っ
た
感
覚
を
持

っ
て
ら
っ
し
ゃ
る
。
今
ど
う
演

奏
す
れ
ば
観
客
を
満
足
さ
せ
ら

る
か
そ
の
要
領
を
よ
く
わ
か
っ

て
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
っ
た
」
と

話
し
た
。
同
じ
く
箏
演
奏
家
の

黒
澤
有
美
さ
ん
は
「
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
今
日
は
友
達
に
誘

わ
れ
て
来
た
の
で
す
が
、
全
然

想
像
し
て
い
た
も
の
と
は
違
う

し
、
あ
れ
だ
け
あ
ら
ゆ
る
曲
を

知
っ
て
い
て
、
イ
ン
プ
ロ
ビ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
（
即
興
演
奏
）
が
で

き
て
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し

た
。
あ
ん
な
に
激
し
く
弾
い
て

同
じ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て

指
が
大
丈
夫
な
の
か
な
っ
て
心

配
に
な
り
ま
し
た
」と
語
っ
た
。

　

ま
た
オ
ペ
ラ
歌
手
の
田
村
麻

子
さ
ん
は
、「
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
私
は
彼
の
存
在
を
知
ら

な
か
っ
た
の
で
、
と
に
か
く
衝

撃
的
で
し
た
。
ピ
ア
ニ
ス
ト
と

し
て
の
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
オ
ー
ゾ

（
超
絶
技
巧
＝
聴
衆
を
圧
倒
す

る
技
巧
的
演
奏
力
）
を
持
っ
て

い
な
が
ら
、
イ
ン
プ
ロ
ビ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
能
力
が
凄
い
の
で
、

私
は
、
聞
い
て
い
て
ピ
ア
ノ
の

魔
術
師
と
呼
ば
れ
た
フ
ラ
ン

ツ
・
リ
ス
ト
を
思
い
出
し
て
い

ま
し
た
。
リ
ス
ト
は
多
分
昔
こ

ん
な
ふ
う
に
サ
ロ
ン
で
演
奏
し

な
が
ら
、
既
存
の
曲
の
即
興
演

奏
を
た
く
さ
ん
し
て
い
た
ん
だ

ろ
う
な
と
思
っ
た
の
で
、
彼
も

ま
た
そ
の
よ
う
に
活
躍
し
て
欲

し
い
な
と
思
い
ま
し
た
」
と
話

し
た
。
菊
池
さ
ん
は
、「
初
め

て
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
す
が
、

演
奏
し
て
い
て
と
て
楽
し
か
っ

た
で
す
」
と
演
奏
後
も
ロ
ビ
ー

で
大
勢
の
観
客
に
囲
ま
れ
Ｃ
Ｄ

に
サ
イ
ン
を
し
て
会
話
を
し
て

い
た
。

　

ま
た
同
日
午
後
７
時
か
ら

は
、
ジ
ャ
ズ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

し
て
ピ
ア
ノ
と
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

を
自
在
に
操
る
曽
根
麻
央
と
、

津
軽
三
味
線
奏
者
・
民
謡
歌
手

の
浅
野
祥
に
よ
る
音
楽
ユ
ニ
ッ

ト
Ｍ
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
の
コ
ン
サ
ー

ト
が
あ
っ
た
。
Ｎ
Ｙ
を
拠
点
に

活
動
す
る
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ニ
ス

ト
、
小
川
慶
太
が
ゲ
ス
ト
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
た
。

　

バ
ー
ク
リ
ー
音
楽
大
学
を
主

席
で
卒
業
し
数
々
の
コ
ン
ペ
テ

ィ
シ
ョ
ン
で
受
賞
歴
も
あ
る
曽

根
麻
央
と
、
津
軽
三
味
線
の
世

界
大
会
の
各
級
で
最
年
小
優
勝

記
録
を
次
々
と
塗
り
替
え
世
界

で
活
躍
す
る
浅
野
祥
、
2
人
の

超
絶
技
巧
派
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

が
手
を
組
ん
だ
時
、
ど
ん
な
ケ

ミ
ス
ト
リ
ー
が
生
ま
れ
る
の

か
？
期
待
が
膨
ら
む
な
か
Ｍ
Ａ

Ｏ
と
Ｓ
Ｈ
Ｏ
が
ス
テ
ー
ジ
に
登

場
し
、
コ
ン
サ
ー
ト
が
始
ま
っ

た
。

　

イ
ン
ト
ロ
の
津
軽
じ
ょ
ん
が

ら
節
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
名
曲
２

曲
を
彼
ら
な
ら
で
は
の
ア
レ
ン

ジ
で
披
露
。
Ｓ
Ｈ
Ｏ
の
物
凄
く

激
し
く
速
い
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
弾

く
三
味
線
の
弦
捌
き
と
ば
ち
捌

き
が
肉
眼
で
も
よ
く
見
え
て
、

初
っ
端
か
ら
観
客
は
大
興
奮
。

そ
こ
に
負
け
じ
と
入
っ
て
く

る
、
こ
れ
ま
た
超
絶
技
巧
を
誇

る
Ｍ
Ａ
Ｏ
の
激
し
く
美
し
い
ピ

ア
ノ
の
音
色
。
２
人
が
お
互
い

負
け
じ
と
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
応
酬

を
す
る
様
は
鬼
気
迫
る
も
の
が

あ
り
な
が
ら
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
ぶ

つ
け
合
い
過
ぎ
て
ぶ
ち
壊
す
の

で
は
な
く
、
音
が
気
持
ち
よ
く

重
な
る
「
競
演
」
で
あ
り
「
共

演
」
で
も
あ
り
、
聴
い
て
い
る

方
も
鳥
肌
が
立
つ
よ
う
な
状
態

で
、
観
客
の
ハ
ー
ト
を
が
っ
ち

り
と
掴
ん
だ
。　

　

実
力
派
ト
ラ
ン
ペ
ッ
タ
ー
で

も
あ
る
Ｍ
Ａ
Ｏ
は
、
あ
る
曲
で

は
、
左
手
で
ピ
ア
ノ
を
弾
き
な

が
ら
右
手
と
口
で
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
を
吹
く
と
い
う
ア
ク
ロ
バ
テ

ィ
ッ
ク
な
技
も
披
露
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
途
中
か
ら
加

わ
っ
た
、
Ｎ
Ｙ
在
住
の
ゲ
ス
ト

ド
ラ
マ
ー
＆
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ニ

ス
ト
小
川
慶
太
氏
も
、
何
度
も

グ
ラ
ミ
ー
賞
を
獲
得
し
た
だ
け

あ
っ
て
「
元
々
こ
の
3
人
で
や

っ
て
る
の
で
は
？
」
と
勘
違
い

す
る
ほ
ど
、
高
度
な
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
誇
る
Ｍ
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
の
２

人
に
し
っ
か
り
合
わ
せ
て
多
彩

な
音
を
出
し
て
い
た
。
3
人
が

醸
し
出
す
「
音
」
は
プ
ロ
グ
レ

ッ
シ
ブ
ロ
ッ
ク
の
巨
匠
を
彷
彿

と
さ
せ
た
。本
編
ラ
ス
ト
の「
八

木
節
」
で
は
、
観
客
全
員
も
手

拍
子
を
続
け
、
曲
に
参
加
し
、

会
場
が
一
体
化
し
て
い
た
。

　

演
奏
後
、
Ｍ
Ａ
Ｏ
は
、「
今

回
大
き
な
手
応
え
を
感
じ
た
の

で
、
既
に
次
の
Ｎ
Ｙ
公
演
の
こ

と
も
考
え
て
い
る
」、
Ｓ
Ｈ
Ｏ

は
「
ア
メ
リ
カ
人
は
民
謡
を
今

ま
で
聴
い
た
こ
と
の
な
い
人
が

多
い
は
ず
な
の
に
、
熱
心
に
聴

い
て
く
れ
て
凄
く
励
み
に
な
っ

た
。
す
ぐ
に
ま
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
戻
っ
て
き
た
い
」
と
語
っ

た
。

　

ガ
バ
ナ
ー
ズ
島
に
残
る
歴
史

的
建
造
物
で
９
月
25
日
か
ら
、

国
際
合
同
美
術
展
「Bridging 

the Connection

」
が
開
催
さ

れ
る
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
系

ア
メ
リ
カ
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｆ
）
の

主
催
で
、
佐
藤
恭
子
氏
ら
が
共

同
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
る
。

一
般
社
団
法
人
ア
ー
ト
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
支
援

に
よ
り
、
同
展
初
と
な
る
日
本

か
ら
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
レ
ジ

デ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
招
待

さ
れ
た
。
滞
在
制
作
と
個
展
を

行
うNobuko

、
作
品
を
出
展

す
るShinobu

の
日
本
人
作

家
２
人
が
多
国
籍
な
参
加
陣
に

名
を
連
ね
、作
品
を
展
示
す
る
。

　

会
期
は
９
月
25
日
（
金
）
〜

27
日
（
日
）、
10
月
２
日
（
金
）

〜
４
日
（
日
）
の
計
６
日
間
、

午
前
11
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
。
会
場
は
島
内
の
建
物
（16 

Nolan Park

）に
て
。26
日（
土
）

午
後
２
時
か
ら
４
時
に
は
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
る
。

ガバナーズ島に
国際合同美術展
日本から２人参加

NYを感動させた
ピアノの魔術師、菊池亮太と

MAOSHO「JAZZと三味線の競演」

https://www.kawai-juku.ac.jp/kikoku/
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２
０
１
４
年
10
月
か
ら
２
年

半
に
わ
た
り
雑
誌
『
新
潮
45
』

（
新
潮
社
）
に
連
載
さ
れ
た
長

編
経
済
小
説
。
現
実
の
社
会
と

リ
ン
ク
さ
せ
た
内
容
な
だ
け

に
、
当
時
の
時
代
背
景
を
お
さ

ら
い
し
な
が
ら
読
ん
で
み
る
と

臨
場
感
が
増
す
。

　

08
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

を
き
っ
か
け
に
、
大
規
模
な
金

融
緩
和
や
財
政
出
動
に
よ
っ
て

最
悪
期
を
脱
し
た
も
の
の
、
長

期
的
な
成
長
率
の
低
下
や
回
復

の
緩
慢
さ
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
経

済
は
鈍
化
し
た
。
日
本
は
比
較

的
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
が
少
な
か

っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
ア
メ
リ

カ
や
世
界
規
模
の
経
済
停
滞
の

あ
お
り
を
受
け
、
長
く
デ
フ
レ

が
続
く
経
済
の
先
行
き
は
不
安

な
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
へ
第
２
次
安
倍
内
閣
の

元
、「
大
胆
な
金
融
政
策
」「
機

動
的
な
財
政
政
策
」「
民
間
投

資
を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
」
の

３
本
の
矢
を
手
に
、
颯
爽
と
施

行
さ
れ
た
の
が
13
年
の
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
で
あ
る
。
日
本
銀
行

は
「
異
次
元
の
金
融
緩
和
」
で

円
高
是
正
を
計
っ
た
。
し
か
し

株
価
は
大
幅
に
上
昇
し
た
も
の

の
、
実
質
賃
金
の
伸
び
悩
み
や

少
子
高
齢
化
に
よ
る
潜
在
成
長

率
の
低
迷
は
、
未
だ
継
続
し
た

ま
ま
で
あ
る
。

　

物
語
は
、
後
に
首
相
と
な
る

江
島
が
幾
度
目
か
の
デ
フ
ォ
ル

ト
を
引
き
起
こ
し
た
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
の
首
都
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ

ス
を
訪
れ
た
01
年
の
記
憶
か
ら

始
ま
る
。
社
会
機
能
が
マ
ヒ
し

た
た
め
に
ゴ
ミ
が
溢
れ
だ
し
た

町
の
悪
臭
に
眉
を
寄
せ
な
が
ら

江
島
は
つ
ぶ
や
く
。「
世
界
の

国
々
は
、
４
つ
の
タ
イ
プ
に
分

類
で
き
る
。『
豊
か
な
国
』『
貧

し
い
国
』『
日
本
』『
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
』」。
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞

受
賞
者
の
ポ
ー
ル
・
サ
ミ
ュ
エ

ル
ソ
ン
が
１
９
９
０
年
代
に
好

ん
で
用
い
た
ジ
ョ
ー
ク
だ
。
こ

の
悪
臭
の
記
憶
と
と
も
に
江
島

の
財
政
改
革
が
始
ま
る
。

　

経
済
小
説
界
き
っ
て
の
知
性

派
、『
ハ
ゲ
タ
カ
』
シ
リ
ー
ズ

な
ど
の
ヒ
ッ
ト
作
品
を
手
が
け

た
真
山
仁
氏
の
、
緻
密
な
聞
き

取
り
と
調
査
を
元
に
描
か
れ

た
、日
本
の
同
時
代
近
未
来
像
。

5
年
を
経
た
今
で
も
そ
の
警
鐘

を
鳴
ら
し
続
け
て
い
る
。

　

現
在
ま
で
膨
れ
上
が
っ

た
日
本
の
政
府
総
債
務
は

１
３
０
０
兆
円
を
越
え
、
グ
ロ

ス
で
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が 

ベ
ネ
ズ

エ
ラ
に
次
ぐ
世
界
2
位
で
あ

り
、主
要
先
進
国（
Ｇ
７
）内
で
、

ワ
ー
ス
ト
1
位
の
ま
ま
だ
。
日

本
国
債
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
日

本
の
国
内
金
融
機
関
や
日
本
銀

行
が
保
有
し
て
お
り
、
世
界
最

大
の
対
外
純
資
産
を
持
つ
債
権

国
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
健
全
な

財
務
状
態
で
あ
る
と
断
言
し
、

さ
ら
な
る
金
融
緩
和
や
投
資
戦

略
を
主
張
す
る
ア
ナ
リ
ス
ト
も

多
い
が
、
財
政
健
全
化
を
主
張

す
る
声
も
強
い
。
今
を
し
の
ぐ

の
に
あ
え
ぐ
か
、
将
来
を
見
据

え
る
か
。

　

小
説
で
は
「
国
家
予
算
（
歳

出
）
を
一
般
会
計
の
半
分
に
す

る
」
と
い
う
不
可
能
に
近
い
政

策
を
打
ち
出
す
。
切
り
捨
て
る

個
所
は
ど
こ
か
。
年
金
、
医

療
、
介
護
、
福
祉
な
ど
の
社
会

保
障
関
係
費 

、
地
方
交
付
税

交
付
金
、
軍
事
費
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
費

な
ど
だ
。
当
然
厚
生
省
は
大
き

く
反
発
。
弱
者
を
切
り
捨
て
る

の
か
と
市
民
団
体
も
国
会
議
事

堂
前
で
集
会
デ
モ
を
開
く
。
財

務
省
内
部
は
混
乱
し
、
江
島
を

首
相
と
す
る
保
守
党
内
も
分
裂

す
る
。
野
党
か
ら
は
不
信
任
案

が
提
出
さ
れ
る
。
こ
の
あ
た
り

の
ス
リ
リ
ン
グ
な
展
開
は
さ
す

が
手
練
れ
た
も
の
だ
。
虚
構
と

現
実
を
行
き
来
さ
せ
な
が
ら
読

ん
だ
。
８
年
後
の
続
編
『
ア
ラ

ー
ト
』
で
は
「
も
し
も
防
衛
費

を
増
や
す
た
め
に
増
税
し
た

ら
、
国
民
の
理
解
は
得
ら
れ
る

の
か
」
と
い
う
難
題
に
差
し
迫

る
。　
　
（
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
）

 時代を見据える経済小説
真山仁・著
 新潮文庫・刊

■水車小屋のネネ（津村記久子、毎日文庫）８歳の少女、
律は母の交際相手から虐待を受け、18歳の姉とともに逃
げ出す。姉は蕎麦屋でバイトを見つけた。水車でひいた蕎
麦粉を使うこだわりの店で、ヨウムのネネが飼われていた。
しゃべる鳥ネネに癒やされ、蕎麦屋の浪子さんに見守られ、
絵描きの杉子さんに支えられる。だから誰かの役に立ちた
い」と思えるようなった。■「がん寛解」の科学（浜口玲
央、角川新書）なぜ、同じがんの種類、同じステージ、同
じ治療を受けても、人によって驚くほど違う経過をたどる
のか。一般的には個人差と語られるが、本書はその個人差
を科学的に追及する。体内の環境評価をする方法と対処法
も紹介する。■永遠の記憶（東野圭吾、文藝春秋）天才物
理学者・湯川学が活躍する人気の「ガリレオシリーズ」最
新作。刑事・内海薫が70歳の老人に刺される事件が発生。
犯人は黙秘を貫き、さらに内海へ激しい憎悪を抱く若い娘
が捜査線上に浮上する。彼女が仕掛けた「本当の復讐」と
「究極の選択」は。■新しい恋愛（高瀬隼子、講談社文庫）
王道のキラキラした恋愛とは一線を画し、人間の割り切れ
ない生々しい感情や恋愛にまつわるモヤモヤとした本音を
鋭く見透かす５つの物語。表題作はプロポーズされたくな
い25歳の主人公と、学校教育で「人を愛する素晴らしさ
（純愛）」を教えられた近未来を生きる中学生の姪との対話
を描く。■ハヤブサ消防団　森へつづく道（池井戸潤、集英社）大人気作家・
池井戸順の新作。23年７月期にテレビ朝日系でドラマ化もされたミステリ
第2弾。ミステリ作家の三馬太郎が八百万や町ハヤブサ地区に移り住んで数
年。地元消防団の一員としても忙しい毎日を過ごすうち、ある文学賞にノミ
ネート。ライバル候補は、今をときめく美貌の歴史ミステリ作家・北原未南。
だが、未南に不可解な疑惑が持ち上がる。■はーばーらいと（吉本ばなな、
幻冬舎文庫）海辺の町で暮らす青年つばさのもとに、両親と共に入信した宗
教団体で音信不通になっていた幼なじみのひばりからと手紙が届く。５年ぶ
りに再会したひばりは変わり果てた姿になっていた。つばさは彼女を取り戻
すために動き出す。信仰と自由、初恋と友情、訣別と回復の物語。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

40
年
に
渡
る
希
望
と
再
生
の
物
語
。
同
じ
が
ん
治
療
で
も
個
人
差
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。

東
野
圭
吾
の
遺
作
、
ガ
リ
レ
オ
シ
リ
ー
ズ
最
新
作
。
モ
ヤ
モ
ヤ
す
る
恋
愛
物
語
連
作
。
ハ

ヤ
ブ
サ
消
防
団
第
２
弾
。
宗
教
２
世
の
友
人
を
救
出
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

小
さ
な
女
の
子
・
リ
ト
ル
ス

タ
ー
は
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
、

夜
空
の
よ
う
に
大
き
く
て
美
味

し
い「
月
餅（
ム
ー
ン
ケ
ー
キ
）」

を
焼
き
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
は

「
ま
だ
食
べ
ち
ゃ
ダ
メ
。
冷
ま

す
た
め
に
夜
空
に
置
い
て
お
き

ま
し
ょ
う
」
と
言
い
ま
す
。
し

か
し
夜
中
に
目
が
覚
め
た
リ
ト

ル
ス
タ
ー
は
ど
う
し
て
も
我
慢

で
き
ず
、
こ
っ
そ
り
ベ
ッ
ド
を

抜
け
出
し
、
足
音
を
忍
ば
せ
て

月
餅
に
近
づ
き
、
パ
ク
リ
と
ひ

と
く
ち
か
じ
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
翌
夜
も
、そ
の
次
の
夜
も
、

彼
女
は
毎
日
こ
っ
そ
り
ひ
と
く

ち
ず
つ
食
べ
ま
す
。
や
が
て
お

母
さ
ん
が
気
づ
い
た
時
に
は
、

あ
ん
な
に
丸
か
っ
た
月
餅
は
夜

空
か
ら
消
え
て
い
ま
し
た
。

　

台
湾
系
ア
メ
リ
カ
人
の
著
者

に
よ
る
、
ア
ジ
ア
で
秋
の
満
月

を
祝
う
伝
統
的
な
お
菓
子
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
。

女
の
子
が
丸
い
月
餅
を
毎
日
少

し
ず
つ
か
じ
る
行
動
が
「
満
月

か
ら
新
月
へ
と
欠
け
て
い
く
月

の
満
ち
欠
け
」を
表
し
て
い
る
。

今
年
の
「
中
秋
の
名
月
」
は
25

日
、
満
月
は
27
日
と
２
日
ず
れ

る
珍
し
い
年
と
な
る
。
夜
空
を

見
上
げ
て
み
よ
う
。　
（
高
田
）

お
月
様
の
満
ち
欠
け
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

 『A Big Mooncake for Little Star』
Written by Grace Lin

Published by Little, Brown and Company

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://www.uemurachiropractic.com/
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今
生
の
色
に
は
あ
ら
ず
蓮
の
白　

市
川
泰
子 

Ｍ
Ａ
州

野
辺
の
草
踏
め
ば
詩
と
な
る
晩
夏
か
な 

岡
部
加
都
恵 

Ｎ
Ｊ
州 

新
涼
や
鞄
へ
一
冊
文
庫
本 

斉
藤
照
枝 

Ｎ
Ｙ
州

花
を
撮
る
レ
ン
ズ
に
割
り
込
み
ハ
ミ
ン
グ
鳥　

ペ
リ
ー
町
子 

Ｍ
Ｅ
州

針
葉
を
集
め
て
ま
ろ
し
夏
の
山　
　小

住
英
之 

Ｎ
Ｙ
州

八
十
年
生
涯
海
底
敗
戦
忌 　
　

島
崎
志
津
香 
Ｎ
Ｊ
州

ジ
ェ
ル
ネ
イ
ル 

爪
先
ほ
ど
に 

の
こ
る
夏  　

百
田
真
理
子 

Ｎ
Ｊ
州

競
争
だ 

手
の
先
見
つ
め 

花
火
待
つ　

森
田
み
な
実 

Ｎ
Ｙ
州

（The Clinton School 6th grade   

10
歳
）

春
風
と 

た
く
さ
ん
歩
く 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

畑
尾
駿
太 

Ｐ
Ａ
州

（ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
３　

９
歳
）　

麦
わ
ら
の 

ぼ
う
し
を
か
ぶ
り 

ど
こ
行
く
の

宮
島 

凛 

Ｐ
Ａ
州

（ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
６　

11
歳
）

日
が
上
に 

学
校
終
わ
り 
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mom’s bed tray—
a sprig of lilac
outlives her

 ─Barrie Levine, MA

Himalayan poppy—
the painter leaves
the sky un� nished 

─Sandip Chauhan, VA  
 
dipping us 
back into the profane
Sabbath sunset

─Ruth Holzer, VA

 rising heat. . .
splotches of red
on the green tomatoes
─Rowan Beckett Minor, OH

wrapping the husks and silk 
in newspaper . . .
lingering afternoon light
─Hannah Mahoney, MA

   
she considers
removing her shoes
redwood grove
─Lorraine A Padden, CA

「8月選考通過作品」
　「北米伊藤園・新俳句グランプリ2026」の8月分の応募を締め切り、厳正

な検証作業の結果、掲載されている日本語7句、英語7句、日英句(18歳
未満)7句が選出されたことをお知らせします。多くの方々から応募を頂
いたことに深く御礼申し上げます。

 　今回選ばれた俳句は年間大賞の候補作品となります。今後も各月に日
本語7句、英語7句、日英句(18歳未満)7句がセミ・ファイナリストとして選
出されます。現在も引き続き9月分の応募を受け付けており、9月30日ま
で随時募集しておりますので、ふるってご応募ください。

2026

 期間
北米伊藤園新俳句グランプリ2026は、米国東部時間2026年1月1日12:00AMから2026年10月31日
11:59PMまで開催します。
＊11月1日から12月31日にされた応募は2027年1月分扱いとします。　　

 応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プレス社およ
びこれらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効となります。応募者は、
募集要項に同意したものとみなされます。

 応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれています。
日本語部門（18歳以上）　五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは
問いません。
英語部門（18歳以上）　以下のモデルを参考に表現してください。
18歳未満部門　日本語、英語、どちらでも応募できます。
［学校賞］　毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

 応募方法
Email　メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、
HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。
応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名を添えてお
送りください。
オンライン　www.artofhaiku.org からご応募いただけます。
※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。
応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または法的な親権
者のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで応募してください。

 応募期間のスケジュール

応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募方法にかかわ
らず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、最初の1つのみを有効とさ
せていただきます。またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

 応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。
・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。
 審査スケジュール
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出されます。候補
作品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が再度審査されるため
には、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2026年11月25日ごろ選ばれます。

 審査基準
以下の基準で審査されます。創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%
金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、クリステン・リンドクイスト
（敬称略）が参加する予定です。

 通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われます。候補
作品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満たしていることなどを示
す書類にサインして返却していただく必要があります。これが行われなかった場合は無効となりま
す。

 賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー
銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー
銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー
候 補 作品は、各応 募 期 間の翌 月第 4週号の「週刊 N Y生活」、ウェブサイト
 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀賞、銅賞は、
2026年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲載されます。

 その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な応募要項
は、ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。 

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り
9 9/1/26 9/30/26 11:59:59pm 9/30/26
10 10/1/26 10/31/26 11:59:59pm 10/31/26

応募
期間 開始 終了

候補者への
おおよその
通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18歳未満部門
から選出される
候補作品

9 10/1/26 10/7/26 10/9/26 7 7 7
10 11/1/26 11/9/26 11/11/26 7 7 7

日
本
語
部
門

18
歳
未
満
部
門

coming in hot pink blossoms on the prickly pear
─Sharon Martina, IL

http://www.artofhaiku.org
mailto:HaikuGrandPrix@gmail.com%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
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EVENT
■第 100回サン・ジェナーロ祭＝ 9/27まで　Little 
Italy（On Mulberry St.） 今年で記念すべきセンテニ
アル・イヤー（100回目）となるリトルイタリーの
お祭り。宗教的行事やパレードの他、特設ステージ
では毎日、無料の音楽ライブ、パフォーマンス、カ
ラオケショーが楽しめる。グランド・プロセッショ
ン（大パレード）は 9/26午後２時から。
詳細は https://sangennaronyc.org/
■生け花・日本酒・蕎麦を組み合わせた一夜限り
のペアリングディナー：YOHAKU NY × UZUKI × 
Brooklyn Kura共催。10月 1日（木）19:00から。会場：
UZUKI（ 95 Guernsey St, Brooklyn, NY 11222 
)　UZUKIによる Buckwheat Sobaを中心とした料
理に、Brooklyn Kuraの日本酒 3種をペアリング。
Brooklyn Kuraスタッフによる酒造りや各 Sakeの解
説付き。参加者全員で一つの生け花作品をつくる体
験も実施。蕎麦、日本酒、生け花という異なる日本
文化を単に並べるのではなく、それぞれの背景にあ
るストーリーや美意識を、一つのディナー体験とし
てつなげる。参加費：$180／人（税・チップ別）。
席数限定・事前予約制。  問い合わせ、申し込みは
Eメール：yohaku.ny@gmail.com

■第 20回ジャパンカップ＝ 10/3　10:00  Randall’s 
Island　全米各地で活躍する日本人ラグビープレー
ヤーが一堂に会するイベント。留学中の大学生から
社会人プレーヤー、65歳以上のベテランまでが、チー
ム戦やエキシビション・タッチフットを行う。詳細
は公式インスタグラム「@newyorkalljapanrfc」
■スシコン 2026＝ 10/11  米国最大のスシ祭りで、
3年目となる今年は会場に 60以上の出展者が集う。
マグロやサーモン、ウニ、イクラなどの魚介類だ
けでなく、A5ランクの和牛も食べ放題で提供する。
恒例のクロマグロ解体ショーは正午と午後 3時、来
場者は新鮮な赤身、中トロ、大トロを試食できる。
入場料：1日券 $180、半日券 $120
詳細は https://sushicon.com
■星空観察イベント「Stargazing on the High Line」
＝ 10/27までの毎週火曜　日没から 22:00＝ま
で　High Line（Little West 12th St）ニューヨーク
のアマチュア天文家協会（Amateur Astronomers 
Association）などの専門チームが高性能な天体望遠
鏡を無料で用意し、星や惑星を案内する。都会の空
中庭園で夜風に吹かれながら星を眺められる。参加
費無料、事前予約不要。
詳 細 は https://www.thehighline.org/events/
stargazing/

CLASS/SEMINAR
■無料セミナー「日本への本帰国・2拠点生活に
備える～米国不動産をめぐる日米税務 ～」＝ 9/26  
10:00  会場（295 Madison Ave. 3F）米国在住日本人
を対象にしたセミナー。講師は Yamada & Partners 
USA Inc.の税理士・遠藤元基氏。米国不動産の売
却・保有・相続、本帰国や日米 2拠点生活に向けて
知っておきたいポイントを解説する。セミナーは対
面形式だが個別相談も実施。問い合わせはＥメール
otoiawase@startsnewyork.comまで。参加申し込み
はhttps://forms.cloud.microsoft/r/a7xtpkQp43から。

■日能研主催「帰国子女説明会 inニューヨーク」
＆ NGS オープンテスト＝ 9/27  09:00 ～ 12:00   
Sonesta White Plains Downtown （66 Hale Ave, 
White Plains, NY 10601）中学受験を考えている小
学生のための中学受験塾「日能研」による説明会と
オープンテスト。日本における帰国子女入試や最
新の中学受験情報を説明する。参加校は、栄東中
学・高等学校、成城学園中学校高等学校、滝中学
校・滝高等学校。個別相談会も開催。参加希望者は
https://x.gd/nKo0Cから申し込む。NGSオープンテ
ストも同時開催。対象は小学 2～ 6年生。科目は国
語と算数の 2科目。時間は午前 9時から 10時 45分
まで。参加費無料（事前登録制）。テスト希望者は
https://x.gd/JqFTt から。説明会とオープンテスト
への問い合わせはメール kaigai@nichinoken.co.jpま
で。
■ JAAビジネスウーマンの会主催「厳しい就職戦線
でのセルフマーケティング」＝ 9/30  18:30  NY日
系人会ホール（49 W 45th St, 5F）米国三井物産人
事課 VP・GMのパオラ・カンポス氏が、自分らし
さを失わずに自分の価値を相手に伝える方法を解説
する。講演は英語。19:30から懇親会も予定。入場料：
$15
詳細は https://jwb-ny.org/
■日本の大学進学フェア＝ 10/3  14:30  NY補習授
業校W校（56 Harrison St #503, New Rochelle,）英
語による入試・英語で卒業できる学部・海外生向け
奨学金・秋入学など、海外生のための制度を提供す
る大学による進学フェア。参加校は、国際基督教大
学、中京大学、立命館大学、早稲田大学。参加費無
料（要事前登録）。
詳細は https://bit.lu/DAIGAKU26NY
■河合塾 帰国生大学入試説明会＝ 10/11・10/25・
11/8・11/22　13:00～ 15:00 帰国生大学入試の概況
と今後の受験対策を解説するオンライン説明会。帰
国生大学入試を熟知し、長年、北米で受験生の指導
をしている進学アドバイザーが分かりやすく説明す
る。定員は各日ともに 100家庭。参加費無料（要事
前登録）。問い合わせは Eメール kikoku@ujeec.org
詳細は https://x.gd/2hAe5
■和菓子のワークショップ＝ 10/25　茶庵（230 E 
9th St. 2F）和菓子を現代的なアートへと昇華させ
た「あんこのお花 ®」の考案者で、和なはアートフー
ド協会の代表を務める末廣由香里さんによるワーク
ショップ。桜をモチーフにした新しい和菓子「あん
このお花 ® さくらお団子ボックス」を作る。クラス
の後は和菓子の試食と京都・宇治の老舗「丸久小山
園」の抹茶を楽しむ。クラスは 11時・14時・16時
15分からの 3回。参加費：$120
詳細は https://www.chaanteahouse.com

MUSIC
■ジブリ音楽コンサート「Reimagined Worlds: A 
Cultural Bridge in NYC」=
10/2  18:00  Saint Peter’s Church（619 Lexington 
Ave. 54th St.）ジブリ作品の音楽とタップを掛け合
わせたコンサート。出演は、伊藤聖沙（ボーカル）、
松下愛美（ピアノ）、アンドリュー・ブラック（振付家）
ほか。入場料：$15
詳細は https://www.thereimaginedworlds.com/
■ JO1 の 北 米 ツ ア ー・NY 公 演 ＝ 10/4　19:30　
Webster Hall（125 E 11th St,）アメリカでも人気の
日本の 9人組ボーイズグループ・JO1（ジェイオー
ワン）が、10/2に米国デビュー EP「ANIMAL」を
発売するのに合わせた北米ツアーを行う。NYのほ
かシカゴ、サンフランシスコ、トロント、LAの 5
都市をまわる。16歳以上。入場料：$77.53～　チ
ケットは https://www.axs.com/events/1597256/jo1-
tickets?skin=websterhall

ART
■多摩美術大学校友会 NYクラブ展「ホーム・アウェ
イ・フロム・ホーム」＝ 9/26まで　天理文化協会（43
Ａ W 13th St.）今年のテーマは 「Sense of Place」。
参加作家は、天谷理彩、雨宮ホザナ、荒井沙枝香、
浅見ハナ、白録鉱、早川朋子、日吉拓哉、紅林愛子
ほか。同会場では渡辺啓子の個展も同時開催する。
入場無料。詳細は https://www.tamabiny.com
■ Art of Manga（ 漫 画 の 芸 術 展 ） ＝ 10/3 ～
2027/01/31   The Brooklyn Museum（200 Eastern 
Parkway）北米最大規模の現代マンガ展。漫画の没
入感や社会的影響を有名作品の原画を含む 600点以
上の作品を通して紹介。現代漫画の基礎を築いたス
トーリー展開の巨匠「ちばてつや」とギャグ漫画の

王「赤塚不二夫」など、次世代に継ぐ芸術形式とし
て紹介する。入場料：一般 $20、シニア・学生 $14、
会員・19歳以下は無料。
詳細は https://www.brooklynmuseum.org/
■「 猪 熊 弦 一 郎 の NYC サ ロ ン 」 ＝ 10/6 ～
2027/01/10　Japan Society（333 E 47th St.）戦後
ニューヨークの前衛芸術シーンで、日本人画家が果
たした役割に光を当てる展覧会。日本の近代美術家・
猪熊弦一郎（1902～ 1993年）の NYで初めてとな
る個展で、丸亀市猪熊源一郎現代美術館との共同企
画。猪熊夫妻が交流の場として開放していた自宅の
アパートでの集まりを記録した写真や映像、手紙、
オノ・ヨーコの写真、丸亀市猪熊弦一郎現代美術館
のコレクション等を展示。入場料：一般 $20、学生・
シニア $15、会員・障がい者とその介助者は無料。
詳細は https://japansociety.org/gallery/

■大山峻護の個展＝ 10/20・21 Tenri Gallery（43A 
W 13th St.）難病と闘う元格闘家・大山峻護による
NYで初の個展。大山はプロの総合格闘家を引退後、
厚労省が指定する難病「アミロイドーシス」を発症
したことをきっかけにアート創作活動をはじめた。
レセプションは 10/19午後 7時から 9時。入場無料。
詳細は https://tenri.org/gallery
■アンネ・フランク展＝ 2/1まで　Center for Jew-
ish History（15 West 16th St,）第 2次大戦中のユダ
ヤ人迫害の被害者で、『アンネの日記』を書いたこ
とで知られる少女の短い人生を振り返る。アムステ
ルダムのアンネ・フランク・ハウスから 100点以上
のコレクションが展示されるほか、アムステルダム
以外で初めて原寸大で再現する。入場料：一般 $21
～、17歳以下 $16～。土曜休館。
詳細は https://www.annefrankexhibit.org
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体
」
を
テ
ー
マ
に
風
習
、儀
式
、

集
団
主
義
、
天
皇
と
い
う
象
徴

な
ど
歴
史
的
か
つ
社
会
的
要
素

を
組
み
合
わ
せ
、
国
民
的
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
問
う
ダ
ン
ス

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。

　

シ
リ
ー
ズ
の
最
後
を
飾
る
12

月
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
日
系
ア

メ
リ
カ
人
の
音
楽
家
カ
オ
ル
・

ワ
タ
ナ
ベ
と
、
ラ
コ
タ
族
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
／
ビ
ジ
ュ
ア

ル
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
カ
イ
ト

（
ス
ザ
ン
ヌ
・
カ
イ
ト
）
に
よ

る
音
楽
プ
ロ
グ
ラ
ム
『White 

Stones

』（
12
月
11
日
）。
ワ
タ

ナ
ベ
が
和
太
鼓
、
笛
、
箏
、
バ

イ
オ
リ
ン
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
な
ど
の
楽
器
を
駆
使
し
唯
一

無
二
の
サ
ウ
ン
ド
を
紡
ぎ
出

し
、
先
住
民
の
世
界
観
と
祖
先

の
物
語
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ

る
Ａ
Ｉ
を
駆
使
し
た
カ
イ
ト
の

音
楽
表
現
が
融
合
す
る
。

　

ま
た
、
27
年
１
月
か
ら
５
月

ま
で
は
現
代
演
劇
や
コ
ン
テ
ン

ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
、
恒
例
プ
レ

イ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
シ
リ
ー

ズ
、
歌
舞
伎
や
狂
言
と
い
っ
た

伝
統
芸
能
ま
で
幅
広
い
領
域
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
日
本
の

舞
台
芸
術
を
上
演
す
る
。
チ
ケ

ッ
ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://japansociety.org

を

参
照
す
る
。

コジキ・ド・クリエイション
ジャパン・ソサエティーで 10月 15 日から

古事記の神話を舞台に

右
か
ら
３
人
目
が
若
き
日
の
オ
ノ
・
ヨ
ー
コ

アメリカでの就職活動は QUICK 
USAにご相談ください！

ウェブサイトにて最新の求人を
随時更新しています！

www.919usa.com

▼NY/NJエリアのHOT 求人▼
------------------------------------
● Administrative
Finance
$25-$28/h NY (#17549)
------------------------------------
● Sales Admin Associate.
Manufacturing
$21/h NJ (#17525)
------------------------------------

------------------------------------
● HR coordinator/Admin. Assis.
Trading
$28-$40/h NY (#17506)
------------------------------------
● Offi  ce Administrator
Logistics
$20/h NJ (#17501)
------------------------------------
● IT Specialist
Distribution
$80K-$100K NJ (#17500)
------------------------------------
● Underwriting Assistant
Insurance
$60K-$70K NY (#17497)
------------------------------------
● Corporate Compliance Coord.
Trading
$58K-$65K NJ (#17481)
------------------------------------
● Air Export Specialist
Logistics
$55K-$65K NY (#17452)
------------------------------------

------------------------------------
●Warehouse Associate
Logistics
$50K-$55K NY (#17450)
------------------------------------
● Financial Acct.&amp;Planning 
Director
Manufacturing
$130K-$170K NJ (#17445)
------------------------------------

求人詳細につきましては、
お気軽にご連絡ください。

QUICK USA, INC.
Phone: 212-692-0850

Email: quickny@919usa.com
www.919usa.com

www.919usanews.com

150 East 52nd Street, 
＃ 17001 New York, NY 10022 

月～金　9:00 – 17:00

Daycare in NYC seeks Japanese 
Language & Culture Teacher for 
early preschool-aged children. 
Must have Associate Deg in Early 
Childhood Education or rel & 
ability to read/write/speak 

Japanese. Salary Range: 
$48K~$50K. Mail resume: 
STARCHILD, 435 E 6th St #1GF, 
NY, NY 10009 or 
inq@starchildny.com

＊通常価格は1行（15文字）US$4
です。

＊商業目的のクラシファイド広告
は公認ライセンス等、証明書のご
提出をして頂く場合がございま
す。

＊締め切りは発行週の月曜日の午
後１時までです。

＊掲載ご希望内容によっては、ご
掲載をお断りする場合がございま
す。予めご了承下さい。

＊ロゴ、及び写真掲載は無料で行
いますが、サイズの指定は出来ま
せん。

＊長期掲載割引は12週（3ヶ月相
当）以上を適用期間とし、長期掲
載契約を交わした上でとり進めさ
せていただきます。

＊本紙に掲載された広告内容に関
しましてNY 生活プレス社、は一切
責任を負いかねます。

---- お申し込み・お支払い先 ----
New York Seikatsu Press, Inc.

71 West 47th Street., #1205
New York, NY 10036

Email: info@nyseikatsu.com
お問い合わせも上記まで

https://sangennaronyc.org/
mailto:yohaku.ny@gmail.com
https://sushicon.com
https://www.thehighline.org/events/
mailto:otoiawase@startsnewyork.com
https://forms.cloud.microsoft/r/a7xtpkQp43%E3%81%8B%E3%82%89%E3%80%82
https://x.gd/nKo0C
https://x.gd/JqFTt
mailto:kaigai@nichinoken.co.jp
https://jwb-ny.org/
https://bit.lu/DAIGAKU26NY
mailto:kikoku@ujeec.org
https://x.gd/2hAe5
https://www.chaanteahouse.com
https://www.thereimaginedworlds.com/
https://www.axs.com/events/1597256/jo1-tickets?skin=websterhall
https://www.axs.com/events/1597256/jo1-tickets?skin=websterhall
https://www.tamabiny.com
https://japansociety.org
https://japansociety.org
https://japansociety.org
https://www.brooklynmuseum.org/
https://japansociety.org/gallery/
https://tenri.org/gallery
https://www.annefrankexhibit.org
http://www.919usa.com
mailto:quickny@919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usanews.com
mailto:inq@starchildny.com
mailto:info@nyseikatsu.com
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 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

週刊NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
 ●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください
（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚
半）を目安に最長2000 字まで。●住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名を明記、
写真を必ず添えて  nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

主催 :ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社

　

こ
の
夏
、
僕
は
ウ
イ
リ
ア

ム
・
ド
ノ
ヒ
ュ
ー
さ
ん
と
い

う
、
五
十
歳
ぐ
ら
い
の
お
じ

さ
ん
に
出
会
っ
た
。
ア
メ
リ

カ
人
の
彼
と
の
出
会
い
は
、

僕
に
戦
争
が
奪
っ
て
し
ま
う

た
く
さ
ん
の
命
に
つ
い
て
、

心
の
奥
ま
で
考
え
る
き
っ
か

け
を
く
れ
た
。

　

六
月
、
地
域
の
高
校
生
の

集
会
で
、
ド
ノ
ヒ
ュ
ー
さ
ん

は
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
ア

メ
リ
カ
兵
が
持
ち
帰
っ
た
日

本
の
旗
を
返
す
運
動
を
手
伝

っ
て
く
れ
る
学
生
を
探
し
て

い
る
と
話
し
た
。
僕
と
兄
は

何
を
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か

ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
日
本

語
が
分
か
る
の
は
グ
ル
ー
プ

の
中
で
僕
ら
だ
け
だ
っ
た
の

で
、
集
会
の
後
に
ド
ノ
ヒ
ュ

ー
さ
ん
に
会
い
に
行
っ
て
み

た
。
僕
ら
が
自
己
紹
介
す
る

と
、
驚
い
た
顔
で
、「
ザ
ッ
ツ
・

ワ
ン
ダ
フ
ル
！
」
と
笑
顔
で

大
き
な
手
を
差
し
出
し
た
。

　

僕
ら
に
な
に
か
で
き
る
こ

と
は
あ
る
か
と
た
ず
ね
る
と
、

旗
を
た
く
さ
ん
集
め
た
か
ら

そ
れ
を
英
語
に
訳
し
て
く
れ

な
い
か
と
た
の
ま
れ
た
。
夏

休
み
で
時
間
は
あ
る
し
、
僕

ら
は
そ
れ
を
軽
い
気
持
ち
で

引
き
受
け
た
。

　

二
、三
日
後
、
ド
ノ
ヒ
ュ

ー
さ
ん
は
一
枚
の
写
真
を
送

っ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
長
方

形
の
布
の
真
ん
中
に
、
赤
い

丸
い
印
の
つ
い
た
、
日
の

丸
の
旗
だ
っ
た
。
も
と
も
と

は
、
真
っ
白
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
け
ど
、
か
な
り
古
く
な
っ

て
、
ぼ
ん
や
り
と
ベ
ー
ジ
ュ

色
に
変
色
し
て
し
ま
っ
た
の

が
分
か
る
。
左
上
の
は
し
っ

こ
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
破
け
て
い

て
、
右
下
の
角
に
は
茶
色
い

シ
ミ
の
よ
う
な
も
の
が
つ
い

て
い
た
。
旗
の
一
番
上
に
は
、

黒
い
墨
で
、
大
き
く
「
神
風
」

と
書
か
れ
て
い
た
。
右
の
は

し
に
は
、「
祝
」
と
い
う
文
字

「
僕
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ロ
ッ
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
10

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ネ
リ
ー
　
瀬
夏

の
下
に
、
日
本
人
の
男
の
人

の
名
前
と
「
入
團
」
と
い
う

む
ず
か
し
い
漢
字
が
あ
っ
て
、

真
ん
中
の
大
き
な
日
の
丸
の

周
り
に
は
、
た
く
さ
ん
の
日

本
人
の
名
前
が
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ

う
詰
め
に
書
か
れ
て
い
た
。

　

ほ
と
ん
ど
は
、
男
の
人
の

名
前
だ
っ
た
け
れ
ど
、
女
の

人
ら
し
い
名
前
も
少
し
あ
っ

た
。
何
人
か
の
名
前
の
横
に
、

「
必
勝
」、「
特
攻
魂
」、「
健

闘
」
と
い
う
文
字
も
見
つ
け

た
。
こ
の
時
、
僕
は
こ
れ
ら

の
漢
字
の
読
み
方
も
、
意
味

も
分
か
ら
な
か
っ
た
。
で
も

ひ
と
つ
ひ
と
つ
、
こ
の
旗
に

書
か
れ
た
文
字
を
調
べ
て
い

く
う
ち
、
な
ぜ
そ
ん
な
言
葉

が
こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
の

か
が
分
か
っ
て
き
た
。
僕
の

心
は
ず
っ
し
り
と
重
く
な
っ

て
、
悲
し
い
気
持
ち
で
胸
が

は
り
さ
け
そ
う
に
な
っ
た
。

　

旗
は
も
と
も
と
、
き
れ
い

に
た
た
ん
で
、
身
体
の
ど
こ

か
に
大
事
に
し
ま
わ
れ
て
い

た
に
ち
が
い
な
い
。
ま
っ
す

ぐ
な
折
り
目
が
し
っ
か
り
つ

い
て
い
て
、
シ
ワ
が
全
く
な

い
。
こ
の
人
は
ど
ん
な
気
持

ち
で
戦
闘
機
に
乗
っ
た
の
だ

ろ
う
。
最
期
に
見
た
空
の
景

色
は
ど
ん
な
だ
っ
た
ん
だ
ろ

う
。
戦
争
が
な
か
っ
た
ら
ど

ん
な
人
生
を
楽
し
ん
で
い
た

ん
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
ど
う

し
て
こ
の
人
の
持
ち
物
が
今
、

こ
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
僕

の
頭
の
中
は
分
か
ら
な
い
こ

と
だ
ら
け
に
な
っ
た
。
そ
れ

で
も
約
束
通
り
、
僕
た
ち
は

な
ん
と
か
訳
す
こ
と
を
終
え

て
、
ド
ノ
ヒ
ュ
ー
さ
ん
に
返

事
を
送
っ
た
。

　

七
月
、
ド
ノ
ヒ
ュ
ー
さ
ん

か
ら
メ
ー
ル
が
あ
っ
た
。「
一

度
、
私
の
オ
フ
ィ
ス
で
会
っ

て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
話
さ
な
い
か
。」
と
書

い
て
あ
っ
た
。
僕
ら
は
少
し

ド
キ
ド
キ
し
た
け
れ
ど
、
ド

ノ
ヒ
ュ
ー
さ
ん
が
ど
う
や
っ

て
あ
の
旗
を
手
に
入
れ
た
の

　

す
る
と
い
ろ
ん
な
友
達
や
家

族
か
ら
も
連
絡
が
届
き
、
み
ん

な
が
心
配
を
し
て
く
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
中
に
は
ア
メ
リ
カ

に
い
る
友
達
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

く
れ
ま
し
た
。
私
は
初
め
て
こ

ん
な
経
験
を
し
、
ど
れ
だ
け
災

害
や
事
故
が
危
な
い
か
を
知
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
た
く
さ
ん

の
人
が
心
配
を
し
て
く
れ
て
い

る
こ
と
に
あ
り
が
た
く
思
い
ま

し
た
。

　

今
回
は
友
達
と
家
族
と
の
思

い
出
が
で
き
た
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
地
震
の
恐
ろ
し
さ
も

知
り
ま
し
た
。
今
も
た
ま
に

S
N
S
で
イ
オ
ン
モ
ー
ル
で

の
爆
発
の
こ
と
が
流
れ
て
き
た

り
、
今
思
え
ば
自
分
が
行
っ
た

場
所
が
災
害
な
ど
に
よ
っ
て
倒

れ
た
り
し
て
、
い
つ
自
分
達
に

も
何
が
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い

の
で
、
身
近
な
こ
と
な
ん
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
地
震
が

起
き
る
と
津
波
も
来
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、
で
き
る
限
り
気
を

つ
け
た
い
で
す
。

　
　
　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）

　

私
は
今
年
の
夏
、
二
年
ぶ

り
に
日
本
へ
行
き
ま
し
た
。

今
回
の
旅
行
で
も
日
本
に
い

る
友
達
に
会
っ
た
り
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん

と
会
っ
た
り
、
色
い
ろ
な
場

所
へ
行
き
、
思
い
出
を
た
く

さ
ん
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
二
〇
二
六
年
七

月
二
十
八
日
、
私
が
友
達
と

鹿
児
島
へ
向
か
っ
て
い
る
途

中
、
地
震
警
報
が
突
然
鳴
り

始
め
、
車
の
中
は
パ
ニ
ッ
ク

で
し
た
。
あ
ま
り
揺
れ
は
感

じ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
熊
本

で
震
度
七
の
地
震
が
あ
っ
た

と
聞
き
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

前
日
は
私
は
母
の
実
家
の
熊

本
に
い
た
か
ら
で
す
。
け
れ

ど
も
、
せ
っ
か
く
桜
島
に
行

っ
た
の
で
ホ
テ
ル
に
行
く
途

中
に
桜
島
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
に
よ
り
ま
し
た
。
そ
こ

は
桜
島
の
歴
史
や
噴
火
の
仕

組
み
を
学
べ
る
、
観
光
施
設

で
し
た
。
私
達
が
一
泊
二
日

で
泊
ま
っ
た
ホ
テ
ル
は
す
ご

く
広
く
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
も
ち
ろ

ん
温
泉
も
、
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
も

お
い
し
い
物
だ
ら
け
で
し
た
。

す
る
と
地
震
の
約
一
時
間

二
十
分
後
に
イ
オ
ン
モ
ー
ル

熊
本
で
爆
発
事
故
が
あ
っ
た

と
知
り
、
私
は
思
わ
ず
声
を

上
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
な

ぜ
な
ら
そ
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル

は
数
日
前
に
二
回
も
訪
れ
て

い
た
か
ら
で
す
。
母
は
熊
本

に
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
い

と
こ
達
の
無
地
を
確
認
し
ま

し
た
。
家
の
中
は
家
具
が
倒

れ
て
い
た
り
大
変
そ
う
で
し

た
が
、
怪
我
な
ど
は
な
か
っ

た
ら
し
い
で
す
。

か
、
ど
う
し
て
も
気
に
な
っ

て
彼
に
会
い
に
行
く
こ
と
に

決
め
た
。
そ
こ
で
彼
は
、
こ

れ
ま
で
イ
ー
ベ
イ
で
少
し
ず

つ
買
い
集
め
た
と
い
う
五
十

枚
以
上
の
日
本
兵
の
出
征
旗

を
見
せ
て
く
れ
た
。
ド
ノ
ヒ

ュ
ー
さ
ん
は
、
戦
争
中
に
ア

メ
リ
カ
兵
が
奪
っ
た
日
本
兵

の
形
見
を
、
だ
れ
か
が
戦
利

品
と
し
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し

た
り
、
お
金
に
替
え
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
は
正
し
い
こ

と
で
は
な
い
と
言
っ
た
。
そ

し
て
そ
の
旗
を
全
て
持
ち
主

の
家
族
に
返
し
て
あ
げ
る
た

め
に
、
僕
た
ち
の
協
力
が
必

要
だ
と
説
明
し
て
く
れ
た
。

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
帰
り
、

僕
は
前
よ
り
も
も
っ
と
、
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
や
る

気
と
責
任
感
が
わ
い
て
き
た
。

ア
メ
リ
カ
人
の
ド
ノ
ヒ
ュ
ー

さ
ん
を
通
じ
て
、
僕
と
兄
は

僕
ら
が
生
ま
れ
る
ず
っ
と
前

の
時
代
に
生
き
て
い
た
日
本

兵
の
人
た
ち
と
つ
な
が
っ
た
。

こ
れ
は
奇
跡
だ
と
思
っ
た
。

そ
し
て
今
ま
で
気
に
し
た
こ

と
が
な
か
っ
た
昔
の
戦
争
の

こ
と
を
僕
は
深
く
考
え
出
し

た
。

　

八
月
、
新
学
期
が
始
ま
る

少
し
前
、
僕
は
四
枚
目
の
旗

を
訳
し
終
え
た
。
日
本
の
厚

生
省
に
連
絡
し
て
、
そ
れ
ら

の
持
ち
主
の
家
族
を
探
し
て

も
ら
う
よ
う
に
依
頼
も
し
た
。

ど
う
か
家
族
が
見
つ
か
っ
て
、

無
事
、
出
征
旗
が
日
本
に
戻

る
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
。

　

九
月
の
初
め
、
ド
ノ
ヒ
ュ

ー
さ
ん
か
ら
新
た
に
五
枚
の

旗
の
写
真
が
送
ら
れ
て
き
た
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
持
ち
主
と
、

送
り
出
し
た
家
族
や
友
達
の

ふ
く
ざ
つ
な
気
持
ち
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。
自
国
の
た
め

に
命
を
差
し
出
し
た
人
た
ち

が
八
十
年
後
の
僕
た
ち
に
平

和
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ

て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。
こ

の
人
た
ち
の
思
い
を
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
は
、
日
本
と
ア

メ
リ
カ
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
僕

た
ち
が
で
き
る
、
と
て
も
大

事
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
12
年
）

　

こ
の
お
話
は
、
と
も
く
ん

が
あ
か
ね
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し

ょ
に
、
あ
か
ね
ち
ゃ
ん
の
大

お
じ
い
さ
ん
に
プ
リ
ン
を
買

い
に
い
く
お
話
で
す
。
こ
の

プ
リ
ン
は
、
大
お
じ
い
さ
ん

の
思
い
出
の
プ
リ
ン
な
の
で
、

さ
む
い
日
の
朝
早
く
に
あ
ぶ

な
い
道
を
通
っ
て
で
も
、
遠

く
に
あ
る
お
店
ま
で
自
分
た

ち
だ
け
の
力
で
プ
リ
ン
を
買

い
に
い
き
ま
し
た
。

　

わ
た
し
が
す
き
な
場
面
は
、

あ
か
ね
ち
ゃ
ん
と
と
も
く
ん

が
、
大
お
じ
い
さ
ん
に
プ
リ

ン
を
あ
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。

年
を
と
っ
た
大
お
じ
い
さ
ん

は
、
さ
い
き
ん
あ
か
ね
ち
ゃ

ん
の
名
前
を
わ
す
れ
そ
う
に

な
っ
て
い
た
の
で
、
あ
か
ね

ち
ゃ
ん
は
自
分
の
事
を
わ
す

れ
て
ほ
し
く
な
く
て
、
そ
の

プ
リ
ン
を
買
い
た
か
っ
た
の

で
す
。
プ
リ
ン
を
わ
た
し
た

時
に
、
大
お
じ
い
さ
ん
が
あ

か
ね
ち
ゃ
ん
の
名
前
を
よ
ん

で
く
れ
た
の
が
心
温
ま
っ
た

場
面
で
し
た
。
い
つ
も
な
ら

で
き
な
い
事
に
も
ち
ょ
う
せ

ん
し
て
、
そ
れ
で
手
に
入
れ

た
物
で
大
お
じ
い
さ
ん
に
よ

ろ
こ
ん
で
も
ら
え
た
こ
と
が
、

さ
ら
に
う
れ
し
か
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　

わ
た
し
の
九
さ
い
の
た
ん

生
日
に
、
家
族
に
サ
ン
ド
ウ

ィ
ッ
チ
を
は
じ
め
て
自
分
で

作
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、

お
母
さ
ん
に
助
け
て
も
ら
い

な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
り
ょ

う
理
を
作
っ
て
い
た
け
れ 

ど
、

そ
の
時
は
さ
い
し
ょ
か
ら
さ

い
ご
ま
で
全
部
自
分
で
作
り

ま
し
た
。
パ
ン
に
き
れ
い
に

バ
タ
ー
を
ぬ
る
の
が
と
く
に

む
ず
か
し
か
っ
た
け
れ
ど
、

一
人
で
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

み
ん
な
が
、「
お
い
し
か
っ
た

よ
。」「
あ
り
が
と
う
。」
と
、

よ
ろ
こ
ん
で
食
べ
て
く
れ
た

の
が
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
が
ん
ば
っ
て
ち
ょ

う
せ
ん
し
て
、
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
お
話
を
読
ん
で
、
大

す
き
な
人
の
た
め
だ
っ
た
ら
、

い
つ
も
は
で
き
な
い
事
で
も

ち
ょ
う
せ
ん
す
る
力
が
わ
い

て
く
る
と
思
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
自
分
の
人
生
に

大
切
な
人
た
ち
の
た
め
に
、

が
ん
ば
れ
る
わ
た
し
で
い
た

い
で
す
。
そ
し
て
、
し
ょ
う

ら
い
、
お
い
し
い
プ
リ
ン
を

作
れ
る
よ
う
な
パ
テ
ィ
シ
エ

に
な
っ
て
、
み
ん
な
に
よ
ろ

こ
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　

   （
滞
米
４
年
２
か
月
）

「
リ
コ
」

　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
小
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
ぐ
さ
　
め
生
　

「『
ふ
く
だ
や
の
プ
リ
ン
』を
読
ん
で
」

　
　

ケ
ネ
デ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
土
曜
日
本
人
学
校
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
谷
　
衿
花
　

「
私
が
夏
に
経
験
し
た
事
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
N
J
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
原
　
ノ
ヴ
ァ
　

　

わ
た
し
が
あ
っ
た
ら
い
い

な
と
思
う
の
は
、
い
ろ
い
ろ

し
て
く
れ
る
や
さ
し
い
ロ
ボ

ッ
ト
で
、
ね
が
い
を
か
な
え

て
く
れ
る
も
の
で
す
。
リ
コ

と
い
う
ロ
ボ
ッ
ト
の
名
前
で

す
。

　

ど
う
し
て
ほ
し
い
か
と
い

う
と
、
お
か
あ
さ
ん
が
い
な

い
人
の
た
め
に
、
か
じ
や
べ

ん
き
ょ
う
を
し
て
く
れ
る
か

ら
で
す
。
と
く
に
い
い
こ
と

は
、
け
が
を
し
た
と
き
、
手

当
を
し
て
く
れ
る
の
で
す
。

　

大
き
さ
は
、
お
と
な
ぐ
ら

い
の
サ
イ
ズ
で
、
ア
ン
テ
ナ

の
色
は
む
ら
さ
き
色
で
す
。

べ
ん
き
ょ
う
や
け
が
を
し
た

と
き
に
は
、
気
づ
い
て
テ
レ

ポ
ー
ト
し
て
、
た
す
け
て
く

れ
る
、
と
て
も
や
さ
し
い
ロ

ボ
ッ
ト
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
お
な
か
が
す

い
た
ら
、
メ
ニ
ュ
ー
を
出
し

て
く
れ
て
、　

五
分
で
つ
く
っ

て
く
れ
ま
す
。

　

も
し
も
、
リ
コ
が
い
た
ら
、

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
び
、
お
や

つ
を
食
べ
た
い
で
す
。

　

ほ
か
の
子
が
な
い
て
い
た

ら
、
リ
コ
が
こ
う
言
い
ま
す
。

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ
」。
そ

し
て
、
か
た
ぐ
る
ま
を
し
て

あ
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
い
っ

し
ょ
に
か
く
れ
ん
ぼ
を
し
て

く
れ
ま
す
。

　
　

   　
（
滞
米
１
年
５
か
月
）

https://japaneseschool.org/campus/manhattan1/
http://shidogakuin.com
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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将
来
の
日
本
帰
国
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
米
国
内
で
の
移
住

を
検
討
す
る
Ｎ
Ｙ
居
住
者
の
間
で
、
今
「
ハ
ワ
イ
」
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
同
じ
国
内
の
た
め
手
続
き
は
驚
く
ほ
ど
シ
ン
プ
ル

だ
。

　

何
よ
り
ホ
ノ
ル
ル
は
、
玄
関
口
の
名
称
が
「
ダ
ニ
エ
ル
・
Ｋ
・

イ
ノ
ウ
エ
国
際
空
港
」
で
あ
る
よ
う
に
、
日
系
人
が
深
く
尊
敬

さ
れ
、
築
い
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
日
本
語
が
通
じ
る
医
療
機

関
や
高
水
準
の
日
系
ス
ー
パ
ー
が
揃
い
、
日
本
人
が
最
も
過
ご

し
や
す
い
抜
群
の
安
心
環
境
が
整
っ
て
い
る
。

　

写
真
の
部
屋
は
、
現
在
売
り
に
出
さ
れ
て
い
る
カ
ン
タ
ベ
リ

ー
・
プ
レ
イ
ス
の
２
寝
室
２
浴
室
の
広
さ
１
０
９
６
平
方
フ
ィ

ー
ト
の
物
件
。
14
階
の
ラ
ナ
イ
か
ら
は
フ
ォ
ー
ト
・
デ
・
ル
ッ

シ
ー
公
園
の
豊
か
な
緑
、
そ
の
先
に
広
が
る
青
い
海
、
そ
し
て

ハ
ワ
イ
の
象
徴
で
あ
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
を
一
望
す
る
圧

巻
の
パ
ノ
ラ
マ
ビ
ュ
ー
が
広
が
る
。
価
格
は
79
万
９
９
０
０
ド

ル
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
厳
し
い
冬
か
ら
解
放
さ
れ
、
日
本
へ
の
一

時
帰
国
も
身
近
に
な
る
ハ
ワ
イ
。
住
み
替
え
の
選
択
肢
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
７
・
４
３
１
・
１
５
９
７
、
Ｅ
メ
ー

ルitaru.uesugi@startsnewyork.com
　

上
杉
さ
ん
。　

（
物
件
情
報
提
供
：Starts International Hawaii, Inc. 
畑
さ
ん
）

日本に近いハワイでの生活も視野に入れる

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
や
不
動
産

な
ど
に
関
す
る
番
組
を
放
送
す

る
ケ
ー
ブ
ル
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｈ
Ｇ

Ｔ
Ｖ
は
、
快
適
に
暮
ら
せ
る
郊

外
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表
し
、
上

位
６
位
を
Ｎ
Ｙ
、
Ｎ
Ｊ
、
Ｃ
Ｔ

州
の
ト
ラ
イ
ス
テ
イ
ト
の
町
が

占
め
て
い
る
。

　

Ｈ
Ｇ
Ｔ
Ｖ
は
、
郊
外
の
暮
ら

し
の
長
所
と
し
て
「
屋
内
と
屋

外
共
に
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ

り
、
物
価
が
比
較
的
安
く
、
一

流
の
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
や
旬

な
イ
ベ
ン
ト
、
公
演
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
充
実
し
て
い
る
」
と
伝
え

て
い
る
。
同
社
は
、
都
市
部
か

ら
郊
外
へ
の
引
っ
越
し
を
専
門

に
無
料
サ
ポ
ー
ト
す
る
サ
ブ
ア

ー
バ
ン
・
ジ
ャ
ン
グ
ル
・
グ
ル

ー
プ
の
専
門
家
の
協
力
を
経
て

全
米
の
暮
ら
し
や
す
い
郊
外
上

位
20
を
選
出
し
た
。

　

１
位
に
選
ば
れ
た
Ｎ
Ｙ
州
チ

ャ
パ
ク
ア
に
つ
い
て
は
「
Ｎ
Ｙ

市
か
ら
北
へ
約
30
マ
イ
ル
の
場

所
に
位
置
し
、
公
園
や
ト
レ
イ

ル
が
多
く
、
歩
き
や
す
く
歴
史

あ
る
美
し
い
街
並
み
の
ダ
ウ
ン

タ
ウ
ン
が
あ
る
。
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
ま
で
１
時
間
以
内
で
通
勤
で

き
、
国
内
有
数
の
学
校
が
あ
る

こ
と
で
も
知
ら
れ
る
」
と
評
価

し
て
い
る
。
ま
た
チ
ャ
パ
ク
ア

は
人
口
は
約
３
０
０
０
人
足
ら

ず
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
が

高
く
、
シ
ー
ズ
ナ
ル
な
イ
ベ
ン

ト
や
週
末
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ

ー
ケ
ッ
ト
な
ど
活
動
的
に
行
っ

て
い
る
。
以
下
上
位
10
位
は
２

位
Ｎ
Ｙ
州
ラ
ー
チ
モ
ン
ト
、
３

位
Ｎ
Ｊ
州
サ
ミ
ッ
ト
、
４
位

Ｎ
Ｙ
州
ポ
ー
ト
・
ワ
シ
ン
ト

ン
、
５
位
Ｃ
Ｔ
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
６
位
Ｃ
Ｔ
州
ウ
エ
ス
ト
ポ

ー
ト
、
７
位
イ
リ
ノ
イ
州
グ
レ

ン
コ
ー
、
８
位
Ｉ
Ｌ
州
ラ
・
グ

ラ
ン
ジ
、
９
位
マ
サ
チ
ュ
ー
セ

ッ
ツ
州
ニ
ー
ダ
ム
、
10
位
Ｍ
Ａ

州
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
。
詳
細

はhttps://www.hgtv.com/
lifestyle/real-estate/best-
suburbs-for-people-tired-
of-city-living-pictures

を
参

照
す
る
。

住
み
よ
い
郊
外
ラ
ン
キ
ン
グ

上
位
６
位
が
Ｎ
Ｙ
市
近
郊

　

ミ
ー
ト
パ
ッ
キ
ン
グ
・
デ
ィ

ス
ト
リ
ク
ト
に
16
日
、
巨
大
な

ス
ヌ
ー
ピ
ー
の
バ
ル
ー
ン
が
出

現
し
、
行
き
交
う
市
民
や
観
光

客
の
目
を
楽
し
ま
せ
た
。
今
年

11
月
の
感
謝
祭
に
、
第
１
０
０

回
の
節
目
を
迎
え
る
「
メ
イ
シ

ー
ズ
・
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
・

デ
イ
・
パ
レ
ー
ド
」
の
新
作
バ

ル
ー
ン
「
ジ
ョ
ー
・
ク
ー
ル
」

の
世
界
初
披
露
を
記
念
し
た
、

１
日
限
定
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
イ
ベ

ン
ト
。
サ
ン
グ
ラ
ス
に
赤
い
セ

ー
タ
ー
を
身
に
ま
と
い
、
脇
に

相
棒
の
ウ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
を
抱

え
た
特
大
ス
ヌ
ー
ピ
ー
が
秋
晴

れ
の
Ｎ
Ｙ
の
空
に
浮
か
び
上
が

っ
た
。
会
場
で
は
、
実
際
の
パ

レ
ー
ド
で
空
に
舞
う
紙
吹
雪
に

な
る
「
ホ
リ
デ
ー
の
願
い
事
」

を
募
る
特
設
ブ
ー
ス
も
設
置
さ

れ
、
多
く
の
人
が
足
を
と
め
て

参
加
し
た
。

　

ま
た
、近
く
の
特
設
会
場（
リ

ト
ル
ウ
エ
ス
ト
25
番
地
、
12
丁

目
） 

で
は
26
日
（
土
）
ま
で
、

シ
ュ
ル
ツ
美
術
館
の
協
力
の
も

と
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
ポ
ッ
プ

カ
ル
チ
ャ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
、
音

楽
と
い
う
４
つ
の
視
点
か
ら

『
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
』
の
歴
史
と
魅

力
を
紐
解
く
展
示
会
「Snoopy 
in Style NYC

」
も
開
催
さ
れ

て
い
る
。
入
場
無
料
。
詳
細
は

公
式
サ
イ
トhttps://www.

peanuts.com/snoopy-in-
style-nyc

を
参
照
す
る
。

ス
ヌ
ー
ピ
ー
展
示
会

ミ
ー
ト
パ
ッ
キ
ン
グ

地
区
で
26
日
ま
で

https://www.redacinc.com/
mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:hello@libret.com
https://qrco.de/bekbQo
tel:9176780297
mailto:itaru.uesugi@startsnewyork.com
https://www.peanuts.com/snoopy-in-style-nyc
https://www.hgtv.com/lifestyle/real-estate/best-suburbs-for-people-tired-of-city-living-pictures
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今
年
の
サ
ン
ダ
ン
ス
映
画

祭
で
脚
光
を
浴
び
た
菊
地
凛

子
主
演
の
同
作
は
、
同
映
画

祭
の
Ｕ
Ｓ
ド
ラ
マ
部
門
で
ジ

ョ
セ
フ
・
ク
ボ
タ
・
ヴ
ワ
デ

ィ
カ
監
督
が
監
督
賞
を
収
め

た
秀
作
。
そ
ん
な
注
目
作
は
、

情
熱
的
な
社
交
ダ
ン
サ
ー
の

ハ
ル
（
菊
地
凛
子
）
を
主
人

公
に
、
彼
女
の
人
生
の
相
棒

で
ダ
ン
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
の
ラ

テ
ン
系
の
男
ル
イ
ス(

ア
レ
ハ

ン
ド
ロ
・
エ
ッ
ダ)

が
、
突

如
ア
マ
チ
ュ
ア
社
交
ダ
ン
ス

の
大
会
で
心
臓
発
作
で
倒
れ
、

こ
の
世
を
去
っ
て
し
ま
う
壊

滅
的
な
喪
失
か
ら
ス
ト
ー
リ

ー
が
展
開
す
る
。

　

と
こ
ろ
が
そ
ん
な
全
て
を

失
い
、
絶
望
的
に
打
ち
ひ
し

が
れ
た
ハ
ル
こ
と
、
ハ
ー
ち

ゃ
ん
の
重
い
腰
を
上
げ
さ
せ

た
の
は
、
彼
女
の
ダ
ン
ス
仲

間
の
ヒ
ロ
ミ
（You

）
と
ユ
キ

（
吉
田
洋
）
で
、
物
静
か
で
保

守
的
な
ユ
キ
は
、
ハ
ー
ち
ゃ

ん
の
喪
失
感
に
寄
り
添
い
、

精
神
的
な
助
言
を
す
る
中
、

性
的
に
奔
放
で
、
平
然
と
悪

態
を
つ
き
ま
く
る
ヒ
ロ
ミ
は
、

新
た
な
男
を
作
る
こ
と
を
勧

め
る
も
の
の
、
再
び
ハ
ー
ち

ゃ
ん
の
目
を
輝
か
せ
た
の
は
、

か
つ
て
Ｔ
Ｖ
番
組
「
ダ
ン
シ

ン
グ
・
ウ
ィ
ズ
・
ザ
・
ス
タ

ー
ズ
」
で
名
を
馳
せ
た
フ
ェ

デ
ィ
ル
（
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ゲ
ラ
）

が
、
彼
女
の
ダ
ン
ス
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
に
な
っ
た
こ
と

だ
。

　

ル
イ
ス
と
共
に
同
じ
ラ
テ

ン
の
血
を
引
く
フ
ェ
デ
ィ
ル

の
魅
惑
的
な
ダ
ン
ス
と
強
い

眼
差
し
取
り
憑
か
れ
た
ハ
ー

ち
ゃ
ん
は
、
す
で
に
世
界
的

な
ダ
ン
サ
ー
を
妻
に
持
つ
フ

ェ
デ
ィ
ル
が
オ
ー
プ
ン
・
マ

リ
ッ
ジ
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、

彼
と
の
恋
に
情
熱
を
注
ぐ
が

思
い
が
け
ぬ
出
来
事
が
待
ち

受
け
て
い
た
。

　

今
作
の
魅
力
は
ヴ
ワ
デ
ィ

カ
監
督
の
手
腕
で
、
夫
の
死

後
に
ハ
ル
が
背
負
う
重
荷
を

象
徴
す
る
人
間
大
の
黒
い
鳥

を
登
場
さ
せ
た
り
、
ま
た
「
死

者
の
日
」
を
巡
る
全
章
の
タ

イ
ト
ル
を
日
本
語
で
読
ま
せ

た
り
、
大
胆
な
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
設
定
や
周
防
正
行
監
督
の

『Shall we 

ダ
ン
ス
？
』
を
彷

彿
さ
せ
る
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
も

秀
逸
。
そ
し
て
映
画
内
で
は

観
客
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
な
が

ら
、
時
折
、
心
か
ら
の
笑
い

を
誘
う
。
も
っ
と
も
注
目
す

べ
き
点
は
、
感
情
の
起
伏
の

激
し
い
ハ
ル
役
を
全
身
全
霊

で
体
現
し
た
菊
地
凛
子
の
演

技
で
、
彼
女
が
最
後
に
「
ク

ラ
ン
ベ
リ
ー
ズ
」
の
楽
曲
「
ド

リ
ー
ム
ス
」
で
踊
り
始
め
る

姿
は
、
独
立
し
て
強
く
生
き

る
女
性
た
ち
へ
の
応
援
歌
に

仕
上
げ
て
い
る
。（

細
木
信
宏
）

Ha-Chan, Shake 
Your Booty

Photo by Daniel Satinoff 、
ⓒ

Courtesy of Sony Pictures Classic

 

動
画
予
告

 

デ
ジ
タ
ル
版www.nyseikatsu.com

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

強
く
生
き
る
女
性
へ
の
応
援
歌
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18 W. Houston St

菊地凛子（ハル役）

　

秋
に
な
る
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

映
画
祭
で
あ
る
。
今
年
で
64
回

目
と
な
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
映
画

界
最
大
の
イ
べ
ン
ト
で
、
９
月

25
日（
金
）か
ら
10
月
12
日（
月
）

ま
で
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
、
ブ

ロ
ン
ク
ス
な
ど
５
会
場
で
開
催

さ
れ
る
。
世
界
の
話
題
作
を
集

め
た
メ
イ
ン
部
門
の
ほ
か
、
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
、
実
験
映
画

な
ど
多
様
な
内
容
で
、
46
か
国

か
ら
75
の
長
編
、
44
の
短
編
が

紹
介
さ
れ
る
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
作
品
は

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
グ
レ
イ
監

督
の
『Paper Tiger

』
で
、

１
９
８
６
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

を
舞
台
に
主
人
公
が
怪
し
い
事

件
に
巻
き
込
ま
れ
て
行
く
。
中

間
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
シ
カ
ゴ
の
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
を
去
り
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
で
映
画
音
楽
を
録
音
す
る

音
楽
家
を
描
く
ト
ニ
ー
・
ギ
ル

ロ
イ
監
督
の
『Behemoth!

』。

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
は
、
市
民
権
条

項
な
ど
を
定
め
た
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
憲
法
修
正
14
条
を
考
察
す

る
エ
イ
ヴ
ァ
・
デ
ユ
ヴ
ェ
ネ
イ

監
督
の
『14th

』
で
あ
る
。

　

韓
国
の
イ
・
チ
ャ
ン
ド
ン
監

督
が
労
働
者
と
映
画
作
家
の

2
組
の
夫
婦
の
関
係
を
描
く

『Possible Love

』、
ロ
シ
ア
出

身
で
フ
ラ
ン
ス
亡
命
中
の
ア
ン

ド
レ
イ
・
ズ
ビ
ャ
ギ
ン
ツ
エ
フ

監
督
の
不
倫
か
ら
地
方
都
市
の

腐
敗
に
展
開
す
る
ス
リ
ラ
ー

『
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス（Minotaur)

』

な
ど
の
巨
匠
作
品
、
Ｔ
Ｖ
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
る
３
人
の
女

性
作
曲
家
を
描
く
メ
キ
シ
コ
の

ニ
コ
ラ
ス
・
ペ
レ
ダ
監
督
の
絶

妙
な
喜
劇
『Everything Else 

is Noise

』、
未
完
に
な
っ
て
い

た
20
世
紀
初
頭
の
ハ
ー
レ
ム
・

ル
ネ
サ
ン
ス
に
つ
い
て
の
黒
人

映
画
作
家
ウ
イ
リ
ア
ム
・
グ
レ

ー
ヴ
ス
の
作
品
を
息
子
の
デ

ヴ
ィ
ッ
ド
・
グ
レ
ー
ヴ
ス
が

完
成
さ
せ
た
『Once Upon A 

Time in Harlem

』、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
監
督
ユ
ヴ
ァ
ル
・
ア
ブ

ラ
ハ
ー
ム
と
ラ
ヘ
ル
・
シ
ョ
ー

ル
が
ガ
ザ
の
爆
撃
準
備
の
舞
台

裏
を
テ
ル
ア
ビ
ブ
で
撮
っ
た

『Naza

』
な
ど
問
題
作
や
期
待

さ
れ
る
作
品
も
数
々
あ
る
。

　

日
本
か
ら
は
、
メ
イ
ン
部

門
で
濱
口
竜
介
監
督
が
パ
リ

で
関
係
を
深
め
る
日
本
と
フ

ラ
ン
ス
の
女
性
を
描
く
『
急

に
具
合
が
悪
く
な
る
（All of 

a Sudden)

』、
注
目
作
を
紹
介

す
る
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
部
門
で

山
崎
貴
監
督
の
ゴ
ジ
ラ
最
新

作
『
ゴ
ジ
ラ-0.0 (Godzilla 

Minus Zero)

』、
空
音
央
監
督

が
撮
影
を
し
増
渕
愛
子
が
製
作

し
た
カ
マ
ル
・
ア
ル
ジ
ャ
フ

ァ
リ
監
督
の
短
編
『
足
立
正

生
、
パ
ス
ポ
ー
ト
写
真
を
撮

る
（Masao Odachi Takes a 

Passport Photo)

』
が
上
映
さ

れ
る
。　
　
　
（
平
野
共
余
子
）

　

主
会
場
は
ア
リ
ス
・
タ
リ
ー

劇
場
（
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
、
65

丁
目
）、
ウ
オ
ル
タ
ー
・
リ
ー

ド
劇
場
（
65
丁
目
の
ブ
ロ
ー
ド

ウ
エ
ー
と
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
街

の
間
）
ほ
か
。
詳
細
は
公
式
サ

イ
トhttps://www.fi lmlinc.

org

を
参
照
す
る
。

『急に具合が悪くなる』Credit: Courtesy of NEON

NY映画祭開幕へ
25
日
か
ら
１
１
９
本
上
映

日
本
か
ら
「
急
に
具
合
が
悪
く
な
る
」
な
ど
３
作
品

https://shopnyseikatsu.cvom/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.filmlinc.org
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皆
さ
ん
は
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
が

健
康
に
良
い
こ
と
は
ご
存
じ
だ

と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に

収
穫
さ
れ
る
か
ご
存
じ
で
す

か
？
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
が
上
陸

し
た
こ
と
で
有
名
な
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
州
の
プ
リ
マ
ス
は
ア

メ
リ
カ
で
も
有
名
な
ク
ラ
ン
ベ

リ
ー
の
産
地
で
あ
り
、
ク
ラ
ン

ベ
リ
ー
畑
が
多
く
点
在
し
て
い

ま
す
。
特
に
近
郊
のCarver

やWareham

が
ク
ラ
ン
ベ
リ

ー
農
園
が
多
い
地
域
で
す
。
近

く
に
は
日
本
へ
も
輸
出
し
て
い

る
オ
ー
シ
ャ
ン
ス
プ
レ
ー
と
い

う
有
名
な
加
工
工
場
も
あ
り
ま

す
。

　

ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
の
収
穫
は
、

地
域
や
品
種
で
変
わ
り
ま
す
が

一
般
に
10
月
前
後
に
行
わ
れ
ま

す
。
一
般
的
な
方
法
は
水
を
使

う
リ
ン
ス
収
穫
で
す
。
こ
の
方

法
は
、
ま
ず
収
穫
時
期
に
な
る

と
、「
ボ
グ
」
と
言
わ
れ
る
畑

か
ら
水
を
抜
き
、
耕
運
機
で

刈
り
取
り
用
の
状
態
に
し
ま

す
。
次
に
畑
に
大
量
の
水
を
入

れ
て
、
実
が
浮
く
状
態
に
し
ま

す
。
水
上
で
実
が
浮
い
た
と
こ

ろ
を
ゴ
ム
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
の
回

収
機
で
集
め
、
で
き
る
だ
け
葉

や
茎
は
分
け
て
実
を
ポ
ン
プ
で

回
収
し
ま
す
。
回
収
後
に
水
を

切
り
、
泥
や
異
物
を
取
り
除
き

ま
す
。
サ
イ
ズ
や
品
質
で
選
別

し
、
直
売
用
・
冷
蔵
保
管
・
ジ

ュ
ー
ス
な
ど
の
加
工
に
回
し
ま

す
。
も
う
一
つ
の
方
法
で
あ
る

「
ド
ラ
イ
ハ
ー
ベ
ス
テ
ィ
ン
グ
」

は
、
実
を
直
接
機
械
で
摘
む
方

式
で
、
加
工
の
用
途
や
農
園
の

方
針
に
よ
っ
て
使
わ
れ
ま
す
。

リ
ン
ス
収
穫
と
同
じ
く
収
穫
後

に
洗
浄
・
選
別
を
し
ま
す
。

　

見
学
ツ
ア
ー
が
お
す
す
め
の

農
園
を
一
つ
紹
介
し
ま
す
。
こ

こ
は
、
直
営
店
も
立
派
で
す
。

●A.D. M
akepeace 

Company
158 Tihonet Road
Wareham, MA 02571
https://admakepeace.com/

　

売
店
に
は
、
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー

は
も
ち
ろ
ん
、
ジ
ャ
ム
、
ク
ラ

ン
ベ
リ
ー
の
干
し
た
も
の
、
匂

い
袋
、
石
鹸
な
ど
お
土
産
に
も

適
し
た
商
品
が
売
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
の
多
く
は
、

秋
に
畑
に
水
を
張
り
実
を
浮
か

せ
て
一
気
に
回
収
す
る
「
水
獲

り
（
ウ
ェ
ッ
ト
ハ
ー
ベ
ス
テ
ィ

ン
グ
）」
と
い
う
特
殊
な
方
法

で
収
穫
さ
れ
る
た
め
、
安
全
面

や
作
物
の
保
護
か
ら
通
常
は
一

般
客
は
畑
に
入
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
代
わ
り
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
州
南
東
部
に
は
、
収
穫
風
景

を
見
学
で
き
る
ツ
ア
ー
や
、
胴

長
（
ウ
ェ
ー
ダ
ー
）
を
履
い
て

浮
い
て
い
る
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
の

畑
に
入
り
収
穫
体
験
（
写
真
撮

影
な
ど
）
が
で
き
る
特
別
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
農
園

も
あ
り
ま
す
。
９
月
下
旬
〜
11

月
上
旬
の
収
穫
シ
ー
ズ
ン
に
向

け
て
、
特
に
人
気
の
高
い
農
園

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●Benson's Pond 
Cranberries　

場
所
は

Middleborough, MA 

（
ボ
ス

ト
ン
か
ら
南
へ
車
で
約
50
分
）。

３
代
続
く
家
族
経
営
の
農
園

で
、秋
に
特
別
な
「Cranberry 

Bog Adventure

」
と
い
う
収

穫
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
観
光
客
が
実
際
に
胴

長
を
履
い
て
、
大
量
の
ク
ラ
ン

ベ
リ
ー
が
プ
カ
プ
カ
と
浮
い
た

水
中
の
畑
に
入
り
、
昔
な
が
ら

の
道
具
を
使
っ
て
収
穫
を
手
伝

っ
た
り
「
映
え
る
」
写
真
を
撮

っ
た
り
で
き
る
貴
重
な
ス
ポ
ッ

ト
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
は
10
月
に

開
催
さ
れ
、
完
全
事
前
予
約
制

の
チ
ケ
ッ
ト
は
す
ぐ
に
売
り
切

れ
る
た
め
早
め
の
確
認
が
必
要

で
す
。
ボ
ス
ト
ン
の
サ
ウ
ス
駅

か
ら
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
レ
ー
ル

（
鉄
道
）
と
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
た
日
帰
り
ツ
ア

ー
も
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

●Hartley Fam
ily 

Farm

・
・
・

場

所

は

Rochester, MA 

（
ボ
ス
ト
ン

か
ら
南
へ
車
で
約
１
時
間
）。

こ
ち
ら
も
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

州
で
数
少
な
い
、
実
際
に
水
が

張
ら
れ
た
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
ボ
グ

の
中
に
入
れ
る
ツ
ア
ー
を
行
う

ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
農
園
で

す
。
家
族
経
営
の
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
の
中
、
農
園
の
歴

史
や
収
穫
プ
ロ
セ
ス
を
学
び
な

が
ら
、
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
の
中
に

浸
か
っ
て
記
念
撮
影
を
す
る

「
一
生
に
一
度
の
体
験
」
が
楽

し
め
ま
す
。

●Cape Cod Cranberry 
Bog Tours　

場
所
はEast 

Sandwich, MA 

（
ボ
ス
ト
ン

か
ら
南
東
へ
車
で
約
１
時
間

15
分
）。
35
年
以
上
の
キ
ャ

リ
ア
を
持
つ
ベ
テ
ラ
ン
農
家

（Farmer Dave

）
が
案
内
す

る
、
ケ
ー
プ
コ
ッ
ド
の
代
表
的

な
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
農
園
ツ
ア
ー

で
す
。
畑
の
中
に
は
入
れ
ま
せ

ん
が
、
実
際
に
稼
働
し
て
い
る

ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
畑
を
間
近
に
歩

き
な
が
ら
、
収
穫
用
の
機
械
や

栽
培
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
大
変

教
育
的
で
楽
し
い
ガ
イ
ド
ツ
ア

ー
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

こ
の
他
に
も
、
規
模
は
小
さ

い
で
す
が
、
車
が
な
く
て
も
電

車
や
公
共
交
通
機
関
で
訪
れ
る

こ
と
が
で
き
る
農
園
も
い
く
つ

も
あ
り
ま
す
。

　

農
園
を
訪
れ
る
際
の
ヒ
ン
ト

で
す
が
、
ま
ず
事
前
予
約
は
必

須
で
す
。
畑
に
入
れ
る
ツ
ア
ー

（
ベ
ン
ソ
ン
ズ
ポ
ン
ド
や
ハ
ー

ト
レ
イ
）
は
非
常
に
人
気
が
高

く
、
数
ヶ
月
前
か
ら
予
約
が
埋

ま
り
ま
す
。
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
早
め
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て

服
装
は
、
畑
の
周
り
は
未
舗
装

の
土
や
泥
が
多
い
た
め
、
歩
き

や
す
く
汚
れ
て
も
良
い
靴
と
、

秋
の
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の

肌
寒
さ
に
対
応
で
き
る
重
ね
着

が
お
す
す
め
で
す
。

　

最
後
に
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
の
食

用
方
法
を
お
伝
え
し
ま
す
。
ク

ラ
ン
ベ
リ
ー
は
硬
く
非
常
に
酸

味
が
強
い
た
め
95
％
が
ク
ラ
ン

ベ
リ
ー
ジ
ュ
ー
ス
の
原
料
と
な

り
ま
す
。
ま
た
干
し
ブ
ド
ウ
の

よ
う
に
ド
ラ
イ
に
し
た
り
、
甘

味
料
を
加
え
た
り
し
て
ジ
ャ
ム

と
し
て
販
売
し
ま
す
。
生
果
実

だ
け
で
は
な
く
、
加
工
品
は
ソ

ー
ス
仕
立
て
に
し
て
瓶
詰
や
缶

詰
に
し
て
売
ら
れ
ま
す
。
ク
ラ

ン
ベ
リ
ー
ジ
ュ
ー
ス
は
酸
味
を

減
ら
す
た
め
甘
味
料
を
加
え
た

り
、
他
の
果
汁
を
混
ぜ
た
り
し

ま
す
。
多
く
の
カ
ク
テ
ル
が
ク

ラ
ン
ベ
リ
ー
ジ
ュ
ー
ス
か
ら
作

ら
れ
て
お
り
、
ウ
オ
ッ
カ
と
ク

ラ
ン
ベ
リ
ー
も
相
性
が
良
い
で

す
。
生
の
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
は
家

庭
で
冷
凍
し
て
約
９
か
月
保
存

す
る
こ
と
が
で
き
、
解
凍
せ
ず

に
調
理
で
き
ま
す
。
多
く
の
ビ

タ
ミ
ン
を
含
み
、
古
く
か
ら
膀

胱
炎
、
尿
道
炎　

尿
路
結
石
の

予
防
に
役
立
つ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
果
実
に
含
ま
れ
る
ア
ン

ト
シ
ア
ニ
ン
は
、
目
の
ト
ラ
ブ

ル
改
善
、
網
膜
の
疲
労
改
善
に

役
立
ち
、
免
疫
力
を
高
め
る
作

用
も
あ
り
ま
す
。

　

独
特
の
収
穫
方
法
が
目
に
も

楽
し
く
、
体
に
も
良
い
ク
ラ
ン

ベ
リ
ー
。
皆
さ
ん
も
農
園
の
ツ

ア
ー
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

（
文
・
写
真
、
瀧
波
雅
彦　

た

き
な
み
・
ま
さ
ひ
こ
）

１
９
６
０
年
埼
玉
県
生
ま
れ

株
式
会
社
ボ
ス
ト
ン
観
光

代
表
取
締
役

Ｊ
ー
マ
ガ
ジ
ン
代
表

ベ
テ
ラ
ン
ガ
イ
ド
が
お
ス
ス
メ
！
「
旅
は
心
の
ビ
タ
ミ
ン
」
⑤

プ
リ
マ
ス
で
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
の
収
穫
体
験

　

夏
休
み
を
利
用
し
て
、
お
よ

そ
30
年
ぶ
り
に
沖
縄
県
石
垣
島

を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。
主
た

る
目
的
地
は
、
八
重
山
平
和
祈

念
館
と
石
垣
島
天
文
台
で
し
た

が
、
ま
ず
は
あ
ま
り
知
れ
て
い

な
い
石
垣
島
の
戦
争
に
つ
い
て

述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

八
重
山
平
和
祈
念
館
は
、

１
９
９
９
年
に
沖
縄
本
島
に
あ

る
平
和
祈
念
資
料
館
の
分
館
と

し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
八
重

山
（
沖
縄
県
南
西
部
の
離
島
地

域
の
総
称
）
で
は
４
０
０
年
以

上
も
の
間
風
土
病
マ
ラ
リ
ア
に

苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。
マ
ラ
リ

ア
は
、
マ
ラ
リ
ア
原
虫
と
い
う

寄
生
虫
に
よ
る
感
染
症
で
、
高

熱
と
強
烈
な
寒
気
を
特
徴
と

し
、
治
療
が
遅
れ
る
と
死
に
至

る
病
気
で
す
。
マ
ラ
リ
ア
原
虫

を
持
っ
て
い
る
蚊
（
ハ
マ
ダ

ラ
カ
）
に
刺
さ
れ
た
時
、
蚊

の
唾
液
の
中
に
潜
ん
で
い
る
原

虫
が
人
の
体
内
に
侵
入
し
感

染
し
ま
す
。
一
説
に
よ
る
と
、

１
５
３
０
年
に
西
表
島
へ
漂
着

し
た
オ
ラ
ン
ダ
船
か
ら
八
重
山

に
マ
ラ
リ
ア
が
持
ち
込
ま
れ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
戦
に
お
い
て
、
八
重
山

で
は
地
上
戦
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
空
襲
や
艦
砲
射
撃
を

受
け
た
こ
と
で
、
住
民
た
ち
は

日
本
軍
の
命
令
に
よ
り
マ
ラ

リ
ア
の
有
病
地
へ
と
強
制
避
難

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
食
料
も
薬

も
な
い
中
、
住
民
の
約
半
数
に

あ
た
る
1
万
６
８
８
４
人
が
マ

ラ
リ
ア
に
罹
患
し
、
３
６
４
７

人
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し

た
。
戦
闘
行
為
に
よ
る
死
者
は

１
７
８
人
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
い
か
に
マ
ラ
リ
ア
の
被

害
が
大
き
か
っ
た
が
わ
か
り
ま

す
。
こ
の
戦
時
下
で
の
マ
ラ
リ

ア
被
害
は
「
戦
争
マ
ラ
リ
ア
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

八
重
山
出
身
の
吉
野
高
善

博
士
（
寄
生
虫
研
究
者
）
ら

は
、
戦
時
中
の
マ
ラ
リ
ア
患

者
に
関
す
る
細
か
な
デ
ー
タ

を
と
り
、
こ
れ
が
戦
後
の
マ

ラ
リ
ア
対
策
へ
と
つ
な
が
り

ま
す
。 

た
だ
し
１
９
５
０
年

に
は
、
他
島
か
ら
多
く
の
「
開

拓
移
民
」
が
マ
ラ
リ
ア
の
有

病
地
に
入
植
し
た
結
果
、「
移

民
マ
ラ
リ
ア
」
と
呼
ば
れ
る

マ
ラ
リ
ア
の
再
流
行
が
起
こ

っ
て
い
ま
す
。

　

１
９
５
７
年
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ

の
医
動
物
学
者
チ
ャ
ー
ル

ス
・
ウ
イ
ラ
ー
（Charles 

W
heeler

）
博
士
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ

Ａ
Ｒ
（
琉
球
列
島
米
国
民
政

府
）
の
依
頼
に
よ
り
、
八
重

山
で
マ
ラ
リ
ア
対
策
計
画
「
ウ

イ
ラ
ー
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
、

他
国
で
科
学
的
に
効
果
が
証

明
さ
れ
て
い
た
Ｄ
Ｄ
Ｔ
（
安

価
で
効
果
の
あ
る
殺
虫
剤
。

危
険
性
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の

後
使
用
禁
止
と
な
り
ま
し
た
）

の
屋
内
残
留
噴
霧
を
中
心
と
し

た
こ
の
計
画
に
特
別
予
算
が
付

け
ら
れ
、
現
場
の
保
健
所
職
員

が
徹
底
し
た
噴
霧
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
効
果
は
す
ぐ
に

あ
ら
わ
れ
、
１
９
６
１
年
の
西

表
島
で
の
患
者
を
最
後
に
、
八

重
山
で
「
ゼ
ロ
マ
ラ
リ
ア
」
を

達
成
し
ま
し
た
。

　

よ
う
や
く
１
９
９
６
年
度
国

庫
予
算
に
お
い
て
、「
八
重
山

地
域
マ
ラ
リ
ア
死
没
者
慰
藉
事

業
費
」
と
し
て
総
額
３
億
円
が

認
め
ら
れ
、
マ
ラ
リ
ア
慰
藉
の

た
め
の
死
没
者
資
料
収
集
・
編

纂
事
業
や
八
重
山
平
和
祈
念
館

の
建
設
が
行
わ
れ
、「
八
重
山

戦
争
マ
ラ
リ
ア
犠
牲
者
慰
霊
の

碑
」
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
遺

族
の
苦
労
等
を
取
り
ま
と
め

た
記
念
誌
の
発
刊
や
、
マ
ラ
リ

ア
慰
藉
の
た
め
の
死
没
者
追
悼

事
業
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
戦

後
81
年
、
改
め
て
戦
争
に
よ
る

惨
禍
の
記
憶
を
し
っ
か
り
継
承

し
、
平
和
を
祈
念
し
た
い
も
の

で
す
。

（
栗
原
祐
司　

国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）

1

 第 569 回

石垣島の戦争
（その１）

https://www.hmakabelcsw.com/
https://www.his-usa.com/special/america/?utm_source=nyseikatsu&utm_medium=affiliate_banner&utm_campaign=weekly_ny&utm_content=top_banner
tel:2122136069
https://www.bostonkanko.com/
https://chicagokanko.com/
https://admakepeace.com/
https://admakepeace.com/
https://admakepeace.com/


（23）　［NY生活ウーマン］ 2026年（令和 8年）9月 26日（土）

41
　

指
先
に
映
る
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
新
し
い
季
節
。
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
未
来
は
、
指
先
に

も
表
れ
ま
す
。
私
た
ちYukie 

Natori Nail Team

は
、
９
月

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
（
Ｎ
Ｙ
Ｆ
Ｗ
）

で
、
ア
ナ 

ス
イ
、
ア
ル
チ
ュ

ザ
ラ
、
ラ
カ
ン
・
ス
ミ
ス
な
ど

の
公
式
シ
ョ
ー
に
携
わ
り
、
モ

デ
ル
１
５
０
名
の
ネ
イ
ル
を
担

当
し
ま
し
た
。そ
の
指
先
か
ら
、

２
０
２
７
年
春
夏
の
ト
レ
ン
ド

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
、
目
を
引
い
た
の
は
、

肌
に
な
じ
む
自
然
な
色
合
い

や
、柔
ら
か
な
パ
ー
ル
の
輝
き
、

ガ
ラ
ス
の
よ
う
な
透
明
感
で
し

た
。
来
年
は
、
こ
う
し
た
色
や

質
感
を
楽
し
む
ネ
イ
ル
に
注
目

が
集
ま
り
そ
う
で
す
。

　

ア
ナ 

ス
イ
で
は
、
ホ
ワ
イ

ト
系
の
パ
ー
ル
を
使
用
し
ま
し

た
。
光
の
角
度
に
よ
っ
て
グ
リ

ー
ン
や
パ
ー
プ
ル
、
ピ
ン
ク
が

ほ
の
か
に
浮
か
び
、
サ
テ
ン
の

よ
う
な
柔
ら
か
な
艶
を
見
せ
ま

し
た
。
光
で
表
情
が
変
わ
る
質

感
が
、
指
先
に
華
や
か
さ
を
添

え
ま
す
。

　

ア
ル
チ
ュ
ザ
ラ
で
は
、
モ
デ

ル
の
肌
に
合
わ
せ
て
シ
ャ
ネ
ル

の
５
色
を
使
い
分
け
ま
し
た
。

注
目
し
た
い
の
は
「
自
分
の
肌

に
合
う
ヌ
ー
ド
カ
ラ
ー
」。
一

人
ひ
と
り
の
肌
を
引
き
立
て
る

色
選
び
が
、
自
然
で
洗
練
さ
れ

た
手
元
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ラ
カ
ン
・
ス
ミ
ス
で
は
、
ガ

ラ
ス
の
よ
う
な
透
明
感
を
生
か

し
た
フ
レ
ン
チ
ネ
イ
ル
を
仕
上

げ
ま
し
た
。
光
を
受
け
て
輝
く

ク
リ
ア
な
先
端
が
、
定
番
の
フ

レ
ン
チ
に
軽
や
か
さ
と
新
鮮
な

魅
力
を
添
え
ま
し
た
。

　

三
つ
の
シ
ョ
ー
か
ら
感
じ
た

の
は
、
肌
や
衣
装
と
調
和
し
な

が
ら
、
質
感
で
個
性
を
表
現
す

る
流
れ
で
す
。
日
常
で
も
、
肌

に
な
じ
む
一
色
や
柔
ら
か
な
パ

ー
ル
か
ら
取
り
入
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
、
サ
ロ
ン
で
は
「
Ｎ
Ｙ

Ｆ
Ｗ
ア
フ
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
」

と
し
て
、
実
際
に
シ
ョ
ー
で
使

用
し
た
ネ
イ
ル
を
体
験
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
中
で
す
。
特

別
な
舞
台
で
生
ま
れ
た
デ
ザ
イ

ン
が
、
日
々
の
装
い
を
彩
り
ま

す
。
ラ
ン
ウ
ェ
イ
を
彩
っ
た
美

し
さ
を
、
ぜ
ひ
ご
自
身
の
指
先

で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
美
容
歴

30
年
。SKIN DEEP NYC

美

容
皮
膚
科
、Yukie Natori 

Salon & Spa 
オ
ー
ナ
ー
。
日

本
で
ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
を
経

営
。
美
容
師
、
ネ
イ
リ
ス
ト
な

ど
の
資
格
も
持
ち
日
米
を
行
き

来
し
な
が
ら
ト
ー
タ
ル
な
美
の

情
報
を
発
信
す
る
。

　

中
島
好
美
さ
ん
は
現
在
、
東

京
を
拠
点
に
日
本
企
業
に
勤
め

る
会
社
員
と
し
て
働
き
な
が

ら
、
昨
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
生

け
花
を
軸
に
、
日
本
酒
や
食
な

ど
も
掛
け
合
わ
せ
な
が
ら
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
出
会
う
人
や
場

所
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
日
本

文
化
の
新
し
い
楽
し
み
方
や
可

能
性
を
つ
く
る
活
動
を
す
る
会

社
、
Ｙ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ　

Ｎ
Ｙ
を

立
ち
上
げ
た
。

　
「
Ｙ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ
」
は
生
け

花
に
お
け
る
空
間
の
「
余
白
」

と
、
現
代
を
忙
し
く
生
き
る
人

が
立
ち
止
ま
り
、
自
分
自
身
や

他
者
と
向
き
合
う
た
め
の
「
心

Ｎ
Ｙ
Ｆ
Ｗ
の
ネ
イ
ル
ト
レ
ン
ド

の
余
白
」を
重
ね
て
名
付
け
た
。

そ
の
余
白
か
ら
、
対
話
や
気
づ

き
、
創
造
性
が
生
ま
れ
る
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
る
。
ア
メ
リ

カ
人
は
余
白
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
ス

ペ
ー
ス
（
負
の
空
間
）
と
訳
す

が
、
生
け
花
で
は
余
白
を
間
・

余
白
と
い
っ
た
空
間
を
生
み
出

し
て
い
る
。
生
け
花
は
余
白
を

生
か
し
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
は
空
間
を
埋
め
て
い
く

と
考
え
る
。　

　

生
け
花
の
先
生
の
仕
事
を
手

伝
っ
て
い
る
な
か
で
、
グ
ー
グ

ル
米
国
本
社
の
幹
部
来
日
時
に

生
け
花
を
教
え
る
機
会
が
あ
っ

た
。
そ
の
幹
部
ら
は
、
生
け
花

体
験
に
加
え
て
、
そ
の
背
後
に

あ
る
哲
学
や
過
去
に
生
け
花
が

ど
の
よ
う
に
始
ま
り
、
現
代
に

至
っ
た
の
か
の
変
遷
に
大
き
な

関
心
を
示
し
た
。
そ
の
と
き
、

生
け
花
を
は
じ
め
、
日
本
の
伝

統
文
化
な
ど
、
世
界
に
誇
れ
る

も
の
が
日
本
に
は
ま
だ
ま
だ
あ

る
と
可
能
性
を
感
じ
た
こ
と
が

起
業
の
動
機
と
な
っ
た
。

　

中
島
さ
ん
は
、
石
川
県
生
ま

れ
東
京
育
ち
。
津
田
塾
大
学
卒

業
後
、
み
ず
ほ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

銀
行
に
就
職
。
そ
の
後
、
本
田

技
研
工
業
へ
移
籍
。
本
田
で
勤

務
し
な
が
ら
、
早
稲
田
大
学
大

学
院
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
を
修

了
。
現
在
も
自
動
車
関
連
会
社

で
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
未
来
の

社
会
を
つ
く
る
領
域
に
携
わ
っ

て
い
る
現
役
の
企
業
人
で
も
あ

る
。
そ
の
一
方
で
、
生
け
花
や

日
本
酒
と
い
っ
た
日
本
の
伝
統

文
化
も
学
ぶ
な
か
で
、
静
岡
県

に
進
出
し
た
時
に
地
元
住
民
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
業
務

に
携
わ
る
中
で
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
が
進
化
す
る
ほ
ど
、
人
間
の

感
性
、
創
造
性
、
文
化
と
い
っ

た
要
素
の
重
要
性
は
高
ま
る
と

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。　

　
「
Ａ
Ｉ
が
発
達
す
る
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、
正
解
の
な
い
問
い

に
向
き
合
う
創
造
性
や
、
自
分

自
身
の
感
覚
を
認
識
す
る
力
、

他
者
の
異
な
る
価
値
観
を
受
け

入
れ
る
力
、
人
と
人
と
の
対
話

と
い
っ
た
、
人
間
な
ら
で
は
の

力
を
国
境
を
超
え
て
育
む
こ
と

が
大
切
に
な
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
話
す
。　
　

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
の
蕎
麦
処
Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｋ

Ｉ
を
拠
点
に
、
生
花
、
日
本
酒
、

蕎
麦
を
組
み
合
わ
せ
た
文
化
体

験
を
２
年
ほ
ど
前
か
ら
継
続
的

に
開
催
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
や

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
、
Ｊ
Ｐ
モ
ル

ガ
ン
チ
ェ
ー
ス
な
ど
で
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。　

  

　

10
月
１
日
（
木
）
に
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
で
Ｙ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ　

Ｎ

Ｙ
主
催
の
日
本
酒
と
の
ペ
ア
リ

ン
グ
デ
ィ
ナ
ー
も
開
催
す
る
。

（
18
面
イ
ベ
ン
ト
欄
に
詳
細
）。

（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
は
本

人
提
供
）

Ａ
Ｉ
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
心
の
余
白
を
大
切
に

YOHAKU NY
FOUNDER & CEO

中島 好美さん

　

https://www.allaboutasmile.com/
http://www.easeny.com/
http://www.ojfd.com
https://www.xn--7rs62al7ob5lwrlmijqwx.com/


2026年（令和 8年）9月 26日（土） ［広　告］　　（24  ）

https://www.eventbrite.com/e/oc-japan-fair-2026-fall-tickets-1992904307431



